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第零話　〈Infinite Dendrogram〉







　二〇四三年七月一五日。「無限の系統樹」と銘めい打うたれたＶＲＭＭＯ、〈Infiniteインフイニツト Dendrogramデンドログラム〉は世界各国で同時に発売された。




　人がＶＲＭＭＯ――バーチャル・リアリティ・マッシブリー・マルチプレイヤー・オンラインのゲームに夢想した期間は半世紀近くになる。

　二〇〇〇年代、ＶＲＭＭＯという題材は漫まん画がやアニメーション、そしてゲームなどの媒ばい体たいで「夢のゲーム」として取とり扱あつかわれ始めた。

　数々の創作物の中でＶＲＭＭＯは待ち望まれ、ヘッドセットにより視覚と聴ちよう覚かくの没ぼつ入にゆう感を高めた擬ぎ似じＶＲは二〇一〇年代ごろから発表された。

　空想の産物でありながら待ち望まれ、発展し、遂ついには五感全すべてを網もう羅らしてゲーム世界へと入り込む完全なダイブ型ＶＲＭＭＯも、二〇三〇年代から少数ではあるが発売された。少数なのは開発難易度の高さと莫ばく大だいな開発費から、先進的技術力と資金力のあるメーカーしか手を出せなかったからだ。あるいは手を出しても完成にまで至らなかった。

　しかし、完成して世に出た少数も……すぐに落らく胆たんされた。

　創作物などで描えがかれ続けたＶＲＭＭＯと異なりリアリティに乏とぼしく、五感は違い和わ感かんに苛さいなまれ、グラフィックも従来のゲーム機と大差なかった。

　そして安全安心の設計を保証しながら、健康を害して病院に運ばれる被ひ害がい者しやが続出した。

　最初期のダイブ型ＶＲＭＭＯは売上と評判、さらには健康被害者との訴そ訟しようでも大敗し、開発会社は倒とう産さんした。

　このゲームについて当時のあるレビュアーは次の言葉を作品の感想とした。

「『夢のゲーム』は作れたが、『夢』を作ることは出来なかった」、と。

　その後もダイブ型ＶＲＭＭＯは開発されたが、成功と言えるゲームは一つも作られなかった。

〈Infinite Dendrogram〉が発売されるまでは。





◇






〈Infinite Dendrogram〉は、発売まで不自然なほどに情報が出なかった。

　人知れぬまま迎むかえた発売日に、全世界のメディアやネットワークで同時発表を行ったのみ。

　発表にて、〈Infinite Dendrogram〉の制作者は売りとなる四つの要素を提示した。




　一つ、五感を完かん璧ぺきに再現する。

　二つ、単一サーバーで仮に億人単位でも全プレイヤーが同じ世界で遊ゆう戯ぎ可能。

　三つ、現実視、３ＤＣＧ、２Ｄアニメーションの中からどの視点で世界を視みるかを選せん択たくできる。

　四つ、ゲーム内では現実の三倍の速度で時が進む。




　発表に対し、世界中で「本当に実現可能なのか」、「どれだけの予算と技術を使えば実現できたのか」、「誇こ大だい広告にしてもやりすぎではないか」、そんな声が溢あふれた。

　インパクトのある発表ではあったが、内容があまりにも荒こう唐とう無む稽けいだったためだ。

　元々ゲームに触ふれない層も含ふくめ、発表を見た人々の九九・九九九八％は信じず、ゲームを買おうとはしなかった。

　しかし、残る〇・〇〇〇二％の人々は「嘘うそみたいだけど本当なら……」、「試ためしてみよう」、「俺おれは信じる」とショップの店頭に赴おもむき、購こう入にゆうした。

　専用ハードの価格が日本円にして一万円前後という、破格を通とおり越こして暴挙と言うほかない値段設定も後あと押おしし、彼かれらは「ま、嘘でも一万円だしな」とゲームを購入し、プレイした。

　そしてログインした彼らは……それが本物であると知った。

　リアリティに呆ぼう然ぜんとし、ログアウトしてから時計を見て驚きよう愕がくした。

　彼らの見た夢の全てが真実であり――「夢のゲーム」は現実となった。




　発売日の翌日、世界中の人々がプレイした層の口コミに騒そう然ぜんとする中、メーカーから今度はゲームの内容についての発表があった。

　発表のプレゼンターであった男性、〈Infinite Dendrogram〉の開発責任者を名乗るルイス・キャロル氏は中ちゆう継けいの画面越ごしにこう言った。




「〈Infinite Dendrogram〉のゲームシステムにはある特とく徴ちようがあります」

「数千を超こえるジョブの組み合わせやスキル構成よりもなお、明確なオンリーワン」

「真の意味で無限の可能性とオンリーワンを提供するもの――〈エンブリオ〉です」

「〈エンブリオ〉は皆みな様さまのパーソナルに応じ、無限のパターンに進化いたします」

「色いろ違ちがいでもパーツ違ちがいでもなく、固有スキルも含めて真の意味で無限のパターンに」

「それこそが――〈Infinite Dendrogram〉です」




「そう、〈Infinite Dendrogram〉は新世界とあなただけの可能性オンリーワンを提供いたします」




　その言葉は、〈Infinite Dendrogram〉が一大ムーブメントとなる最後の切っ掛けだった。





◇◇◇






　□二〇四五年三月一六日　椋鳥玲二




　俺、椋むく鳥どり玲れい二じはゲームのパッケージを前に緊きん張ちようした面おも持もちで正座していた。

　我ながら大おお袈げ裟さとも思うが、一年半越しでついに〈Infinite Dendrogram〉をプレイできるのだから緊張もする。

「長い、道のりだった」

　高校二年の夏、「これから大学受験に向けて頑がん張ばるぞ」と気合を入れたところで発表・発売されたこのゲーム。

　当時、高校二、三年生だったゲーム好きの学生は俺のように絶望したはずだ。

　どうして受験シーズンに限ってこんなに面おも白しろそうなゲームが出るのだろう、と。

　しかし今、都内の大学には無事合格し、大学入学を機に一人暮らしもスタート。引ひつ越こしは昨日完かん了りようし、手伝ってくれた両親も実家に帰っている。

　今ならば思う存分ゲームを出来る！

　今朝、開店直後のゲームショップに直行し、〈Infinite Dendrogram〉を購入した。

　発売から半年間は品しな薄うすだったらしいけど、さすがに一年半も経たった今では普ふ通つうに買えた。

　余談だが、うちの兄は発売日に買っていた口だ。この一年半、「早く一いつ緒しよにデンドロしようぜー」と電話してくる兄が恨うらめしいやら羨うらやましいやら……。

　だがそんな思いも今日までだ！

「……いざ！」

　意を決し、パッケージを開ける。

　箱の中から現れたのは、ヘルメット型のゲーム機と解説書だった。

　解説書によれば、ヘルメットを被かぶりスイッチを入れるとゲームの世界に入れるらしい。他にも映像や時間についても説明があるが、凄すごいとしか言いようがない。

　本当、どうしたらこんなゲームが作れるのだろう。今の技術水準より十年二十年単位でレベルが高い気がする。

　しかし物もの怖おじもしていられない。

　解説書にあるとおりにヘルメットを頭に装着し、解説書で推すい奨しようされているとおりベッドの上で仰あお向むけに寝ね転ころがって……俺はゲームのスイッチを入れた。

　瞬しゆん間かん、視界が暗転する。





◇






「はーい、ようこそいらっしゃいましたー」

　気がつくと自室ではない空間――木造洋館の書しよ斎さいを思わせる部屋に俺はいた。

　目の前では見知らぬ猫ねこが、作りの良さそうな木製の揺ゆり椅い子すに座すわりながら俺に話しかけている。

　……猫？

「お邪じや魔まします」

　戸と惑まどいもあるが、まずは挨あい拶さつを返してみる。

「うん、いいねー。礼れい儀ぎ正ただしい人好きだよー」

　猫はペラペラと、しかし語ご尾びが間延びした日本語で話していた。

「ここはゲームのチュートリアルみたいなもの？」

「合ってるよー。ここで色々設定してもらってから入ってもらうんだよー。あ、僕ぼくは〈Infinite Dendrogram〉の管理ＡＩ十三号のチェシャだからー。よろしくねー」

　管理ＡＩ……なるほど、道理でファジーな受け答えをするはずだ。

　管理ＡＩは、現行のスーパーコンピュータを丸々己おのれの脳とする人造の電脳知性だ。主な用よう途とはその名の通り管理であり、一体いれば小国のデータベースやネットワークを高速、且かつ完璧に管理できると言われている。十三号ということは、他にも十二体は同じレベルの管理ＡＩがこのゲームの管理に携たずさわっているのだろう。

「よろしく」

「はーい。まずは描びよう画が選せん択たくねー。サンプル映像が切り変わるからどれが良いか選んでねー」

　猫……チェシャがそう言うと周囲の風景が一変した。

　書斎から広々とした空間……どこか中世ヨーロッパ風の町並みになっている。そこには多くの人々が歩いていたが、一定周期でその姿が切きり替かわっていた。

　いや、姿ではなく見え方が切り替わっていると言うべきか。現実に見るような姿からＣＧの姿に、ＣＧからアニメに、また現実に。

「……いや、これどうやってんの？」

「視覚で捉とらえた映像って結局は脳の処理を通るからやりようはあるのー。で、こんな感じで見え方変わるけどどれにするー？　後でアイテム使えば切り替えることも出来るよー」

「そのままで」

　ゲームに慣れるまでは普ふ段だんどおりの見え方がいいと思ったのでそうした。

　アニメで見えているのに触しよつ覚かくがあるってどういう感覚なのかも気になったけど。

「オッケー」

　その言葉と共に景色は元の書斎へと戻もどった。

「次はプレイヤーネームを設定してもらうねー。ゲーム中の名前は何にするー？」

「レイ・スターリングで」

　これは俺が以前からゲームではよく使っている名前だ。単に苗みよう字じを椋鳥の英名にして、名前をもじっただけなのだが。

「じゃあそうするねー。次、容姿を設定してねー」

　チェシャがそう言うと、目の前にのっぺらぼうのマネキンと沢たく山さんの画面が現れた。画面の中には「身長」、「体重」、「胸囲」などの言葉と共に並んだスライダーや、目鼻が収まっている。

「これは……」

「そこにあるパーツとスライダー使って自分のゲーム内でのアバターを作ってねー。あ、僕みたいに動物型にも出来るし性別も変えられるよー」

　いや、こんなリアルなゲームで性別変えるのもちょっと……。

「ゆっくり悩なやんでいいんだよー。こっちは現実の三倍の時間があるからさー。……あー、でも前にログインとログアウト繰くり返かえしながら地球時間で一ヶか月げつかけて作った人いたなぁ……」

　凄すさまじい努力と集中力だが、俺にはそこまで出来そうもない。

　このスライダーとパーツの数といい、設定できる値が細かすぎる。本物の人間の顔を作れと言われているようなものだ。素人しろうとには難しすぎる。

　……それなら。

「現実の姿をデフォルトにちょっといじるってできるか？」

「できるよー」

　チェシャはフリフリと尻尾しつぽを振ふった。

　するとマネキンだったものが俺そっくりになる。

「あとはこれをベースにいじればオーケー」

「ありがとう」

　こうなるとそれなりに簡単だった。髪かみを金きん髪ぱつにしたり、他の設定をそのままに顔つきのベースとなる人種を変えてみる。

　作業中、「俺の顔をアニメやＣＧにするとどうなるのだろう？」と疑問に思った。無変へん更こうのままでログインすれば分かるのだろうが……流石さすがにオンラインで素す顔がおプレイはやめておこう。

　そうして、かれこれ三〇分かけて俺のキャラクターモデリングは終わった。

「完成、っと」

「オッケー。じゃあ他の一いつ般ぱん配布アイテムも渡わたしちゃうねー」

　チェシャは空中に向けて肉球付きの手を振るとカバンが一つ、何もない空間から落ちてきた。

「これがレイの収納カバン、所いわ謂ゆるアイテムボックスねー。中は収納用の異次元空間だからー。レイの持ち物なら入るけどー、逆に言うとレイの物以外は入らないからー」

「なるほど」

　便利なカバンだが犯罪には使えないということだろう。

「まー、ＰＫした相手からドロップしたものや、《窃せつ盗とう》スキルで盗ぬすんだ物は入るけどねー」

「…………」

　何と言ったものか。

「ちなみにねー。《窃盗》スキルのレベルが高い人はこの四次元○ケットみたいなアイテムボックスの中からも盗めるからー。気をつけてねー」

　四次元空間にも対応した泥どろ棒ぼうにどう気をつけろと言うのだ。

「そのカバンは初心者用だけど、他にも種類あるからー。盗まれにくいのとか、小さいのとか、容量が大きいのとかー」

「ちなみにこれの容量は？」

「サイズは教室一個分くらいかなー。重さは地球換かん算さんで一トンくらい？」

「結構入るな。十分だ」

「商人やると足りないらしいけどねー。そういう人は買かい換かえるかなー。あ、アイテムボックスの類たぐいは全ぜん壊かいすると中身ばらまかれるから耐たい久きゆう度どには注意してねー」

「気をつける」

「次は初心者装備一式ねー。レイはどれにするー？」

　チェシャは本ほん棚だなから取り出したカタログを俺に見せる。

　そこには色々な武具が一ひと揃そろいで載のっている。和装、洋装はもちろん、中ちゆう華かやインド、中東や南米の歴史的な衣装のようなもの、逆にＳＦ映画のような衣装もある。

「じゃあこれで」

　選んだのはインナーとジャケット、ジーンズ、バンダナの組み合わせだ。どことなく前世紀の名作ゲームの男主人公に似た格好だ。ちょっと時代遅おくれだけど、兄の影えい響きようでレトロゲーもやっていた俺の好みには合がつ致ちする。

「オッケー。じゃあ初期武器はどれにするー」

　カタログの別のページを開く。木刀や刃はを潰つぶした模も擬ぎ剣けん、ナイフ、弓、スリング、杖つえ、その他諸もろ々もろの武器が載っている。ここは衣装に合わせよう。

「ナイフで」

「オッケー。じゃあ装備と武器を……とりゃー」

　気合が入っているのかいないのか分からないチェシャの掛かけ声ごえと共に俺の姿は一変した。

　先ほど選択した衣装に切り替わり、腰こしのベルトにはナイフがぶら下がっている。何より、姿も先ほど自分でメイキングしたアバターになっていた。

「おお、すごいな」

　チェシャが用意した姿見で見ると中々似合っている。

「そうそう、これ最初の路銀ねー」

　チェシャは俺に五枚の硬こう貨かを手てつ渡わたす。それはどうやら銀貨のようだった。

「銀貨五枚で五〇〇〇リルねー。ちなみにおにぎり一つで一〇リルくらいだよー」

　そうなると一リルは凡およそ一〇円くらいか。ならば五〇〇〇リルはそれなりに大金だ。

「最初からこんなに貰もらっていいのか？」

「うん、そのお金がなくなる前にお金稼かせげるようになってねー」

　今後は貰えないのだろうから、計画的に使わないとな。

「さて、いよいよだけど〈エンブリオ〉を移植するねー」

「おお、噂うわさの」

〈エンブリオ〉。それは〈Infinite Dendrogram〉の最大の特徴だと聞いている。プレイヤーによって真の意味で千せん差さ万ばん別べつ化かするオンリーワン。アイテムや装備という枠わくを超えたパートナー。

　既すでにプレイしている兄は「もしここまで出来のいいダイブ型ＶＲＭＭＯでなく、ただのＭＭＯだったとしても、〈エンブリオ〉があればヒットはしただろうな」と言っていた。

「〈エンブリオ〉の説明はいるー？」

「折せつ角かくだから聞こうかな」

　固有システムのチュートリアルは聞いておくのが正解だと思うし。

「オーケー。エンブリオは全プレイヤーがスタート時に手渡されるけれど、同じ形なのは最初の第〇形態だけー。第一形態以降は持ち主に合わせて全く違う変化を遂とげるよー」

「ほう」

　やっぱりゲーマーとしてオンリーワンのユニーク要素って言葉は心惹ひかれる。

「千差万別だけど、一応カテゴリーはあるよー」

「あ、それは知らなかった」

　なるべく前情報遮しや断だんしていたからなぁ。

　知るとやりたくてたまらなくなって受験投げそうだったから。

　兄からも「面白いよ」という情報しか聞いていない。ひょっとすると兄も俺が受験投げるのが心配で具体的には言わなかったのかもなぁ……。

「大まかなカテゴリーで言うとー。

　プレイヤーが装備する武器や防具、道具型のＴＹＰＥ：アームズ

　プレイヤーを護衛するモンスター型のＴＹＰＥ：ガードナー

　プレイヤーが搭とう乗じようする乗り物型のＴＹＰＥ：チャリオッツ

　プレイヤーが居住できる建物型のＴＹＰＥ：キャッスル

　プレイヤーが展開する結界型のＴＹＰＥ：テリトリー

　かなー」

「ほぅ」

　もう今から自分の〈エンブリオ〉が何になるかワクワクしてくる。

「ちなみにこれらのカテゴリー以外にレアカテゴリーや、〈エンブリオ〉が進化すると成れる上位カテゴリーもあるからー。オンリーワンカテゴリーもあるしー。成れたらいいねー」

「そんなのもあるのか。でも、それだとレアカテゴリーになるまで作り直す人もいそうだな」

「あー。このゲーム、キャラの作り直し出来ないんだよねー」

「え？」

「それにもう一つハードを買って始めても、その人は一つ目と同じキャラでログインして〈エンブリオ〉もそのままなのー。こっちの方でユーザーの脳波データが登録されているからねー」

「…………」

　脳波データの登録。うん、それはちょっと怖こわい。

「仮にリセットできても結局はその人のパーソナルだからねー。同じ〈エンブリオ〉になると思うよー」

　そういうものなのか。

「でー。話している間に〈エンブリオ〉移植完了ねー」

「え？　……あ」

　気づくと、俺の左手の甲こうには淡あわく輝かがやく卵形の宝石が埋うめ込まれていた。」

「それが〈エンブリオ〉ねー。第〇形態は左手にくっついているけど、孵ふ化かして第一形態になったら外れるからー」

　つまり今は卵を温めているようなものか……。

「ちなみにこれ、卵のまま壊こわれることは？」

「しないよー。第〇形態で〈エンブリオ〉に当たるダメージは全部プレイヤーに行くからー」

　あー、なるほど。プレイヤーが死んでも〈エンブリオ〉は無事、と。

「孵化後の第一形態からは普通に傷ついたり壊れたりするけどねー。それも時間掛けて自己修復するけどー」

　何となく生物っぽい。

「ちなみに卵のくっついた場所は第一形態になると紋もん章しようの刺青いれずみになるよー。それがこの世界でのプレイヤーの証明書みたいなものだからー。じゃないとＮＰＣとの見分けつかないからねー」

「へぇ」

　いやでもさすがに、人間とＮＰＣを見み間ま違ちがいは……するのだろうか？

「あと紋章には〈エンブリオ〉を格納する効果もあるよー。用事がないときは左手にしまっておくのー。このゲームをプレイする限りはずっと一緒ですのでー。大事に扱ってくださいねー」

「ああ」

　まだ俺の〈エンブリオ〉がどういう風に進化するかは分からないけれど……まぁ、結局はパーソナル次し第だいって話だからなるようになるか。

「よろしくな、相棒」

　もちろん〈エンブリオ〉から返事はなかったが、どことなく輝いた気がした。

「じゃあ最後に所属する国を選択してくださいねー」

　チェシャは書斎の机の上に地図を広げる。

　それは古びたスクロール型の地図だったけれど、広げ終えると地図上の七箇か所しよから光の柱が立ち上り、その柱の中に街々の様子が映し出される。

「この光の柱が立ち上っている国が初期に所属可能な国ー。柱から見えているのはそれぞれの国の首都の様子ですー」

　七つの光の柱の周囲には、国の名前や説明が光の文字となって浮うかんでいる。




　白はく亜あの城を中心に、城じよう壁へきに囲まれた正に西洋ファンタジーの街並み。

　騎き士しの国『アルター王国』。

　桜舞まう中で木造の町並み、そして市し井せいを見下ろす和風の城じよう郭かく。

　刃の国『天てん地ち』。

　幽ゆう玄げんな空気を漂ただよわせる山々と、悠ゆう久きゆうの時を流れる大河の狭はざ間ま。

　武仙の国『黄こう河が帝てい国こく』。

　無数の工場から立ち上る黒こく煙えんが雲となって空を塞ふさぎ、地には近代的な鉄の都市。

　機械の国『ドライフ皇国』。

　見み渡わたす限りの砂さ漠ばくに囲まれた巨きよ大だいなオアシスに寄より添そうようにバザールが並ぶ。

　商業都市郡『カルディナ』。

　大おお海うな原ばらの真ん中で無数の巨きよ大だい船せんが連結されて出来上がった人造の大地。

　海上国家『グランバロア』。

　深き森の中、世界樹の麓ふもとに作られたエルフと妖よう精せい、亜あ人じん達たちの住まう秘境の花園。

　妖精郷『レジェンダリア』。




「おお……」

　見ているとどの国も行ってみたい。天地は安あ土づち桃もも山やま時代な雰ふん囲い気きだし、黄河は中華ファンタジーの香かおりがするし、ドライフはロボとかありそうだし、カルディナのバザールは歩くだけで観光気分になれそうだし、グランバロアも海が呼んでる男のロマンって感じだし、レジェンダリアに至っては考えるまでもない。

　けれど……。

「アルター王国で」

「オッケー。ちなみに軽いアンケートだけど選んだ理由はー？」

「兄が待っているので……」

「あ、そうなんだ……」

　ゲームを買った直後に店先で兄に電話したら「じゃあアルター王国の王都で待ってるぜ」と言われた。

　……うん、待たれているから仕方ない。

　ていうかあの兄はなぜアルター王国を選んだのか。たしかロボとか戦せん艦かんとか好きだったはずなのに、なぜドライフ皇国やグランバロアではないのか。

　まぁ、これは本人に聞くしかない。

「あとで所属国家変更できるイベントもあるから、気を落とさないでねー」

「うん、ありがとう……」

　気を取り直そう。アルター王国も普通っぽいけどいい国かもしれない。

「じゃあアルター王国の王都アルテアに飛ばすよー」

「あ、ちょっと待った。このゲームって何を目的に進めればいいんだ？」

　子供の頃ころから遊んでいたゲームでは、オンラインゲームでも邪じや神しんや魔ま王おうを倒たおすのが設定上の目的だった。

　このゲームもそうなのだろうかとチェシャに尋たずねると……。

「何でもー」

　と、返された。

「何でも、って？」

「だから、何でもー。英えい雄ゆうになるのも魔王になるのも、王になるのも奴ど隷れいになるのも、善人になるのも悪人になるのも、何かするのも何もしないのも、〈Infinite Dendrogram〉に居ても、〈Infinite Dendrogram〉を去っても、何でも自由だよ。出来るなら何をしたっていい」

　チェシャの口調が変わった。

「君の左手にある〈エンブリオ〉と同じ。これから始まるのは無限の可能性」

　間延びした喋しやべりから、語るような口調に。




「〈Infinite Dendrogram〉へようこそ。〝僕ら〟は君の来訪を歓かん迎げいする」




　その言葉の直後、周囲から書斎が消え去った。

　机も、書しよ架かも、チェシャさえも消失し、俺自身は空に浮かんでいた。

「え？」

　眼下には見覚えのある世界の形。

　さっきまで見ていた地図と同じ形の大陸を見下ろしている。

　やがて俺の体は吸い込まれるように大陸の一点、俺が選択したアルター王国へと向かって――高速で落下していった。




　こうして、俺は〈Infinite Dendrogram〉の世界に足を踏ふみ入いれた。





◇◇◇






　□アルター王国・王都アルテア南門前　レイ・スターリング




「死ぬかと思った……」

　いきなり空の上から落っことされた俺は、バクバクと鳴る心臓を整えるために荒あらく息をついていた。

　あの落下の感覚はまだ残っている。

　鮮せん明めいでありながら高速で変わる視界。俺自身が落下する際の空気との擦さつ過か音おん。触れ合った上空の大気の冷たさ。嗅かいだことのない風の匂におい。不自然にも何事もなく着地してから……戸惑い転んだ後の土の味。

　初期設定でオフになっているらしい痛覚こそ感じなかったが、他の五感全てがこの世界を現実と同じように感じていた。

「これは……本物だ」

　本物のダイブ型ＶＲＭＭＯ……夢のゲームが現実となったことを実感した。

　演出にしてもスリルが過ぎたが、俺は〈Infinite Dendrogram〉の世界へと突とつ入にゆうを果たした。

　ふと周りを見回せば、俺の背後には巨大な門が建っている。門は見上げるほどに大きな白色の城壁に組み込まれている。加えて、門衛をしているのは西洋風の鎧よろいを身につけた兵士である。

　この門はチェシャの部屋で見た景色の中にもあったので、ここがアルター王国の王都アルテアとやらで間ま違ちがいないらしい。

　街へと通じる門は開放されており、先ほどから馬車や人が外から内へ、内から外へと行き来している。どうやら普通に入れるようだ。

　初めてなので恐おそる恐る――どちらかと言えば挙きよ動どう不ふ審しん気味に――門をくぐると、当然のように街の中に入ることが出来た。

「よし」

　アルター王国の王都アルテアでは内外の行き来に審査などはないらしい。無事に街の中へと入れたのであとは兄との待ち合わせ場所に向かうだけだ。

「たしか王都中央通りの大だい噴ふん水すい、だっけ。入り口から入って真まっ直すぐ行けば辿たどり着つくって言っていたけど……んー、念のために見ておくか」

　俺は心の中で『メインメニュー』と唱えた。

　すると解説書にあったように、俺の前にゲーム画面のようなウィンドウが出現する。

　ウィンドウは二分されており、右側には俺自身の名前と簡易ステータス、左側には様々なメニュー項こう目もくが並んでいる。

　チラリとステータスを見ると俺の現在レベルは０だった。

〈Infinite Dendrogram〉は職業ごとにレベルがあるらしく、現在無職の俺はレベル０で固定なのだった。

「マップは……、と」

　メニュー項目から目的のものを見つけ出し、起動する。

　すると新たなウィンドウが開き、そこにはこの王都アルテアの地図が表示されている。

　通常、マップは自分で歩いて埋めるか、地図屋で地図を購入しマップに取り込んで増やしていくらしい。だが、初心者のスタート地点である所属国の首都や、首都周辺の地図に限って最初からインプットされていると解説書には書いてあった。便利。

「ふむふむ」

　王都アルテアは円形の城壁に囲まれた街だ。城壁は東西南北の四方に門があり、四方の門からは国の中心部へ向かい真っ直ぐ大きな石いし畳だたみの道が敷ふ設せつされている。

　そのままならば縦横の道が十字に交差するが、そうはならない。王都の中央には再び城壁があり、その中は貴族専用の街となっているらしい。貴族街に入るには特別な許可証が必要で、その貴族街の中心には王城が建てられているらしい。しばらく用はなさそうだけど。

　さて、待ち合わせ場所の中央通りというのは南門から貴族街までの道のことらしい。

　ついでに言えばさっき俺がくぐったのが南門らしいのでこのまま真っ直ぐ行けば噴ふん水すいに行き当たるだろう。

　などと思案しながら地図を見て歩いていると、

「ッ!?」

「え？」

　なぜか、見知らぬ女性と至し近きん距きよ離りで目が合った。

　彼かの女じよは横の路地から駆かけ出してきており、俺自身は地図をガン見していたのでこの距離まで彼女に気づかなかったからだ。

　反応の遅れた俺は彼女を避よけることができず、当然の帰結として俺と彼女はぶつかった。

　結果として、俺の方が一五メートル以上撥ね飛ばされた。

「ゴフッ……」

　結構やばい感じでダメージが入った気がする。

　事実、開きっぱなしだったウィンドウの表示によれば、俺のＨＰは八割減していた。

　加えて骨も折れているらしく、状態異常【左ひだり腕うで骨折】【右足骨折】と表示されている。

　女の人にぶつかられただけで致ち命めい傷しようって驚おどろくほどの脆ぜい弱じやくさじゃないかマイボディ……。

「だ、大だい丈じよ夫ぶうですか!?」

　ぶつかってきた彼女は青い顔で俺に駆け寄ってきた。

　彼女はふわふわとした髪と優やさしそうな顔立ちで……けれど滅め茶ちや苦く茶ちや重そうな白い金属鎧を着ている。百キロくらいあっても不思議ではない。

「だ、だい……」

　彼女に「大丈夫、何てことはないですよ」と答えようとしたけれど、ダメージの影響か体が痺しびれて舌が上う手まく動かない。

「ごめんなさい！　《フォースヒール》！」

　瞬間、彼女の手が白く輝き、その手から放たれた光の粒つぶが俺の体に降りかかった。

　その直後、俺のＨＰは全快し、【骨折】の状態異常も消えていた。

「お、おおー……」

　どうやら今のが回復魔ま法ほうだったらしい。

　ゲームでよくある死に掛けたり完治したりをリアルに味わうとこうなるのか。ちょっと怖い。

「本当にごめんなさい！　私がちゃんと前を見ないで走っていたから……」

「い、いえ、俺の方も余よ所そ見みしていたので……ところでそちらは大丈夫でしたか？」

　俺が致命傷を受けるような勢いでぶつかったのだから、彼女も何か怪け我がをしたのではないかと心配したが……全くの無傷である。

　彼女、凄く強そうな装備をしているし、かなりレベルが高いプレイヤーのようだ。当然ステータスも高いだろうから、ぶつかった結果がああなったわけだ。

「私は大丈夫です。でも貴方あなたにはあんなにひどい怪我を……」

「な、治していただけましたし大丈夫です」

　自然と口調が敬語になってしまっている上に、声が震ふるえているのは気のせいではないだろう。ぶつかったときのダメージが尾おを引いてびびっているのだ。

「と、ところで、とても急いでいたみたいですけど、どうかなさったんですか？」

　俺おれがそう尋ねると、女性はハッと何かを思い出したような仕草をする。

「その、実は妹が家を飛び出してしまい、捜さがしている最中だったのです」

「妹さん？」

「はい、この写真の子なのですが、どこかで見かけませんでしたか？」

　そう言って女性は懐ふところから写真――ファンタジーな世界観だが写真は普ふき及ゆうしているらしい――を取り出し、俺に見せた。

　写真には目の前の女性を幼くして、髪かみ質しつをウェーブからストレートに変えた可愛かわいい女の子が写っている。

　妹か。俺や兄と同じで姉妹揃そろってプレイしているんだろうな。

「…………」

　藁わらにもすがるような視線で俺を見る彼女には悪いけれど、見覚えはない。

「すみません、俺は始めたばかりで、さっきあそこの門からこの街に入ったばかりなので……」

「そうですか……じゃあもう中に……。あのこれ私の連れん絡らく先さきです。もしもどこかで妹を見かけたらご連れん絡らくください！　それと、ぶつかってしまって本当にごめんなさい！」

　彼女は取り出した紙に何かを書きつけ、俺に渡した。

「もう謝あやまられなくてもいいですから、早く妹さんを捜してあげてください」

「ありがとうございます……それではまた！」

　そう言って彼女は駆け去り、俺の手元には一枚のメモ書きが残された。

　メモにはこう書かれていた。




『アルター王国近衛このえ騎き士し団だん所属　副団長　リリアーナ・グランドリア』




「あれ？」

　見知らぬ文字が頭の中で日本語に変へん換かんされているが、それよりも書かれている内容が……。




【クエスト【捜し人――ミリアーヌ・グランドリア　難易度：五】が発生しました】

【クエスト詳しよう細さいはクエスト画面をご確かく認にんください】




「…………」

　ああ、うん。

　これはつまり、どう見ても生身の人間と同じに見えた彼女はプレイヤーではなく……。

「あの人はＮＰＣかよ!?」

〈Infinite Dendrogram〉が持つ桁けた違ちがいのリアリティを、また一つ思い知らされたのだった。





◇






　リリアーナとの出会いと初めてのクエスト受注から少しして、俺は兄との待ち合わせ場所である中央通りの大噴水へと辿り着いた。

　ちなみに受注されたクエストだが、ヘルプを見ると難易度：五は上級者がパーティで受けるものらしく、間違いなく俺では手が出ない。

　そもそもなぜ始めたばかりの初心者にこんなクエストが回ってくるのか。

　とりあえず兄に相談しよう。そう思ってこの噴水にも急いできたのだが。

「…………」

　兄との待ち合わせ場所である噴水の前では、




『Welcome　弟』




　と書かれた立て札を持ち、二メートル近いサイズの……〝クマの着ぐるみ〟が鎮ちん座ざしていた。

「……なんだあれ」

　まさか、でも、いやいやまさか……だがしかし。

　待ち合わせ場所は合っている。

　弟を待っている人物はそう多くはないだろう。

　弟のキャラクターネームが分からないし、リアルのネームを書くわけにもいかないから『弟』と立て札に書いてあるのも分かる。

　しかし……。

「何で着ぐるみ？」

　あれに話しかけるのは勇気がいる。

　さっきからＮＰＣかプレイヤーか分からないが子供が集まっているし。

　子供はクマの頭や膝ひざの上に乗ったり、腕うでにぶら下がったりとえらく懐なついている。

　このままだと埒らちが明かないので、意を決し話しかけることにした。

「すみません、お尋ねしますが……」
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『はいはいクマクマ』

　何がクマクマだ。

「椋鳥修しゆう一いちさん……っつーか兄貴ですか？」

『いかにも。よう、玲二』

　……間違っていて欲ほしかったよ。

『合流できてよかったぜ。じゃあ行くか』

　クマ……もとい俺の兄、椋鳥修一はそう言って立ち上がった。

　それと周囲に群がっていた子供達たちに、俺のとはデザインが違ちがう収納カバン――つーか腹部に貼はってあるポケットからお菓か子しを取り出して配っていた。

　ドラちゃん気取りか。それならネコか、せめてタヌキだろうに。

「わーい♪」

「クマさんありがとー！」

　お菓子を受け取った子供達はきゃいきゃいと喜びながら去っていった。

　かくして俺と兄だけが残る。




『まずは自己紹しよう介かいな。ここでの俺の名前はシュウ・スターリングだ』

「こっちはレイ・スターリングだよ。つーかやっぱ被かぶってるか」

　苗みよう字じである椋鳥の英名が使い易すぎるため、身内でキャラ作ると八割スターリング姓せいになる。

『で、どうする？　まだ〈エンブリオ〉も孵化してないみたいだし街の案内でもするか？　ついでに装備揃えるなら金は無利子で貸しておくぞ』

「あー、それなんだけどさ」

　俺は兄に先ほど請うけ負おうことになったクエストのことを話した。

『ほー、あのリリアーナからのクエストか。俺も受けたことないな』

「ていうか何でレベル０の俺にあんなクエストが？」

『この世界はリアルなんでな。クエストの発生は偶ぐう発はつ的てきなことも多い。クエストのために事件があるのではなく、たまたま起きた事件のためにクエストがあるんだ。狙ねらって出せないことは多々あるし、狙ってないことをする羽目になるのも多々ある。ま、良い洗礼だな。……この世界の人間のリアルさも実感出来たろ？』

「ああ、あまりにリアルだったから今も『俺が話しているのは兄貴本人ではなく兄貴の振りしたＮＰＣじゃないだろうか』と疑ぎ心しん暗あん鬼きになりかかっているくらいだ」

『そんなことないクマ。信じて欲しいクマ』

「クマ語ご尾びやめい」

　中の人を知っているから想像して何とも言えない気分になるし。

『ハッハッハ。ちなみにリリアーナってこの国では一、二を争あらそう人気者だぜ。プレイヤーとティアン混成のファンクラブもあるくらいだ』

「ファンクラブあるんだ……。あと、〝てぃあん〟って何さ？」

『プレイヤーじゃない人間。ま、ＮＰＣの総そう称しようとでも覚えておけばいい』

「へー……。つまりＮＰＣもファンクラブ活動してるのか」

『運営曰いわく〝人間と同レベルに思考力と人格がある〟そうだからな。普ふ通つうクマ』

　本当にこのゲームは、高度過ぎて空そら恐おそろしい。

『ところでそのクエストだが、詳細ではどこを捜せとか出てなかったか？』

「何も。だからノーヒントで人捜しって言ってもどこをどう捜せばいいのかわからなくて」

　強しいて言えば手がかりはこのメモ書きだけど。

『ふーん、ちょっとそのメモ貸してみ』

「どうぞ」

　兄貴はメモを受け取り、そのまま中身を読むでもなく、ひっくり返してメモの裏り面めんを俺に見せた。




【おねえちゃんへ


レムのみがおみせになかったからとりにいってきます。

むしよけのおこうももっていくのでだいじょうぶです。

たのしみにまっててね。

ミリアより】






「これって」

『慌あわてていたんだろう。妹の残したメモの裏に連絡先書いて渡わたしたわけだ』

　俺も気づかなかった。メモが書かれた紙がいわゆる羊皮紙で、裏が透すけてないからだろう。

「レムのみってのは？」

『【レムの実】。この辺りの高級特産物の一つだ。メチャクチャ美う味まい果物と思えばいい』

「とる、ってことは自分で探しに行ったってことか」

　ミリアーヌは中々行動力のある子供らしい。

『この近辺でレムの実が採れる場所は二箇所。一つは王都内にある果樹園。有料の収しゆう穫かく体験もやっているが、収穫には籠かご一つにつき五〇〇〇リルの参加費が要いる』

　ゲーム開始時の資金全額じゃないか。

　高いわ。

『もう一つは南門を出てすぐの〈旧レーヴ果樹園〉だ』

「〈旧レーヴ果樹園〉？」

『色々あって昆こん虫ちゆう型のモンスターが生息しまくって破は棄きされた果樹園だ。今でも多くの果樹が自生しているが、同時に魔ま物ものの巣そう窟くつと化している』

「……虫むし除よけのお香こう云うん々ぬんってのはつまり」

『そういうことだろう』

　行動力がありすぎる……。

「安全な方の果樹園行けよ！」

『子供に五〇〇〇リルはきついだろう。市場価格の一つ五〇リルでも厳しいだろうに』

「だからって……」

『ちなみにその〈旧レーヴ果樹園〉だが、スタート地点に程ほど近ちかい場所にあるせいで初心者用だと勘かん違ちがいしたプレイヤーが真っ先にぶっ殺されるダンジョンだな。別名〝初心者殺し〟』

　最悪だ。

　……今気づいたが、俺と会ったときのリリアーナは旧果樹園を目指していたんだろう。

　あのとき「じゃあもう中に」と言ったのは、南門から入ったばかりの俺がミリアーヌに会っていない以上、妹がもう果樹園に入ってしまっていると確信したためだったわけだ。

『ま、何にしてもこいつは早くクリアすべきだ。時間が経たつと失敗するタイプだろうからな』

「え？」

『言ったろう。この世界では偶発的に事件が起きるしリアリティも高い。だから……旧世代ゲームみたいに『プレイヤーがクリアするまで無事』なんて保証は皆かい無むだ』

「いや、でも」

『第一陣じんとしての経験を言わせて貰えば、過去に英雄と呼ばれた賢けん者じやや騎士団長、この国の王様まで死んだ例もある』

「…………」

『それでも、〈Infinite Dendrogram〉の世界は支障なく回る。リアルだからな』

　想像する。

　もしもあの写真の子が魔物に襲おそわれて、無残に死んでしまったら。

　想像すると嫌いやな気持ちになるし、リリアーナのことも考えるともっと気分が沈しずむ。

　ＮＰＣなのはわかっている、けれど……。

「それは、後味悪いな」

『だろ？　だからクリアしようぜ。ハッピーエンド目指してな』

　顔の見えないクマの着ぐるみではあったが、兄がその内側で笑った気がした。




　かくして、初心者の俺は兄とパーティを組み、初めてのクエストに挑いどむ。

　攻こう略りやく対象はクエスト難易度：五【捜し人―ミリアーヌ・グランドリア】

　行く先は初心者殺しのトラップダンジョン〈旧レーヴ果樹園〉。

　目指すは……ハッピーエンド。

　クエスト、スタート。







第一話　ネメシス







『ところで、初期ステータスはもう見たか？』

〈旧レーヴ果樹園〉に向かいながら、兄が俺の能力について聞いてきた。

　そういえばまだ確認していなかった。

「詳細ステータスは、っと」

　新たなウィンドウが出現し、現在の俺のステータスを表示している。

　当然だがレベルは０でジョブはなし。このゲームでは複数のジョブに就つけるらしく、そのためジョブごとのレベルと、各ジョブのレベルを統合した合計レベルがあるが俺はどちらも０だ。

　他には、ＨＰ（体力）、ＭＰ（魔まり力りよく）、ＳＰ（技ぎり力りよく）、ＳＴＲ（筋力）、ＥＮＤ（耐たい久きゆう力りよく）、ＤＥＸ（器用）、ＡＧＩ（速度）、ＬＵＣ（幸運）といった項目が並んでいるがいずれも低く、ＨＰが98、ＳＰが23ある以外は軒のき並なみ20未満だ。

　基準は分からないがこれはきっと弱い。……レベル０の初心者が強いはずもないか。

「ていうか『初心者殺し』なんてダンジョンにレベル０で行くんだよな、俺」

『ジョブに就くまではずっと０クマ。就職してから行くクマ？』

「……いや、時間もなさそうだしこのままで」

　そうしている間にあの写真の子が死にでもしたら目も当てられない。

　今は何よりもスピード優先。兄との会話も走りながらだ。

「いくつか質問してもいいか？」

『どうぞクマ』

「ステータスにＩＮＴ（賢かしこさ）とかないけど魔法の威い力りよく判定ってどれでやっているんだ？　魔法、あるよな？」

　リリアーナが回復魔法使っていたし。

『ＭＰの最大値と使用する魔法のスキルレベル、それに魔法スキルに注ぐＭＰの合算。ちなみにこのゲームにＩＮＴのステータスはない。自分自身だしな』

　なるほど。たしかに賢さが増えると言われてもピンと来ないな。

『ちなみにＳＰを使うスキルの威力は、ＳＰじゃなくて諸もろ々もろの関連ステータスに由来するクマー。ま、諸々のステータスは〈エンブリオ〉の補正もあって千せん差さ万ばん別べつクマー』

「難しい」

『結局はなるようになるクマ。最後に行き着くのが自分らしさクマー』

　……クマ語尾気に入っているんだろうか？

『そうそう、俺が持ってるアクセサリーいくつか渡わたしておくクマー』

　クマ兄はそう言ってカバンからアイテムをいくつか手渡してくる。

　アイテムは今の俺なら容易たやすく全快するだけの回復量があるらしい回復アイテム【ヒールポーション】が十本と、アクセサリーの【救命のブローチ】一つ、【身代わり竜りゆう鱗りん】が四枚。

『【救命のブローチ】は致ち命めいダメージを無効化するけど、ダメージ÷ＨＰの回数だけ確率一割の破損判定があるクマ。【身代わり竜鱗】はダメージを十分の一にするけど発動すると絶対壊こわれるクマー』

　なるほど。使い捨てのアクセサリーらしいけど、それは助かる。

『このゲームは装備にレベル制限やステータス制限があるクマー。だからレベル制限ないこれらのアクセサリーで補強しておくクマ』

　アクセサリーの装備欄らんは全部で五つなので、ちょうど全すべてを装備できる。

「サンキュー兄貴。……そういえばこのゲームのデスペナルティって何だ？」

　デスペナルティ。

　多くのオンラインゲームに搭とう載さいされている機能だ。簡単に言えば、死亡したキャラクターには何かしらのデメリットがあるということ。

　例えばレベルが下がったり、しばらくの間ステータスが低下したり、だ。こんな風に死亡を避けようとしてくれているのだから、このゲームにも何らかのデスペナルティがあるのだろう。

　だからどんなペナルティかを兄から聞いておきたかったが、




『二十四時間のログイン制限だ』




　返ってきた答えは俺の想定外だった。

「……何だって？」

『このゲームで死亡すると、現実時間で二十四時間、こっち時間で七十二時間はログインできなくなる』

　……正気か？

　ゲームでありながら、ゲームをさせないデスペナルティが存在するなんて。

『このデスペナルティの恐ろしい点は、ゲームができないことじゃない。何もしない内に〈Infinite Dendrogram〉では三日間進んでいることだ。例えば現在のようにクエスト進行中なら、三日間クエストを放置することになる。リアルなこの世界では、それが怖こわい』

　もしも今、このクエストを請け負っている俺やクマ兄が三日間いなくなったら……結末は言うまでもない。

「死なないようについていくよ。レベル０の俺がどれだけ役に立つかわからないけど」

　と言うか、まず役には立たないだろうけど。

『ちなみに、〈旧レーヴ果樹園〉はさっきも言ったように〝初心者殺し〟と呼ばれているトラップダンジョンクマ。何も知らないままデンドロ始めたいたいけな初心者が「わーい、近場で冒ぼう険けんするぞー」と入ったが最後、速そつ攻こうでぶっ殺されて丸一日ログインできなくなるクマ』

　トラウマ製造機じゃないか。

『しかし、妙みようだな。何で難易度：五なんだ？　あのダンジョンのモンスターのレベルからすると……高過ぎる』

　兄のそんな呟つぶやきを聞きながら俺おれ達たちは王都アルテアの南門を抜ぬけた。





◇






　南門から走って一○分ほどの距離に、その施し設せつはあった。

　施設は金属製の柵さくで囲まれ、入り口に立てられたボロボロの看板には『〈レーヴ果樹園〉へようこそ』と書かれている。

　しかし施設は既すでに放ほう棄きされ、植物は野放図に伸のび、看板も色いろ褪あせている。

『さて、いよいよ突入な訳だが……』

　今は昆虫モンスターの魔ま窟くつと化した〈旧レーヴ果樹園〉の入り口手前で兄貴は立ち止まり、直後俺の視界に新しいウィンドウが出現した。




【シュウ・スターリングからパーティ加入申しん請せいが届きました】

【パーティ加入を許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ】




『レイのステータスを常時確認できた方がカバーしやすいクマ』

「ああ、わかった」

　俺はウィンドウのＹＥＳを押おう下かする。

　直後にパーティ用の簡易ステータス画面が開き、兄貴の名が加わった。簡易ステータス画面にはあと四人分のスペースがあるので、このゲームは最大で六人パーティであるらしい。

　さて、現在簡易ステータスには兄貴の名前と共にステータスも表示されている。

　表示されているのだが……。

「何だ、これ？」

　兄の簡易ステータスは名前以外の項目が、レベルもＨＰも黒色で塗ぬり潰つぶされている。

『あ、それはこの着ぐるみの隠いん蔽ぺい効果クマー。レベル差があると敵も味方も俺のステータスが見えなくなるクマー』

　何その効果。

　サポート系の魔法で支し援えんするときやりづらいだろ……俺はできないけど。

　……そういえば。

「兄貴……クエストの件で聞きそびれていたけどなぜクマの着ぐるみを着ているんだ？」

　俺が疑問をぶつけると、兄は小器用に着ぐるみの目をクマの指先で擦こすった。

『聞くも涙なみだ、語るも涙の話クマ』

「立て込んでるんでさっさと疑問に答えてくれ」

　兄は『弟の視線が冷たい……』とぼやいてから、ポツポツ話し始めた。

『あのさ、キャラクタークリエイトあるだろ？』

「ああ」

『あれを一から作るのも面めん倒どうだから、自分ベースにやろうとしたのな』

「俺もそうだよ」

『そのときちょっと間違ってな……』

「間違って……どうしたのさ」

『うっかり何もカスタムしないまま決定した』

「……あちゃー」

『クマー』

　要するに、この着ぐるみの中は素の兄というわけだ。オンラインゲームで完全素す顔がおプレイとか危険牌はいにも程ほどがある。

　この兄の場合は特にだ。

　それは着ぐるみでも着るしかない。

『ちなみにこの国選んだのは首都映像で着ぐるみ売ってる店が見えたからクマ……』

「ああ、道理で兄貴の好みだろうドライフやグランバロアに行かなかったわけだ」

『背に腹はかえられなかったのさ……ちなみに着ぐるみ一号は四九八〇リルだったクマ』

「ほぼ初期費用全額じゃん」

　開始当初どうやって生活してたんだこの兄。

『しかも防ぼう御ぎよ効果皆無のネタ装備でやんの。第一陣だから何の情報もないし。いやー、あの絶望的なスタートからこの着ぐるみまで辿り着くのは苦難の道だったクマー』

「ちなみにその着ぐるみの効果は？」

『こんなん』




【Ｑ極着ぐるみシリーズ　はいんどべあ】

　古代伝説級武具

　防御力補正　＋９０３（くまさん）

　装備スキル

《化けの皮》：合計レベルが１００以上低い相手からステータスを完全に隠かくす。

《エアコン内臓》：全環かん境きよう対応型エアコン内臓。いつでもどこでも適温。

《パワーアシスト》：マッスルモーターで動きをサポート。ＳＴＲ＋９０３

《防ぼう弾だん仕様》：十字砲ほう火かもＯＫな防弾仕様。遠えん距きよ離り物理攻こう撃げきのダメージを９０３軽減。

《防ぼう刃じん仕様》：刺し客かくが多い日も安心。近距離物理攻撃のダメージを９０３軽減。

《万ばん能のう熊くま手で》：不思議と物を掴つかめるし器用に使える。魚・昆虫へのダメージアップ。

《？？？？》：■




　なんだ、この以上に高性能なネタ装備。

「＋９０３［くまさん］って何だよ。これかなり高いんじゃないのか？　つーかレベルいくつさ、クマ兄貴」

　今のオレにはまったく兄のステータスが見えないので少なくとも合計で１００以上はあるらしいが……。

『ヒ・ミ・ツ、クマ』

　うわ、鬱うつ陶とうしい。

『さー、コントはこのくらいにして女の子を救いに行くクマー』

「……コント要素は九割クマ兄貴のせいだけど賛成。行こう」

　俺達は〈旧レーヴ果樹園〉の内部へと突とつ入にゆうした。

　中ではかつては道だったと思われる雑草の繁はん茂もした地面と、壊こわれかけの案内看板が順路を指し示していた。案内看板の一つには『レムの実畑→五○○メテル』と書かれている。

「あれは五○○メートルってことでいいのか？」

『分かりやすいだろ。それと、気づいてるか？』

「……さっきから聞こえてる音のことだろ」

　案内看板の示した方角から、人ならざる声や激げき突とつ音が聞こえてくる。

　ここからでは植物が邪じや魔まして視し認にんできないが、まず間ま違ちがいなく先にこのダンジョンに入ったリリアーナが戦せん闘とうしているのだろう。

　そこでふと気づいた。

　戦闘音はレムの実畑の方からしか聞こえない。それ以外の方向は大分静かだ。

「他のプレイヤーはいないのか？」

『あー、このダンジョンにはトラウマ持ってる人多いからなぁ。おまけにこのレベル帯だとそこまでドロップや収しゆう穫かく物ぶつがうまいわけじゃないし、昆虫が群れなして襲ってくるし、【毒】や【麻ま痺ひ】持ってるのが多いから状態異常対策必ひつ須すだし』

　いわゆる不人気狩かり場ばらしい。

『ま、お陰かげで俺は戦やり易やすいけど――バルドル、第二形態で起動』

『Ready』

　兄が何事かを呟くと、聞き覚えのない機械音声がそれに応こたえた。

　そうして兄の左手の甲こうが着ぐるみごしに輝かがやき、何かが飛び出す。

　直後、クマのシルエットに異様なものが追加される。

　円形に連なった銃じゆう身しん。

　モーターによる高速装そう弾だん機構。

　ベルト状の装弾チューブ。

　そしてドラム缶かんに酷こく似じした巨きよ大だいな弾だん倉そう。




　ガトリング砲と呼ばれる航空機用重火器がそこにあった。




「……このゲームって基本はファンタジーじゃなかったっけ？」

　兄の〈エンブリオ〉……多分ＴＹＰＥ：アームズを見て、疑問を口にせずにはいられなかった。

　ＴＹＰＥ：アームズはもっとこう、魔ま剣けんとか魔ま槍そうとかを想像していたけれど、ガトリング砲とかありなのか……？。

『機械皇国ドライフもある世界だし俺の〈エンブリオ〉もアリだクマ』

　ドラム缶型の弾倉を背せ負おい、右脇にガトリング砲の銃身を抱かかえながらクマ兄は笑った。

　若じやつ干かん呆あきれ気ぎ味みにそのシュールな姿を見ていると、

『KIKIKI……』

『CHIKI……CHIKI……』

　俺達の存在に気づいたらしい蜂はち型や蟻あり型の昆虫モンスターが集まってきた。

『よし、それじゃあレムの実畑まで突つっ切きるクマー』

　クマ兄はそう言ってガトリング砲を構え……ぶっ放した。

『YEAAAAAAAAAAAAAHHHHHHHHH!!』

　瞬しゆん間かん、爆ばく音おんが轟とどろき、昆虫モンスターは木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちって体液を撒まき散らす。

　銃身が回り、弾たまが吐はき出されるごとに死し骸がいは増産され、地に落ちる端はしから光の塵ちりとなって消えていく。

　その光景は完全なワンサイドキル。

　モンスターが湧わく速度よりもクマ兄の掃そう射しや速度が速い。

　開始からわずか一分足らずで数百数千という空から薬やつ莢きようがガトリング砲から排はい出しゆつされている。

　普通なら、あんな重そうなものを抱えて撃うてる訳がない。だが、先ほど見せてもらった表記通りならクマ兄のあの着ぐるみはほとんどパワードスーツのようなもの。ＳＴＲが最低でも俺の九十倍はあるのだから可能かもしれない。それでも撃ちながら歩いているのはおかしいが。

　あんなペースで連射しても弾たま切ぎれしないのは、あのガトリング砲が〈エンブリオ〉だから何かしらの不思議な力が働いているのだろう。

　しかしあんな風に手持ちでガトリング砲を連射していると、まるで昔の名作映画のワンシーンのようだ。アンドロイド主題の映画の二作目で後に州知事となる俳優の代表作だったはず。

　まぁ、やっているのが筋肉モリモリマッチョマンな俳優ではなくクマの着ぐるみな時点でＣ級映画になってしまいそうだが。

「しかし、本当に役に立てそうにないな……」

　迂う闊かつに前に出ると俺も一いつ瞬しゆんで蜂の巣になりそうだ。

『あ、ドロップは放置でいいから、後ろにぴったりついてきて欲しいクマー』

　モンスターが消えた後にはドロップアイテムが残っている。こういうところはゲーム的だ。

「わかった。……ん、そういえばこのシチュエーションって」

　ゲームにはよくあるシチュエーションだ。

　ゲームスタート時、レベルの低いプレイヤーキャラが高レベルの味方キャラに助けてもらいながら進行する。味方キャラは強くてとても役に立つのだが、大体は死んで、序じよ盤ばんの締しめになったりする。

「「ぬわーーっ!!」か、なつかしい」

『……いや、それだと俺おれが死んじゃうじゃん』

　兄は微び妙みようそうな声こわ音ねだった。

　そんな風に、戦闘をしているのか作業をしているのか、あるいはコントでもしているのか判別できない状じよう況きようで俺と兄は五○○メートルの距きよ離りを踏とう破はし、レムの実畑に到とう達たつした。





◇






「誰だれですかッ!?　あ、貴方あなたは……！」

　レムの実畑では案の定リリアーナが昆虫モンスターの群れと交戦中だった。

　彼かの女じよは背中に妹を庇かばいながら、無数の昆虫モンスターを相手取っている。

「よし、間に合った！」

『騎き兵へい隊たい（馬なし）参上クマー！』

　俺が手て遅おくれにならなかったのを喜ぶ横で、兄がまたガトリング砲を盛大にぶちかました。昆虫の包ほう囲い網もうが凄すさまじい勢いで減じていく。

　二人に当てるんじゃないかと心配していたが、兄は巧たくみにガトリング砲を扱あつかい、跳ちよう弾だんすることもなかった。

　包囲網を作っていた昆虫は兄によってあっさりと全ぜん滅めつし、俺達は無事に二人の許もとへ辿たどり着つく。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺はあのとき彼女に掛かけられた言葉を、今度は俺から口にした。

「貴方はあのときの……どうしてここに？」

　彼女は驚おどろいたように俺を見る。

　ん？　今はじめて俺に気づいたみたいな反応だな。

　じゃあさっきの「あ、貴方は」って言葉が向けられたのは……兄か？

「それに、貴方まで……本当に、どうして」

『助けに来たクマー。うちの弟が「放ってなんておけない！　何があろうと俺は彼女を救いに行く！」って言うから俺も手助けしに来たクマー』

　言ってねえ!?

　そんな顔から火が出そうな台詞せりふまで言った覚えはない!!

「弟……それで」

　リリアーナは何かを納なつ得とくしたように呟いている。

　この空気、ひょっとして兄とリリアーナは知り合いなのだろうか。

　俺が疑問に思っていると、リリアーナは俺に向き直り、深々とお辞じ儀ぎをした。

「ありがとうございます。貴方達が来てくれなければ、妹を……ミリアを守れないところでした」

「い、いえ。俺なんて後ろから見ていただけですから……」

「それでも、御お礼れいを言わせてください。貴方にご迷めい惑わくをかけた私を、援えん軍ぐんと共に救いにきてくれた……この御ご恩おんは忘れません」

　リリアーナの言葉に照れるのを通とおり越こして罪悪感すらある。

　俺はクエストを自動で受けただけで、何もせず兄の後ろの安あん全ぜん圏けんに寄生していただけだから。

　そんな訳で彼女を直視できず視線を逸そらすと、そこには彼女の妹のミリアーヌがいた。

　写真どおり、いや写真よりも可愛かわいいくらいの美少女だった。

『ロリ？　ロリコンクマ？』

　違うわ。

「ひっく、ひっく……」

　ミリアーヌは泣いていた。

　それはそうだろう。大量の昆虫モンスターに囲まれ、命すら危あやうかったのだから。

　ただ、その手に持った籠の中に五つほどの果物――恐おそらくは件くだんのレムの実――が入っている辺りしっかりしている。

「と、兎とに角かく、ここを出ましょう。またモンスターが集まってくると危ない」

「わかりました」

　そのとき、メニュー画面に変化が起きた。




【ＮＰＣがパーティに参加します】

【リリアーナ・グランドリアが加入しました】

【ミリアーヌ・グランドリアが加入しました】




　ああ、ＮＰＣもパーティに入れるのか。

　二人のステータスは……子供のミリアーヌはレベル０の俺よりも低かった。

　しかし、リリアーナのステータスはとても高い。レベルは【聖騎士パラデイン】の60。合計レベルも２１０に達している。ＨＰだって５０００以上ある。

　そりゃあ近衛このえ騎き士し団だんの副団長、つまり国の騎士の中でナンバーツーってことだからそのくらいあってもおかしくはないけれど。

『…………』

　っと、そのときクマ兄がなにやら難しい顔（直接は見えないけど長年の付き合いなので空気で分かる）をしているのに気づいた。

『レイ、クエストはまだ達成されてないな？』

「あ、うん。特に何も変化ないけど」

『そうか』

　クマ兄はガトリング砲を構えたまま周囲を警けい戒かいする。

　その様子はさっきまで昆虫相手に無む双そうしていたときよりも遥はるかに真しん剣けんだ。

「兄貴……？」

『レイ、クエスト難易度ってな、クエスト担当の管理ＡＩが周辺の環かん境きよう情報や人物背景を計算して一件ごとに算出してるんだよ』

「え？」

　環境情報や人物背景を計算？　それを全てのクエストでこなしているのは流石さすが管理ＡＩだと思うけど、それが一体どうしたのだろう。

『で、俺は今回の難易度が高いのは、時間制限のあるクエストだからだと考えていた』

　兄はポツポツと考えを口にする。

『対多数戦闘にも特化している俺がいるから、簡単にクリアできたと思った。だが……』

　兄の視線が、地面の一点に向かう。

『リリアーナと合流し、群がる昆虫を駆く逐ちくした今もクエストは未み完かん了りよう。つまり、このクエストは合計レベル２１０のリリアーナの存在を踏ふまえた上で難易度：五のクエストって訳だ』




　その言葉の直後、兄の視線の先にあった地面が爆ばく裂れつし、地中から巨大で長大な何かが飛び出す。




『GYULUUUUUUUUAAAAAAA!!』

　それは、全長三〇メートルに達しようかという巨大なムカデだった。




『チィッ!!』

　巨大ムカデの顔面にはクワガタのような大おお顎あごが上下左右から生えていた。加えて、表皮は爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこに覆おおわれており、兄が咄とつ嗟さに放ったガトリング砲の弾をその表皮で易やす々やすと弾はじいている。

　それまで兄に蹂じゆう躙りんされていた虫とはまるで違ちがう。

　初心者俺でもすぐに分かる。

　これは、強い。

「【亜竜甲蟲デミドラグワーム】……！」

　リリアーナの驚きよう愕がくの声が聞こえた。

『GIIIEEEEAAAAAAAA!!』

　地面が再び爆裂し、【デミドラグワーム】と呼ばれたモンスターが更さらにもう一体出現する。

『亜あり竜ゆうクラスのモンスターか……。なるほど、そいつらを複数体相手にこの子を護まもるなら助すけっ人と付きでこの難易度も納得だ。だがなぁ！』

　二体のモンスターからの威い圧あつ感かんで言葉を失う俺とは対極に、兄はむしろ心配がなくなったとばかりに晴れ晴れとした声音だった。

『俺を相手に、その程度じゃまるで足りねえ！』

　そして両りよう腕うでを掲かかげ、

『叩たたいて潰してやってもいいが折せつ角かくだ！　バルドル！　第四形態起ど――』

『GIIIEEEAAALEAAAAAA!!』

『GYULUUUUUUUUAAAAAAA!!』

『GYUIIILUUUUAAAAAAAAAA!!』

『GYULUUUUUUUULOOAAAAAAA!!』

　直後、兄を囲むように四方の地中からさらに【デミドラグワーム】が出現した。

『あ、ちょ、今は硬こう直ちよく中ちゆうクマ!?　つーか、まだたくさ……』




　三体目から六体目の【デミドラグワーム】がその大顎で兄を捕とらえ、地中へと消えていった。




「……………………え？」

「ッ！」

　一瞬で起きた出来事を、視覚情報では整理できてもまだ理解できていない俺と、想定外の事態に唇くちびるをかみ締めるリリアーナ。

　俺はパーティの簡易ステータスを確かく認にんするが、兄の表示は相も変わらず黒くろ塗ぬりで生きているか死んでいるかも分からない。

「いや、兄貴、フラグ立てたのは悪かったけど……回収が早すぎるだろう」

　兄を欠いた俺達に、この場に残っている二体の【デミドラグワーム】が迫せまる。

「……っ」

　俺は兄の後ろという安全圏から一瞬で危険地帯に放ほうり出されてしまっていた。

　これまでの人生で見た動物で最大のものはゾウだ。けれど今、ゾウよりも遥かに巨大な怪かい物ぶつがこちらへ無機質な敵意を向けたまま迫ってくる。

　ゲームと分かっていても、足が震ふるえる。

「……お願いしたいことがあります」

　怯おびえる俺にリリアーナが話しかける。

「な、何を？」

「私が一体、可能ならば二体押さえます。その間に、どうか妹を安全なところへ連れて行ってはもらえないでしょうか？」

「けど」

　相手は二体。いくらリリアーナでも一人じゃ……。

　……いや、違う。レベル０の俺じゃ加勢にもならない。むしろ、この場に留とどまっては足手まとい。

　ここで俺が彼女の足を引っ張れば、俺だけでなく俺より弱いミリアーヌまでも危険にさらす。

「……わかった」

　俺はミリアーヌの手を引いて、駆かけ出した。

　そして俺達の背後ではリリアーナと【デミドラグワーム】の戦闘が始まった。





◇






　さっきまで兄がガトリング砲を掃射しながら来た道にはモンスターの影はない。今なら一気に入り口まで駆け抜けることが出来る。

　しかし、必死に走って分かったが、このゲームには疲ひ労ろうの概がい念ねんもある。

　それに足が震え、ご丁てい寧ねいにもステータスには状態異常【恐きよう怖ふ】なんて表示されている。〈Infinite Dendrogram〉の謳うたう完全なリアリティが、巨大生物の恐怖までも伝えてきていた。

　それでも、ミリアーヌの手だけは放はなさないように走る。

「っ、ッ……！」

　俺に手を引かれるミリアーヌも、懸けん命めいに走っている。

　その顔は恐怖に怯えている。

　俺とミリアーヌはお互たがいに怯えながら、走っている。

「ところで」

　俺は少しでも気を紛まぎらわせようと、ミリアーヌに声をかけた。

　はたしてそれがどちらの気を紛らわせるためだったのかは、自分でも分からなかった。

「ミリアーヌ……ミリアちゃんは何でこんなところまで【レムの実】を採りに来たんだ？」

　単純な疑問半分、気を紛らわせるため半分で問いかける。

「きょ、きょうは、おねえちゃんのおたんじょうびだから……、おねえちゃん、レムのみのケーキがだいすきだから、つくってあげようとおもったの……」

「そっか」

「でも、おみせにひとつもうってなかったから、こまってたの。そしたらメガネのおにいさんが、『このおこうがあればおそとの〈かじゅえん〉にとりにいけるよ』って……」

　……そのメガネのせいか。

　何を考えてそんなことを教えたのか知らないが、子供をこんな危険なところに放り込んだ奴やつはブン殴なぐってやりたい。

「おねえちゃんがむかえにきてくれたんだけど、おこうのききめがなくなっちゃって……」

　話している内にも半分は踏破した、残るは半分。

　このまま駆け抜けてしまえる。




『……uluuuu』

　直後、唸うなり声ごえと大地の震しん動どうが背後から伝わってきた。




　咄嗟の判断だった。

　俺はミリアーヌを抱えて横に跳とぶ。

　次の瞬間、俺達の走っていた空間を、地中から飛び出した【デミドラグワーム】が大顎を噛かみ鳴らしながら通り過ぎていった。

「まさか……！」

　嫌いやな想像に俺は背後を振ふり返かえるが、戦闘音はまだ聞こえる。リリアーナはまだ戦闘中だ。

　こいつは二体の内の一体が戦闘から脱出して俺達を追いかけてきたのか？

　それとも、兄を地中に連れ去った内の一体？

　だがここで問題なのは、たとえどちらであったとしても俺には対たい抗こうする手立てがない。

　俺のステータスはまだ初期値のままだし、左手の〈エンブリオ〉もまだ孵ふ化かしていない。

　仮に孵化したとしても、兄のガトリング砲の〈エンブリオ〉も通じなかった相手に、孵化したばかりの〈エンブリオ〉で太た刀ち打うちできるとも思えない。

　恐怖と焦しよう燥そうに心臓が脈打ち、額と背中に冷たい汗あせが流れる。

　リアルすぎる感覚に死にそうだ。

『GYULUUUUUUUUUEAAAAA!!』

　地中から長い胴どう体たいを晒さらし、咆ほう哮こうする【デミドラグワーム】。

　それは敵対者に対する威い嚇かくではなく、勝かち誇ほこる強者の哄こう笑しようだ。

「……詰つんだか」

〝初心者殺し〟の〈旧レーヴ果樹園〉。俺もここで最初の『死』を迎むかえることになりそうだ。

　だが……。

「う、うぇぇん……」

　今、俺に抱えられたまま泣いているミリアーヌ。

　彼女はＮＰＣ……ティアンだ。

　プレイヤーの俺と違い、死んだら生き返らない。

　兄の話じゃ王様だって死んだままなのだから、彼女だけ特別ということはないだろう。

　彼女は、〈Infiniteこの Dendrogram世界〉では当たり前のように死んでしまう。

「……だから、それは後味悪いんだよ」

　俺は【救命のブローチ】を外し、ミリアーヌに着ける。

「ミリアちゃん。ここから入り口まで、一人で走ってくれるか？」

「……え？」

　ミリアーヌは不安げに、俺を見上げる。

「俺はちょっと、この糞くそムカデぶん殴らなきゃいけないからさ」

　俺の言葉の直後、【デミドラグワーム】がその巨きよ体たいで突とつ撃げきしてきた。

　俺はミリアーヌを突き飛ばし――まるでトラックに撥はね飛とばされるように宙を舞まった。

「ガッ、ハッ……」

　凄まじい衝しよう撃げき。街でリリアーナとぶつかった時よりなおひどい。

　だが、今のダメージは93。残りＨＰは５……まだ生きている。

　装備していた四枚の【身代わり竜りゆう鱗りん】の内一枚が砕けて消えている。

【竜鱗】の効果で突撃のダメージが九割減しているから生き延びた。

　俺は痺しびれる体を無理やり動かしてアイテム欄らんの【ヒールポーション】を飲む。

　ＨＰ全快。体はまだ動く。

　振り返ると、ミリアーヌはまだそこにいた。

「行け！　こいつは俺が何とかする！」

　大おお嘘うそだ。

　何とかできるわけもない。

　でも、時間は稼かせげる。その間に逃にげてくれればいい。

　俺の言葉にミリアーヌは立ち上がり、入り口へと駆けていった。

　入り口を出てフィールドに戻もどれば、他のプレイヤーやティアンがいるはずだ。

　これでいい、そう思った直後にまた撥ね飛ばされる。

　二度目の瀕ひん死し、砕け散る【竜鱗】、【ポーション】による回復、復帰。

「ハッ！　デスペナも入れりゃあと三回は食くらえるぞ糞ムカデ！」

　三み度たび襲おそい来くる突撃を、今度は避よける。初期値のステータスでもちゃんと動けば避けられないことはない。

　だが、

「!?」

　巻き込むように動いた尾おに蹴け散ちらされる。

　ほとんど変わらぬダメージでＨＰが再びデッドゾーンに達し、【竜鱗】が砕けた。

「ち、っくしょう」

　残りは、一枚。

　まだミリアーヌは入り口に到達していない。せめて、そのときまでは時間を稼がないと。

　俺がそんな風に考えていると……【デミドラグワーム】が矛ほこ先さきを変えた。

『GYUUUUEAAAA!!』

　その巨体をグルリと捻ひねらせ、ミリアーヌの方を視界に捉とらえる。

「おい、何を見てる、てめえ……」

　奴はしぶとい俺を無視して――そのままミリアーヌへ突撃する。

「待ちやがれぇぁああああああああッ!!」

　俺は駆けるが、俺の速度では追いつけず、【デミドラグワーム】の巨体はミリアーヌを撥ねた。




　――小さい体が、木の葉のように浮うき上あがる。




　少女が大切に持っていた籠かごも、彼女の手を離れて地面に落ちた。

「ああああああ!!」

　俺は落下するその体を、頭から飛び込んで受け止めた。

　受け止めると同時に大きな衝撃が走り、最後の【竜鱗】が砕ける。

　だが、今はそんな問題じゃない。

　俺は確認するのを恐れながら、ミリアーヌの顔を見る。

　心臓が、肉体の痛みとは別の痛みを訴うつたえていた。

「…………」

　気を失っている、けれど、無傷だった。

　代わりに、さっき俺が着けた【救命のブローチ】は砕けている。

　どうやら、ミリアーヌが装備しても無事に機能はしてくれたらしい。

　だが、ブローチが壊れた以上、次はない。

　俺の最後の【竜鱗】も、なくなった。

　もう俺おれ達たちには【デミドラグワーム】の攻撃を耐たえる術すべがない。

　リリアーナはまだ戦闘中だ。

　兄は地中に消えたまま。

　打つ手はない。

『GYUUUUAAAAAAAA!!』

　眼前の言葉通じぬモンスターは、しぶとい獲え物ものに業ごうを煮にやしながら、遂ついに仕留められる喜びに震えているように見えた。

　俺はせめてもの抵てい抗こうに初期装備していたナイフを構えようとした。

　だが、鞘さやから出したところで、ナイフの刀身は折れていた。度たび重かさなる激突で使わない内に壊れてしまっていたらしい。

　俺とミリアーヌが生存する可能性はもはや、ゼロだ。

「…………」

　腕うでの中で気絶している少女を見る。

　その重みも、体温も、息づかいも、俺に見せた感情も、現実のそれと変わらない。

　命として、あまりにもリアルな命として彼女はここにいる。

　そして現実の死と同様に、その命は喪うしなわれようとしている。

「……クソッ」

　諦あきらめきれない。

　俺にとってこの世界はゲームだ。死んでも問題ない。

　けれど、この世界がゲームだと分かっていても、この世界からこの少女が永遠に失われてしまうのは、後味が悪い。

　悔くやしさに拳こぶしを握にぎり締める。

　その手の甲に……卵にも似た、第〇形態のままの〈エンブリオ〉が埋うまっている。

「おい……」

　俺は、

「〈エンブリオ〉がプレイヤーに、お前が、俺に……無限の可能性を渡わたすと言うなら」

　願う。

「可能性を、寄よ越こせ」

　今まさにトドメを刺ささんと鎌かま首くびをもたげる化物の前で、願う。

「俺に、ハッピーエンドの可能性を、この子を救える可能性を、寄越せ……！」

　自分の左手に、〈無限の系統樹〉と呼ばれた可能性世界の化け身しんに、心から願った。




「とっとと目を覚まして、俺に一％でも可能性を寄越しやがれええええッ!!」




【デミドラグワーム】が最後の突撃を仕し掛かけ、




『存外、暑苦しいマスターだの。だが、私はそんな貴方から生まれるモノ。嫌きらいじゃあない』




　瞬間、致ち死しの突撃は何者かに阻はばまれた。




「……あ？」

　兄貴が地中に消えたときと同じように、俺は目の前のことを理解できていなかった。

　目の前に起こるはずだった悲劇はなく、起こりえぬ奇き跡せきがあると理解できなかった。

　俺達を殺すはずだった【デミドラグワーム】は、光の壁かべに弾かれて仰のけ反ぞっている。

　俺の左手の甲からは〈エンブリオ〉が消失し、代わりに蒼あおく輝く紋もん章しようが残っている。




　そして、【デミドラグワーム】と俺達の間には、見知らぬ少女が立っていた。




　漆しつ黒こくの髪かみを風になびかせながら、その肌はだは白磁のように煌きらめいている。

　黒い布地に白いフリルをあしらったゴシックのスカートを舞い揺ゆらしながら少女は俺を振り返り、少女の瞳ひとみが俺を見る。

　その瞳は、夜よ闇やみに似た黒と、星空を思い出す白の二色虹こう彩さいだった。

「おはよう」
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　彼女は開口一番にそう言った。

「…………」

「ふん、呆ほうけているな。やれやれ呆あきれたものだのぅ。私は御お主ぬしが起きろと言うから無む理り矢や理りに起きたのだがのぅ」

　先刻までの神秘性が失われそうな口調だったが、その言葉に俺はある可能性を察した。

「お前、俺の……」

〈エンブリオ〉なのか……？

「無論。さて、マスター？　あの糞ムカデはまだ健在だ。誕生祝いの景気づけ。派手にトドメを刺すとしようか」

「どうやって、ッ!?」

　尋たずねる言葉が終わらぬ内に、少女は解けた。

　人型を失い黒く輝く光の群れとなった少女は、俺の右みぎ腕うでに纏まとわりつき、その姿を変へん貌ぼうさせる。

　それは黒い大たい剣けん。有機的で禍まが々まがしく、それでいてどこか美しい。

『タイミングは任せる。糞ムカデが突撃してきたら振り下おろせ。しくじれば全員死ぬぞ？』

　それは『可能性はくれてやった。あとはお前次し第だいだ』と言われている気がした。

「……わかった」

　問うよりも先に成すべきことを自覚した。

【デミドラグワーム】は、俺達に憤ふん慨がいしたのか、今までにない速度で突撃してくる。

　それは直線的で、見ることは出来るが避けることは叶かなわない速度。

　だが、剣を振る時間はある。

『マスターが三度死に掛け、私が一度吸った、貴様の四度の全ぜん霊れい攻こう撃げき……』

【デミドラグワーム】の大顎が触ふれる寸前に、

『――倍にして返すぞ』

　俺は黒い大剣を振り下ろした。




『――――《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》』




　大剣が触れた瞬間の、衝撃。

　一瞬の、静せい寂じやく。




　直後、【デミドラグワーム】はあたかも数倍巨きよ大だいな怪物に叩き潰つぶされたかの如く、頭部から木っ端微塵に粉ふん砕さいされた。




　今日は何度、自分の見たものの理解に苦労するのだろう。そんなことを思いながら、俺は眼前にあるものを見ていた。

　目の前には圧あつ壊かいし、その巨体を少しずつ光に変えて消えていく【デミドラグワーム】。

　背後には気絶したままのミリアーヌ。

　そして俺の横には、黒い大剣からその姿を戻した少女がいた。

「成功成功。よかったなマスター。お前は望んだ可能性を掴つかみ取とったぞ」

「お前、やっぱり俺の〈エンブリオ〉なのか？」

　俺が問いかけると、フリルのついたスカートをふわりと浮かせながら、わざとらしく、恭うやうやしく、礼をした。

「私はネメシス。〈エンブリオ〉、ＴＹＰＥ：メイデンwithアームズのネメシス。貴方の心と肉と魂たましいから生まれたモノ」

　そう自己紹しよう介かいをして、少女――ネメシスはニヤリと笑った。




「今後ともよろしく、マスター？」







第二話　晩餐と心算







　□〈旧レーヴ果樹園〉外部　レイ・スターリング




【デミドラグワーム】を倒たおした後、俺は地面に落ちた【デミドラグワーム】のドロップ【亜竜甲蟲の宝ほう櫃ひつ】を回収し、ミリアーヌをおぶって〈旧レーヴ果樹園〉を脱出した。

　リリアーナの助っ人に行こうとは思わなかった。パーティメンバーのステータスを表示したウィンドウではリリアーナが未いまだ健在であったし、さっきのような奇跡が二度も三度も続くはずもない。

　ここで調子に乗れば確実に台無しになる、そんな予感がした。

「退くが正解だの。あのティアンの女子なら死にはすまいよ。地力は勝っているのだからあの糞ムカデが相手なら時間はかかっても完勝するだろう」

　俺の〈エンブリオ〉らしいネメシスはそんな風に戦せん況きようを分ぶん析せきしていた。

「生まれたばかりなのに俺よりこの世界に詳くわしそうだな」

　リリアーナのことも知っているようだし、孵化する前のことも記き憶おくにあるのだろうか？

「人型であれども人ではないからの。そういう不思議なこともある。それよりマスター？　御主に好こう奇き心しんというものがあるならば、そろそろ私に聞くことがあるのではないかの？」

「…………」

　何となく分かってきたが、ネメシスは回りくどい言い方が好きなタイプらしい。

　まぁ、意味が分かってしまう俺おれも俺だが。

　要するに「さっさとステータス画面で私の能力を確認しろ」と言っているのだ。

『詳しよう細さいステータス画面』を見ると、『〈エンブリオ〉』という項こう目もくが増えている。

　さっそく開いてみると、ネメシスの姿とパラメーターが並んだウィンドウが表示された。

　そこには【復ふく讐しゆう乙女おとめ　ネメシス】という名と、ＴＹＰＥ：メイデンwithアームズの表記。

　さらに装備攻こう撃げき力りよく、防ぼう御ぎよ力りよく、各ステータスへの補正が記き載さいされている。

　装備攻撃力、防御力というのはネメシスを武器として使ったときの数値。これは普ふ通つうの武器や防具と同じ。

　補正はネメシスがいるだけで常に掛かるステータス補正らしい。こちらは固定値アップというわけではないようだ。レベルアップ時に成長するステータスもこの補正を受けるらしい。

　総評すると、強くはない。補正はＨＰだけ少し高いが軒のき並なみ低い。装備攻撃力も50程度だ。

　クマ兄の着ぐるみと比べるのもおかしいが、それを差し引いてもステータス自体はそこまで高くなっていないようだ。

　それも当たり前で、〈エンブリオ〉としてネメシスはまだ生まれたばかりだからだ。

　しかしそれならなぜあの【デミドラグワーム】を倒せたのか。

　疑問に思っていると『保有スキル』という項目が見つかった。

　そこには《カウンターアブソープション》と《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》という二つのスキルが記されている。

《カウンターアブソープション》はネメシスが使った光の壁のスキル。最大二つまでのストック式であり、ストックの数だけ攻こう撃げきを無効化する光の壁を生成する。ストックは二四時間で一つ回復する。

　そして、あの【デミドラグワーム】を倒したスキル、《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》。

　相手から二四時間以内に受けたダメージの合計値を倍化した固定ダメージ・防御能力無視攻撃を放つスキル。他のスキルやアイテムで減算した数値や《カウンターアブソープション》で無効化した数値もダメージも合算される。

　但ただし、一度放つとその対象に対するダメージカウンターはリセットされるそうだ。

「納なつ得とくした。道理で俺がデミドラグワームを倒せた訳だ」

　俺は【竜鱗】で軽減こそしたが奴の攻撃を三度受けた。加えてネメシスがもう一つのスキル、《カウンターアブソープション》でも無効化している。

　都合四度。合計は概がい算さんで３６００ダメージ前後。さらに《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》のスキル効果で二倍になり７２００ダメージ前後か。

　デミドラグワームのＨＰがどれだけあったかわからないが、７２００以上のＨＰは持っていなかったということだろう。あるいは急所である頭部に直ちよく撃げきさせたからか。

「……種明かしされても奇跡だな」

　あの一いち撃げき必殺は、俺が弱く、相手が強かったから起きた結果だ。

　兄の渡してくれたアイテムで数度の瀕死を乗のり越こえたのも大きい。

　何より、ネメシスの固有スキルが完全にマッチしていた。

「随ずい分ぶんと都合がいい結果になったもんだ」

〈エンブリオ〉って個人の人格やらバイオリズムやら資質に合わせたオンリーワンだよな？

　今回の結果を見ると、まるで計ったかのようだ。

　あとダメージ受けるほど強いスキルって、俺がドＭ扱あつかいされている気がする。

「ドＭか……言っておくがの、これはマスターを観察し続けた結果だ。誤りはない」

　ネメシスは心外だと言わんばかりだった。あと、俺の心の声聞こえるのか。

「しかし、観察？」

「第〇形態は、〈エンブリオ〉がマスターを観察するための期間だからの。マスターの心理や行動からパーソナルを観察し終えたら、それに合わせて第一形態が誕生する。」

　なるほど。つまり開始時からの俺の体験がそれなりには反映されている、と。

　……思えば、開始直後にリリアーナとぶつかったことといい、【デミドラグワーム】の戦いといい、瀕死ダメージを受けまくった気がする。その結果がこのスキルということか？

「まぁ、同じような体験や行動でもマスターによる形態やスキルの違いはあるがのぅ。それに……《カウンターアブソープション》の方は御主の人格によるものだと思うがの」

「ん？」

　どういうことだろうか。

「ああ、それとの。自分で言ってしまうがＴＹＰＥ：メイデンの〈エンブリオ〉は中々レアなのだぞ？　私に感謝して自分の幸福を噛み締しめるがいい」

　たしかにチェシャの言っていた通常カテゴリーにメイデンというのはなかった。

　レアかもしれないし色々教えてもらって助かるが、しかし自分のパーソナルで女の子が出てくるって何だか微び妙みような気分でもある。

「微妙？　微妙だと？」

　あ、俺の心の声聞こえているんだっけ。

「聞こえておるわ！　微妙とは何だ微妙とは！　この上なく当たりではないか！　美しさ！　レア度！　何が不満だと言うのだ！」

「いや微妙なのはネメシスではなくネメシスが俺から出てきたことであってだな……」

　そんな掛かけ合あいをしていると、〈旧レーヴ果樹園〉の入り口からリリアーナが姿を現した。

　身に纏った鎧よろいは泥どろや土つち埃ぼこりで汚よごれているが、彼かの女じよ自身にはあまり怪け我がはないようだった。

「ミリア！」

　彼女は俺達の姿を見つけると、すぐに駆け寄よってきた。

　そして妹の寝ね顔がおを確認し、ホッと息をついた。

「ありがとうございます……妹を、守ってくれて……本当に、ありがとう……！」

　リリアーナは俺にそう礼を言い、その目からは涙なみださえ零こぼれている。

「いや、うん……」

　困った。

　どう言葉を返せばいいか分からない。

「うむ。我わがマスターと、何よりこのネメシスに感謝するがいい」

　……そしてうちのネメシスはこれである。

「この子は、貴方あなたの……？」

「ええ、まあ、〈エンブリオ〉です」

　リリアーナは、少し驚おどろいたようにネメシスを見る。

「そう、やっぱり彼かれの弟である貴方も〈エンブリオ〉に選ばれた〈マスター〉なのね……。けれどメイデンなんて、まるであの……」

　彼女が何かを言いかけたとき、

『おっしゃー！　地底世界脱だつ出しゆつクマー！』

　地中からドッシャーンという効果音と共にクマ兄が飛び出してきた。

「……えー」

　生きていたのか、兄。

　そりゃ、ステータスはずっと黒く塗ぬりつぶされてよく分からないまま残っていたけどさ。

　しかもクマ兄はなぜかガトリング砲ほうを構えておらず、代わりに右手にスコップを持っていた。

　まさかそれで地中を進んできたのか。

『地下トンネル開通クマー！』

　直後、地面が僅わずかに揺れて、土ど砂しやの落ちる音と共にクマ兄の出てきた穴がふさがった。

『即そく落らく盤ばんクマー！』

　うっさい。

「無事だったのかよ、兄貴」

『おう！　あんな連中は俺とバルドルの第四形態で千切って投げたクマー！』

「第四？　さっきのガトリング砲じゃなくて」

『あれは第二形態クマー』

　色々形態があるってことかな。

「〈エンブリオ〉によっては任意で以前の形態を使うことができるぞ。クマニーサンの〈エンブリオ〉はその類たぐいだったのだろう」

　……クマニーサンって兄のことか？

『そこの黒リはレイの〈エンブリオ〉クマ？』

　黒いロリ。略して黒リ……どっちもどっちだな。

「御お初はつに御お目めにかかる。私はこのレイ・スターリングが〈エンブリオ〉、メイデンwithアームズのネメシス。今後ともよろしく、クマニーサン？」

　どうやらネメシスは兄のことをクマニーサン呼びで通す気のようである。

「それはそうと兄貴、生きていたのならもっと早く出てきてくれよ。こっちは危あやうく死ぬところだったぞ」

　都合四回くらい。

『それは難しいクマ。何せ、地下でデミドラ共とバトりっぱなしだったクマ』

　デミドラ……共？

『地下空くう洞どうにデミドラがうじゃうじゃいやがった。虫嫌いじゃないけど流石さすがに寒気がしたクマ』

「…………」

　あれが？　うじゃうじゃ？

　……長居しなくて良かった。

「あのムカデが大量発生しているのか……怖こわすぎるだろ『初心者殺し』」

　流石はトラウマ製造機と言うべきか。

『そもそもここには一体だってデミドラは生息してなかったはずなんだがな……』

「え？」

『ま、見つけたのは全部始末しといたから、これから増えるってこともないだろうさ。それより早く帰ろうクマー』

「そうだな、帰ろうか」

　そうして、俺とネメシスとクマ兄、リリアーナとミリアーヌは帰路に就いた。




　王都からほど近い場所だったので、すぐに到とう着ちやくし、リリアーナ達たちとは門を抜ぬけたところで別れた。

　その際、リリアーナは「この御ご恩おんは必ず返します」と言い、目が覚めたミリアーヌはずっと大事に籠に入れていた【レムの実】を俺達に一つずつ渡して、「ありがとう」と言ってくれた。

　そして、姉妹で手を繋つないで家路に就くのを見ていると、




【クエスト【捜し人―ミリアーヌ・グランドリア】を達成しました】




　メッセージが表示され、ようやくクエストが終しゆう了りようしたことを実感した。

「終わったー……」
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　開始早々にトンでもない修しゆう羅ら場ばを潜くぐってしまった気がする。

「報ほう酬しゆうはレムの実一つか。苦労の割にはしょぼいものだの」

　日本円で五〇〇円くらいの果物だったか。

　けれど、俺はそれ以上の価値があると思っている。

　俺は服でレムの実を磨みがいて、口にした。

　レムの実は苺いちごの味と林りん檎ごの食感をあわせたような果物だった。

　けれどその一口は、苺よりも林檎よりも、美味だった。

　達成感の、味がした。

『さーて打ち上げクマー。夕飯にするクマー。今日はレイの初インの日だからご馳ち走そうを用意しておいたクマー』

「そうなの？」

『肉も野菜も山盛りで準備してあるクマー。最高級品クマー』

「ほう、心惹ひかれるのう」

　それは美お味いしそうだ。ネメシスも同意見らしい……って〈エンブリオ〉も飯食うんだ。

『そしてデザートには【レムの実】を用意してあるクマー』

「おー…………おぉ？」

『夕飯のために朝から市場の【レムの実】を買かい占しめておいたクマー。食べ放題クマー』

「……………………おい」

　たしか、ミリアーヌが〈旧レーヴ果樹園〉に行った理由って、【レムの実】が売ってなかったからだよな？

　つまりは……。

「てめえが発ほつ端たんじゃねえかクマ兄貴ぃぃぃぃぃぃ!?」

　夕暮れの王都に、俺のやりきれない絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。





◇◇◇






　ひとしきり兄に文句をぶつけた後、俺達は兄が予約していた店に移動した。

　そこはプレイヤーが経営している店で、普通に食事を出すだけでなく材料を持っていけば調理もしてくれるのだとか。兄は事前に山ほどの食材を渡しておいたらしい。

『じゃあレイの初イン＆初クエストクリアを祝って、かんぱーいクマー』

「「かんぱーい」」

　兄はレム酒（レムの実の果実酒）、俺とネメシスはオレンジジュースに似た飲み物で乾かん杯ぱいした。

〈Infinite Dendrogram〉はプレイヤーの国こく籍せきごとに年ねん齢れい制限を参照しており、俺は二十歳はたちになるまで酒を飲めないらしい。細かく言えばえっちぃのがＲ18、酒とタバコがＲ20だそうだ。

　健全と言うべきか、それらがある時点で不健全と言うべきか。

「むぅ、お子様なマスターの影えい響きようで私まで酒が飲めぬのぅ。こちらの時間で六年、長いのぅ」

「見た目だけで言えばお前はこの中で二番目に飲んじゃいけないけどな」

　一番は兄。色んな意味で。

　……クマの着ぐるみがジョッキで酒を呑のむな。

『モグモグ。さーさーじゃんじゃん食べるクマー。ニク食えニクー。モグモグモグモグ』

　兄はテーブルに載のった料理を食いながら俺達にも勧すすめていた。

　ていうかその着ぐるみ、着たまま飲み食いできるのか。変なところも高性能だな。

「はいはい、っ！　なんだこれすげえ美う味まい！」

　勧められた見知らぬ料理を食べてみてその味に驚いた。未知の食材と未知の調理法で出来ているが、なぜか理解できる美味さにまとまっており、その上で超美味い。

『ここの店主は【料理人コツク】のトップクラス、【天上料理人スターシエフ】だクマー。鍛きたえ上げた料理スキルは現実世界風に言えば三ツ星クマー』

「そりゃすごい。しかし、こんなにご馳走食ってから現実に戻るとギャップに苦しみそうだな」

　現実の俺はそろそろ夕飯時で腹が空く頃ころだし。

「そういえば、現実世界の俺は寝ね転ころがったままなんだよな？」

『ＹＥＳクマ。でもリアルで何かあったらアナウンスくるクマ。例えばトイレとか空腹とか』

　言われてすぐ、視界の端はしにウィンドウが開いた。




【アナウンス　尿によう意い】

【アナウンス　空腹】




　なるほど。

「じゃあ一回ログアウトするわ」

『おー、なるべく早く戻ってくるクマー』

「早く戻ることだ。マスターが戻らねば私も食事にありつけぬからのぅ」

「はいはい」

　そうして俺は『メインメニュー』から『ログアウト』画面を選せん択たくした。




【ログアウトします】

【次回ログインポイントはセーブポイントと現在位置のどちらにしますか？】




「現在位置、っと」




【承知しました】

【またのご帰き還かんをお待ちします】




　そうして俺のアバターがこの世界から消失し、夢が覚めるように俺の意識は〈Infinite Dendrogram〉から遠とお退のいていった。





◇






「……おお」

〈Infinite Dendrogram〉からログアウトして、俺はまず時計をチェックした。

　時間は俺がゲームを始めてから三時間弱。

　本当に三分の一しか進んでいないことに少し感動した。

　それからトイレを済ませ、ゲーム内で食事はしていたものの現実の腹は膨ふくれていないので、スティック状のバランス栄養食とミネラルウォーターで栄養補給しておいた。

　念のため携けい帯たいの着信などもチェックしたが着信件数はなし。パソコンでニュースサイトも見てみるが目立った事件は特にない。

　かれこれ一○分ほどして俺は再びログインした。





◇






『お帰りクマー』

「……おい」

　戻もどってくるとテーブルの上の料理が一変していた。

　どうも最初の料理は全部食ってしまったらしい。

　……一人でそれだけ食うって本当にクマかこの兄は。

「ぬわー!?　楽しみだったアラカルトが消えているではないか！」

　そして俺のログインと同時に実体化したらしいネメシスが悲鳴を上げた。

『安心するクマ。まだまだ料理は沢たく山さんあるクマ。これでまだ十分の一くらいクマ』

「多すぎだろ!?　何十人分だよ！」

　ネメシスが生まれてなかったら二人しかいなかったのに何でそんなに用意してるんだ!?

「……まぁ、いい。ところで兄貴、まだいくつか聞きたいことがあるんだけど」

『この着ぐるみの入手法クマ？』

「違ちがう、……ちょっと気になるけど、違う」

　気になったのはシステム面でのことが二つとリリアーナのこと。

　まず聞きやすいほうから聞くか。

「〈エンブリオ〉って進化すると形が変わるんだよな」

『そうクマー。うちのバルドルは兵器っぽさが増していったクマー。あとでっかくなったクマ』

　あのガトリング砲もかなりサイズがあったと思うけど……あれで第二だよな。それ以上のサイズってもう持てないじゃないか。

『ちなみにお披ひ露ろ目めできなかったけど、今日使った第四は戦車型クマ』

「戦車ぁ!?」

　そんなのもアリなのか!?

「……俺のネメシスもそのうち今の人型から別の姿になるのか？　それこそ、戦車とか」

　横で飯を食っていたネメシスが「え、縁えん起ぎでもないのぅ」とびびっていた。

『進化のスタイルはマスター次第だが、お前のネメシスはずっとメイデンだろうよ。withアームズは別のタイプに変わるかもしれないが』

「そういや剣に変わっていたけど、ネメシスってどういう扱いなんだ？」

『だから、アームズに変形するメイデンの〈エンブリオ〉ってことだ。メイデンは基本、ハイブリッド……複数タイプ混成型だからな』

「へえ」

　何だかちょっとお得そうだ。

　ネメシスが「お得な女とは何だー！」と文句を言っているが。

『知り合いに一人、メイデンの〈エンブリオ〉を持った奴やつがいる。そいつは基本がメイデンのままwithの方は色々変わったよ。今は〈超級スペリオルエンブリオ〉に到とう達たつしているし』

〈超級エンブリオ〉？

『〈エンブリオ〉は第一から第三までを下級、第四から第六を上級、そして、現行最終到達形態である第七形態を〈超級エンブリオ〉と呼ぶ。上級の限界を超えたから〈超級エンブリオ〉だ』

「最終到達形態……〈超級エンブリオ〉」

　うちのネメシスもいつかそうなるのだろうか。

　まだ第一形態なのでそこまで辿たどり着つくのにどのくらいかかるかわからないけど。

『ちなみにそこまで到達したプレイヤーは全体でも百人いないけどな』

　現げん役えきプレイ人口数十万の〈Infinite Dendrogram〉で百人未満？

　どれだけ険しい道のりなんだよ……。

「廃はい人じんすぎるだろその人達」

『全員がプレイ時間だけで成ったわけでもないさ。発売日に始めてまだ成っていないのは大勢いるし、始めて半年で成ったのもいる』

　何か特とく殊しゆな要素でも必要になるんだろうか？

「あ、そういや兄貴って発売日組らしいけどどこまで進化してるんだ？　今って第何形態？」

『ヒ・ミ・ツ、クマ』

　うぜえ。

　あとこのクマ兄が解説では普通に喋しやべるけどこっちを茶ちや化かすときにクマ語ご尾び入れるのが分かってきてそれも鬱うつ陶とうしい。

　ちなみに俺とクマ兄が話す横でいつの間にかネメシスが皿の上の料理を全すべて平らげていた。

　……いや、お前の話をしていたんだけどね。

「じゃあ次の質問、この世界での俺おれ達たちの立場について」

『と言うと？』

　俺はリリアーナの言動を思い返しながら質問する。

「リリアーナが俺のことを「〈エンブリオ〉に選ばれた〈マスター〉」とか言ってたんだ。プレイヤー、じゃなくてさ。その辺の事情……俺達プレイヤーの立ち位置、設定がよく分からない」

　どうも、あっちは俺をゲームプレイヤーだと思っていなかったように感じる。

『んー、その辺は公式サイトの背景設定とか読むと分かるが……あれは読むと数時間は時が吹ふっ飛とばされるから手短に教えよう』

　そう言って兄の解説講座、世界設定の部が始まった。

『この世界には〈マスター〉とティアンがいる。そして俺達プレイヤーは全員、ここでは〈マスター〉と呼ばれている。意味は『〈エンブリオ〉に選ばれし者』とかそんな感じだ。そして〈マスター〉は無限の可能性を持つ〈エンブリオ〉を育て、使う者だ。それゆえ〈マスター〉の力は絶大であるが、代わりに一つの制約を背せ負おっている』

「制約？」

『頻ひん繁ぱんに、別の世界にその身を飛ばされてしまう』

　……ん？

『〈マスター〉は短くて数分、長ければ何ヶか月げつもの間、この世界から消失する。また、消えた場所に戻ることもあればセーブポイントと呼ばれる特殊な場所に飛ばされていることもある』

　いや、それって……。

『〈マスター〉は死の瞬しゆん間かんにも〈エンブリオ〉の力でその身を別の世界に飛ばして生きながらえることが出来る。ただしその場合だと最低三日は帰ってこない』

「それってつまり、プレイヤーのログアウトがデスペナルティも含めてこの世界の根幹設定に盛り込まれているのか？」

『そうなる』

「……はー」

　リリアーナやミリアーヌと接した限り、ティアンの思考は生身の人間と同レベルに思える。

　そんなティアン達にこの世界をゲームだと自覚させずに動かすため、プレイヤーの現実への帰還や不死性を世界の理ことわりで定義している。

　なるほど、中々どうして。

『ちなみに「この世界はゲームなんだぞー」と触れて回るプレイヤーもたまにいるが、そういうのはティアンから「別世界に飛ばされて気が触れた可か哀わいそうな〈マスター〉」扱いされるな』

「……あー」

『それと不定期に消える〈マスター〉は国の要職にはほぼ就つけない。【騎士ナイト】の職に就くために騎き士し団だんとか入っても、通常の仕事ではなく〈マスター〉用の仕事を回されたりする』

　つまり、途と中ちゆうで不定期に消えても大だい丈じよう夫ぶな仕事だけ任される、と。

『ま、戦力としては〈エンブリオ〉の分だけ強いから、回ってくる仕事はむしろティアンの仕事より高報酬なパターンが多いけどな』

　一人で化物退治してこいとか言われるのかな。




　さて、システム面での大きな疑問は解消された。あとは……。

「兄貴、リリアーナと前に何かあったのか？」

『何のことか分からんクマー？』

「誤ご魔ま化かすなよ。リリアーナは明らかに兄貴を知っている風だったぞ」

　付け加えれば、あまり良い印象は持っていなかったようにも思える。

「何したんだ？」

　まさか手でも出したのか？　それこそ『イエーイ、本物の女騎士クマー。たまらんクマー』とか言いながら抱だきついたとか。

『何もしてない』

　しかし予想に反し、兄は真ま面じ目めな口調で答えた。

『何もしてないから……恨うらまれているんだろうよ』

「どういうことさ？」

『また長い話になるぞ。しかもさっきまでと違って面おも白しろくはない』

「構わない」

　そう答えると、兄はフゥと溜ため息いきをついてから話し始めた。

『現実時間で二ヶ月、デンドロ時間で半年前に戦争があった。機械皇国ドライフからアルター王国への侵しんり略りやく戦争だった』

　機械皇国ドライフ。プレイヤーが開始時に選ぶことのできる所属国の一つで、このファンタジー世界において異い端たんにも機械文明が発達した国だったはずだ。

　……身内に戦車乗っているらしいクマがいるから異端とか言えた義理じゃないけど。

『国としての理由は肥ひ沃よくなアルター王国の領土を手中に収めるため。ゲームとして言えば――戦争イベント』

　戦争イベントは解説書にも書いてあった。

　国家間の大規模戦せん闘とうであり、所属国同士の命運を懸かけたビッグクエストだったはずだ。

『〈マスター〉とティアンが入り乱れての大決戦。ま、中々起きないイベントだし目玉の一つでもあった……が』

　兄貴はそこで溜息をつく。

『結果はアルター王国の惨ざん敗ぱい。領土の三分の一を失い、ティアンでは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの大だい賢けん者じや、騎士団の半数、そして国王が死んだ。つまり国家運営の主要人物の多くが戦死したってわけだ』

「……何でそんなにボロ負けしたんだ？　ドライフってそんなに強いのか？」

　いや、それは考えにくい。

　現実ならともかくゲームなのだから戦力バランスくらいとってありそうなものだ。

『国単位の力はほぼ互ご角かくだったよ。国力、兵士のレベル、主要なティアンの戦闘力もな。だがしかし、その上に乗っている〈マスター〉の力は別だ』

「つまり、ドライフのプレイヤーが多すぎてその差で負けた、と」

　ドライフは如い何かにも好きな人は凄すごく好きそうな国だし、プレイヤーが沢山集まったのかもしれない。

　……いや、違う。それならこの国だって……。

『負けた理由は、戦争に参加可能だった王国側の〈マスター〉の多くが参戦しなかったからだ』

「何？」

　予想外の言葉だった。

　国の命運が懸かっているし、目玉イベントなのに、参加しない？

『アルター王国の国王は何というか、古い人物でな。「国の窮きゆう地ちである。今こそわが国に所属する戦士たちよ奮い立て！」と演説して自ら前線に立ったのはいいが、それだけだった』

「それだけ？」

『褒ほう賞しようがなかった。国に属する者ならば今この窮地に立って当然、と言うわけだな』

　……国の存亡懸かっているから仕方ないだろうけど、少しケチな気もする。

　それで普通なのだろうか？

『当然ながら、〈マスター〉……プレイヤーはこの世界を楽しんではいてもこのゲームに命を預けてはいない。死んでも二四時間ログインできなくなるだけだ。だから、得るものがなければ国の窮地でも参加をする意味はないと考える者も多かった』

　俺などは逆に戦争に参加して死んでもプレイヤーはログイン制限だけなのだから参加しようと思う口だが、それは人それぞれだろう。

　戦闘中に使う回復アイテムの経費は掛かるし、強敵と戦って武具が壊こわれればそれだけ大きなマイナスなのだから。

『この件に関しては、敵対するドライフが明確に褒ほう章しようの基準を定めていたのも大きいな』

　それは破格であったらしい。

　アルター王国兵を倒たおせば一人につき五〇〇〇リル。

〈エンブリオ〉持ち……つまり〈マスター〉なら五万リル。

　さらに主要人物を倒せばレアアイテムや国内での優ゆう遇ぐうなど様々な特典が与あたえられたそうだ。

　その結果、ドライフのプレイヤーの士気は上じよう昇しようし、反面アルター王国のプレイヤーのモチベーションは著いちじるしく下がった。

『一部のプレイヤーの間では「ドライフ側で参加したい」、「国が潰つぶれたらレアなイベント起きるかも」なんて声まで上がっていた』

「…………」

　ゲームプレイヤーとしてその心情を理解できなくはない。できなくはないが……。

『そして大敗北の決定打はアルター王国の〈三巨きよ頭とう〉……討とう伐ばつランキング・決けつ闘とうランキング・クランランキングのトップランカーが全員参加を見送ったことだ』

「ランキング？　そんなのあるのか？」

『あれだ』

　そう言って兄は窓から外を指し示した。

　この店は兄との待ち合わせに使った噴ふん水すい広場に面している。兄が指差したのはあの大噴水……の先にある立派な掲けい示じ板ばんだった。

『あれがアルター王国のランキング掲示板だ。ゲーム時間で三ヶか月げつ毎ごとに更こう新しんされる。討伐したモンスターの成果を競きそう討伐ランキング。対人戦闘システムの成績を競う決闘ランキング、クランの規模を比ひ較かくするクランランキング、それぞれのランカーがトップから三十人ずつ掲けい示じされる』

「へぇ」

『それと大事な話として、戦争に参加できるのはあのランキングに入っているやつだけだ。クランランキングに関しては三〇位以内のクランのメンバーなら全員が参加できるから、傭よう兵へいとして一時的にクランに入って参加するって真ま似ねができるけどな』

　しかし何にしても、あのランキングに入らなきゃプレイヤーは戦争に参加できない、と。

　そして先の戦争の折、各ランキングの頂点に立つトップランカー達、通つう称しよう〈三巨頭〉は参加を求める王国に対してこう言ったらしい。

　討伐ランキングトップである名めい称しよう不明の【破壊キング・オブ王・デストロイ】は「大規模イベントに参加して不用意に顔を晒さらしたくない」、と。

　決闘ランキングトップである【超闘オーヴアー・グ士ラデイエーター】フィガロは「雑な戦いに興味はない」、と。

　クランランキングトップクラン〈月げつ世せいの会〉のオーナーである【女教皇ハイプリエステス】扶ふ桑そう月つく夜よは「国との交こう渉しようで折り合いがつきませんでしたので」、と。

　結果、他のランカーも元より低くなっていた参加へのモチベーションがさらに失うせた。

　負まけ戦いくさになるのが目に見えていたのだろう。

　そうして、多くのランカーを欠いたまま戦いは始まった。参加したのは少数のランキング入りクランと、そこに間借りしたリリアーナなど人気ティアンのファンクラブのメンバーや、純じゆん朴ぼくなプレイヤーばかりであったらしい。

　結果は……惨さん憺たんたる有様だった。

　戦場の光景は蹂じゆう躙りんとしか言いようがなかった。プレイヤーの総数が違い、何より致ち命めい的てきなのはドライフ側のトップランカーは全員参加していたことだ。

　ドライフ皇国討伐ランキングトップ、【獣キング・オブ王・ビースト】。

　ドライフ皇国決闘ランキングトップ、【魔将軍ヘル・ジエネラル】ローガン・ゴッドハルト。

　ドライフ皇国クランランキングトップ、〈叡えい智ちの三角〉オーナー【大教ギガ・プロ授フエツサー】Mr.フランクリン。

　三人の内の二人は〈超級エンブリオ〉の〈マスター〉でもあり、その戦力は絶大だった。

　トップランカー三人により、当事の近衛騎士団長や大賢者は殺害され……王も討うたれた。

『そのまま行けば間ま違ちがいなく亡国一直線だっただろうな。しかし領土の三分の一を呑まれたところで、ドライフに対して第三国であるカルディナが侵しん攻こうを開始。ドライフ側は攻せめ落おとした領土の駐ちゆう留りゆう軍ぐん以外は本国に撤てつ退たいしたため、ギリギリでアルター王国は生き延びた』

　ただし、もうカルディナはドライフから撤退しているし、ドライフはあと数すうヶか月げつもすればまた攻めてくるだろう、と兄は続けた。

　……なるほど、たしかに面白くはない話だ。

「リリアーナに恨まれている、っていうのは」

『俺おれもあそこのランキングに載ってはいても参加しなかったランカーの一人だからな。それに、戦死した前の騎士団長はリリアーナとミリアちゃんの父親だった』

「……全く」

　本当に、面白くない話だ。

「で、面白くない話を聞いたところで御お主ぬしはどうする気かのぅ、マスター？」

　今まで飯を食ってばかりで話に参加していなかったネメシスが、俺に問うている。

「どうするも何も、ね」

　ドライフが攻めてきたときどうするか、……まぁ、現時点で腹の中は決まっている。

「しっかし、いくら褒賞が出ないからって参加しないってのはどうだろうな。出費があっても参加する価値はありそうなもんだが」

　ゲームのイベントとして見ても、な。

『ま、その通りではあるが、あのときのプレイヤーの風潮はむしろケチな国に対するボイコットの向きが強かったからな。ひょっとするとドライフはその空気を作るために破格の褒賞を用意したんじゃないかって気もするぜ』

　だとすれば、アルター王国は実際に戦う以前に戦略でドライフに負けていたのだろう。

「兄貴は何で出なかったんだよ。やっぱり褒賞なかったからか？」

『……俺の場合は武具破壊＝素す顔がおバレなんだよ』

「…………ああ、うん」

　それはまぁ、デカイ問題ではあるけどさ。

『ま、あれから装備も変えたし、今度は出るさ』

　たしかにその着ぐるみのステータスは防ぼう御ぎよ力りよく補正や物理ダメージ軽減が凄すさまじかった。

　どう見てもネタ装備だけど。

『ただ次やるとしてもあっちは国力を更さらに増強しているし、こっちは弱体化しているわけだから厳しいかもな』

「弱体化？」

『敗戦してから別の国に籍せきを移すプレイヤーが多くてな。ティアンでも国を出るのがいるくらいだし、ネットの掲示板でも「アルター王国はオワコン」「オワタ」とはよく言われる』

「…………」

　亡命と難民と蔓まん延えんする諦てい観かん……リアルに国が潰れる流れだな、それ。

『この間の更新でランキングも七割入いれ替かわったしなぁ』

「ふぅん」

　逆に言えば、今はランカーになる機会でもあるのか。

「なら、その辺りから始めるかな」

　話を聞いていて方針が定まってきた……いや、方針は同じだが目標が増えた。

「新たな目的が決まったかの？」

　ネメシスの声に、俺は頷うなずく。

「今のままだと出来ることは少なそうだし、その戦争にも参加出来ない」

　だから……。

「まずはレベルを上げて……ランカーでも目指してみようか」





◆◆◆






　■地球　某ぼう所しよチャットルーム




参加者　―　教授




【将軍がInしました】

【じゅうおうがInしました】




参加者　―　教授、将軍、じゅうおう




教授：こんばんはぁ

将軍：今晩は

じゅうおう：こん

教授：お二方とも

教授：私が〈Infinite Dendrogram〉で送った映像は見ていただけましたか？

じゅうおう：みた

将軍：だからここにいるのだろうが

教授：そうですよねぇ

教授：さて、今回の有力ティアン潰しですが一言で言ってしまえば

教授：失敗ですねぇ

将軍：失敗だな

教授：私があのダンジョンに放流しておいたアレ

教授：デミドラグワームの群れは全ぜん滅めつですねぇ

将軍：そもそも作戦に穴があったのではないか？

将軍：ターゲットの妹に虫むし除よけの香こうを渡わたして果樹園に誘ゆう導どう

将軍：そこでターゲットを罠わなにかけるという作戦自体にな

教授：本来ならまた別の段取りだったんですけどねぇ

教授：なぜかレムの実が市場から消えてしまいまして

教授：私が作戦に使う分まで無くなっていたんですよねぇ（笑）

教授：残念です

教授：毒入りのレムの実を妹ちゃんに渡して

教授：お姉さんを毒殺してもらう予定だったのに

教授：妹「おねえちゃんおめでとー」

教授：姉「ありがとー、ぐはっ」

教授：妹「おねえちゃーん！」

教授：ってなるはずだったのに本当に残念ですよねぇぇぇぇ!?（泣）（笑）

将軍：お前の残念は問題ではない

将軍：問題は、変へん更こう後の作戦が潰されたことだ

教授：怖こわいですよねぇ、あのクマ。百近いデミドラグワーム相手に単たん騎きで

教授：それも無傷で勝つだなんてねぇ

教授：一体で上級職一人分ですのにねぇ（笑）

将軍：あれは然さ程ほどでもない

将軍：レベルを上げた強者なら可能……俺にも出来ることだ

将軍：だが……ジョブなしのレベル０でデミドラグワームを倒す

将軍：そんなふざけた真似が出来た覚えはないな

教授：おやおや、では将軍閣下はあのクマではなく初心者を警けい戒かいですか？

将軍：フッ……潰すのが楽しみだ

教授：相変わらずのテンプレ悪幹部ロールですねぇ

教授：私もですけど！（笑）

将軍：抜ぬかせ。これが素だ

教授：（笑）

将軍：しかし、悪と言われて否定も出来んな

将軍：国が滅ほろびる、このゲーム初の一大イベント

将軍：それをドライフが、否、我々が達成する機会が待ち遠しいのだから

教授：ま、前回は主要人物と一部の領土で終わって消化不良でしたからねぇ

将軍：近衛騎士団長は戦っていて楽しかった

教授：国王はつまんなかったですねぇ

教授：あれなら兵士大盛りの方がマシです

将軍：大賢者は……じゅうおうが潰したんだったか

教授：あれ凄かったですねぇ。流石さすがはうちの最高の戦力です

将軍：おい

教授：ああ、はいはい。将軍閣下とじゅうおうの二人が最高戦力ですねぇ（笑）

将軍：フン、まあいい。次の戦争で証明してやる

将軍：今度こそ、アルター王国の息の根を止めてな

教授：ええ、是ぜ非ひに見せてもらいたいですねぇ（笑）

将軍：ところで、じゅうおうはずっと無言だが、何か言うことはないのか？

じゅうおう：クマが、すごく、かわいかった

将軍：……………………

教授：……………………（笑）

将軍：……じゅうおうのセンスは分からん







第三話　スタート地点







　□王都アルテア〈天上三ツ星亭〉　レイ・スターリング




　昨晩、兄と諸もろ々もろの話をした後は普ふ通つうに飲み食いの宴えん会かいとなった。

　俺の倍は平らげていたネメシスと兄も途中でギブアップし、半分以上手付かずで残ったご馳ち走そうや飲み物は店にいた他の客にも振ふる舞まわれ、そのまま店全体が宴会ムードとなった。

　そうして店内を眺ながめていると、宴会で盛り上がる人々の誰だれがプレイヤー――〈マスター〉で誰がＮＰＣ――ティアンなのか傍はた目めには判断がつかなかった。

　兄に「いよっ、おだいじん」とレトロゲームのネタを言っていたのはプレイヤーだろうか。

　酒しゆ杯はいを片手に妙みように大おお仰ぎような喋り方かたをしているのはティアンだろうか。

〈エンブリオ〉の紋もん章しようの有う無むを除けば、そんなあいまいな区別しかつかない……どちらであっても人にしか見えない。

　その光景に〈Infinite Dendrogram〉の凄さを改めて感じると共に、何か、考えなくてはならないことが在る気がした。

　気がしたのだが……。

「頭痛い……」

　頭痛に頭を悩なやませる今の俺に哲てつ学がく的てきな思考は無理だった。

「二日ふつか酔よいかのぅ」

　横で俺と同じように頭を抱かかえてネメシスが唸うなっているし、店内を見れば宴会の参加者であの飲み物を呑のんだ人は全員似たような有り様だ。

　二日酔い。そう、これは二日酔いなのだ。

　通常、未成年のプレイヤーは飲酒が出来ない。

　しかし、昨日の宴会参加者に水を「酒っぽい飲み物に変える」という「何でそんなスキルが？」と言いたくなるスキルを持った〈マスター〉がいたのが問題だった。

「これお酒じゃないヨー。ただのジュースヨー。飲むとフワフワするだけヨー」とその人に勧すすめられ、美お味いしかったので何なん杯ばいか飲んだ。

　で、朝日が昇のぼるとこうなった。

「うぅ……何でこんなところまで」

　ステータスにも【宿酔ふつかよい】と表示され、痛覚設定オフのはずなのに頭がズキズキ痛む……。

「あの飲み物、酒に似てても本質は毒薬ではないかのぅ」

「あー、酒に偽ぎ装そうして状態異常を与える毒薬かー」

　それならスキルがある理由も納なつ得とくがいくし、未成年者判定を無視して飲めたのも分かる。

　日本にはそんな昔話もあったし、それモチーフの〈エンブリオ〉なのかもしれない。

　飲み物を作った本人は呑んでもケロッとしていたけれど。

「何だってこんな一服盛るような真似を……」

『レイレイさんなりの歓かん迎げいクマー』

　水を二日酔いで苦しむ人に渡して回っていたクマ兄が、苦く笑しようしながらそう言った。

「歓迎？」

『彼かの女じよは新顔には必ずあの【神しん毒どく鬼き便べん酒しゆ（弱）】を飲ませるクマー』

「何でまた……」

『「こういう不ふ意い討うちもあるから気をつけなきゃダメヨー」って教訓を実体験付きで教えているクマ』

　ああ、なるほど。

　道理で彼女の酒を飲まなかった人々がニヤニヤ、あるいは懐なつかしそうに見ていると思った。

　彼かれらも昔同じ歓迎を受けたのだろう。

「……いい勉強になった」

『ちなみに彼女が昨日言っていた、〈超級エンブリオ〉を持つ〈マスター〉の一人クマー。〝酒池肉林〟のレイレイとも呼ばれているクマー』

「酒池肉林……」

　凄い人らしいがどういう理由でそんな二つ名が付いているのだろう。

『ちなみに前の戦争にはリアル側のスケジュールの都合で参加できなかったらしいクマ』

　当然と言えば当然だけど、リアルが忙いそがしくてこっちのイベントに参加できない人もいる、か。





◇






　結局午前中は二日酔いが治るまで動けなかった。

　……店の人に分けてもらった【宿酔】解消のアイテム効かないんだもんな。

　状態異常回復無効とか中々えげつない毒だった……。

　さておき、快復したので街に買い物に向かうことにした。

「兄貴、デミドラのドロップを売って初心者用装備と【竜りゆう鱗りん】や【ブローチ】を仕入れたいんだけど、どこに売ってるかな？」

『え？　あれを買い込むクマ？』

　クマ兄は難しい顔をしている。

　ネメシスの固有スキルはダメージを受けるのが前提だから、【救命のブローチ】や【身代わりの竜鱗】は必ひつ須すだと思ったんだけど……。

「何か問題でもあるのか？」

『あのアクセサリーお高いクマ。【身代わりの竜鱗】は身代わり系の最上位アクセサリーで一枚あたり三〇万リル、【救命のブローチ】は五〇〇万リルするクマー』

「なん、だと？」

　日本円にして三〇〇万円と五〇〇〇万円。そんなに高級品だったのか。

　しかし、考えてみれば当然か。生死を分けるレベルだもんな。

　俺だってあれがなければ何度も死んでいた。

「……今はやめとく」

　あと昨日バンバン壊してゴメン……。

『それがいいクマ。初心者用装備ならプレイヤーが経営する良心的な店があるクマ。ところでデミドラのドロップはもうオープンしたか？』

「オープン？」

『デミドラみたいな、所いわ謂ゆるボスモンスター認にん定ていされてる奴がドロップするアイテムは基本的にボックス形式クマ。中には倒したボス由来のアイテムが一つと、ボスモンスターのレベル帯に応じたアイテムがランダムに一つから五つ入っているクマ』

「へぇ」

　そう言えばドロップしたのは【亜あり竜ゆう甲こう蟲ちゆうの宝ほう櫃ひつ】ってアイテムだったな。宝櫃は宝箱って意味だったはずだ。

　アイテム欄らんで選せん択たくすると【オープンしますか？】と表示された。

「これ開けた方がいいのか？」

『んー、ハズレの可能性もあるからそのまま売ってもいい。ただ、デミドラなら結構いいもの入ってそうだから開けていいと思うクマ』

「じゃあ、ＹＥＳっと」




【【亜竜甲蟲の全身鎧よろい・ネイティブ】を獲かく得とくしました】

【【エメンテリウム】を獲得しました】




「【全身鎧・ネイティブ】と【エメンテリウム】だってさ」

『全身鎧は当たりクマねー。装備スキルで物理ダメージを１５０軽減できるはずクマ』

　へぇ、そりゃ凄い……のかはクマ兄の着ぐるみの後だとわからないな。

「ネイティブはどういう意味？」

『ああ、天然物の全身鎧ってことクマ』

　……天然物の全身鎧って何だろう。

「じゃあ早さつ速そく装備を……あれ、できない」

　よく見ると【レベルが規定レベルに達していません】、【この装備は合計レベル１５０以上、ジョブレベル51以上でなければ装備できません】と表示されている。

「……しばらく使えない」

『装備できるのはまだまだ先になりそうだし売っちゃってもいいと思うクマ。四〇万リルにはなるクマ。あとエメンテリウムは換かん金きんアイテムで二万リルくらいクマ』

　おお、結構いい値段だ。それでも【ブローチ】にはまるで届かないが。

「しかし、エメンテリウム……あのデミドラからの換金ドロップが二万か」

　仮に今回入っていたのが兄曰いわく当たりの全身鎧でなく、エメンテリウムと同じくらいのデミドラ由来アイテムだったとすると合計で四万。

　昨日の話で聞いたドライフの褒賞の破格具合がようやくわかってきた。

　デミドラ一体倒すより兵士八人倒したほうがずっと楽だろうし。

　参加者にとっては〝おいしい〟戦場だったのだろう。

　……何にしても軍資金は出来たので、装備を買いに行くか。




　兄に勧められた店でレベル０でも装備出来る品をいくつか見みつ繕くろってもらった。

　低レベル帯で使われることの多い【ライオット】シリーズという装備らしい。見た目には軽装鎧と篭こ手て、ズボン、ブーツのセットだ。

　今回購こう入にゆうしたものは防具職人謹きん製せいのもので、追加効果として【ライオット】の軽装鎧にはＨＰを２００増やす《ＨＰ増加》と、物理ダメージを10軽減する《ダメージ軽減》が付ふ与よされていた。レベルが低い間は助かりそうだ。

「武器はネメシスでいいし、これでレベル上げに行けるな」

「ネメシスでいいし、ではない！　『ネメシスが最高だ！』と言うべきではないのか!?」

「ねめしすがさいこうだ」

「酷ひどい棒読みだのぅ!?」

　この店でドロップの買い取りもしてもらい、得たお金は相場通りの四二万リルだった。

　ちなみに装備を一ひと揃そろいと回復アイテムを買っても使ったのは二万リル程度だ。

【全身鎧】を売った分が丸々残っているが、無理に使う必要もないので取っておこう。

　とにかく、これでレベル上げの準備は万ばん全ぜんだ。

『あ、ちょっと待った。レベル上げに行く前にジョブに就いたほうがいいクマ。じゃないといつまでもレベル０クマ』

「……あー」

　忘れてた。俺、まだ無職だ。

『ジョブについてちょっと説明するクマ？』

「お願い」

　兄は次のようなことを俺に教えてくれた。

〈Infinite Dendrogram〉のジョブは大きく分けて下級職、上級職、超級職スペリオルジヨブの三種がある。

　下級職は無職の者がまず就くジョブで敷しき居いが低く、レベル上限は50。

　上級職は転職条件が設定されていて、レベル上限は１００。

　下級職は六つまで、上級職は二つまで同時に就つくことができ、合計で５００レベルが上限だ。

　では残る超級職とは何か。

　超級職は就くことが極きわめて困難で、しかも各ジョブにつき先着一名しか就けないジョブだ。

　そして超級職の最大の特とく徴ちようは、レベル上限がないこと。

　そう、超級職ならば普通は５００でカンストのレベルを、いくらでも上げられてしまう。

　バランスもなにもあったものじゃないが、当然ながらレベルは上昇するほどに必要経験値が増大する。だから、上限はなくともそこまで出で鱈たら目めにレベルが高い人はあまりいないらしい。

　……つまり少数は出鱈目にレベルが高いようだ。昨晩の話にあった〈超級エンブリオ〉といい、運営はあえて格の違ちがう強さを用意しているようにも思える。

　なお、超級職はティアンが就いている場合もあるそうだ。

　余談だが下級職と上級職はプレイヤーの国の言葉でそのまま呼んでいる。

　しかし超級職だけは国や文ぶん化か圏けんを問わず呼こし称しようが「スペリオルジョブ」で固定されている。

〈超級スペリオルエンブリオ〉と被かぶっているあたり、運営としては「超級スペリオル」の単語に深い意味を持たせているのだろうか？

　ちなみに、単に〈超級スペリオル〉と呼ぶときは〈超級エンブリオ〉とその〈マスター〉を指すらしい。

　……やっぱりややこしいなぁ。

「もしジョブを選んでも自分の〈エンブリオ〉に合わなかったらどうなる？」

『セーブポイントなら任意でジョブをリセットできる。それにジョブはリセットされても育った〈エンブリオ〉の力は変わらない』

　だから何度もジョブをリセットして色々な職を経験するプレイヤーもいるらしい。

　自分にあったジョブを見つけるまで繰くり返かえし、見つけた後もそれまでのプレイで〈エンブリオ〉は成長しているので、前よりも楽に自分も育つというわけだ。

「ジョブと言えば……昨日の話に出てきたランカーのジョブは」

『昨日の話に出た分なら今は全員超級職クマ』

「やっぱり」

【王】とか、【教皇】とか、いかにも一人しか成れなさそうな名前だったからな。

「どういう条件があったかってわかる？」

『お……【破壊王】のジョブ条件は与ダメージ合計が一億突とつ破ぱと上級ボスモンスターの一定数ソロ討伐、それとある特とく殊しゆクエストの達成クマ。他もきっと似たような内容クマ』

　与ダメージ一億……俺がデミドラに撃うった《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を一万回撃ってもまだ足りない。さすがにランカーのジョブともなると凄まじいものがある。

『ちなみにステータス上昇は就いているジョブ全部の上昇が載っかるけど、スキルはメインジョブの系統が変わると使えなくなるクマ。【料理人コツク】をやっているときに【銃士ガンナー】のスキルは使えないってことクマ』

「へぇ。【料理人】で【軍人】とかならありそうなものだけど」

　どっかの映画みたいに。

『ま、メインジョブの切り替えもセーブポイントで出来るし、同系統ならスキルもそのまま使えるクマ』

　その辺も考えてジョブ構成は選んだほうがいいんだろうな、きっと。

「じゃあ今の俺がつけるジョブは？」

『はい、【適職診しん断だんカタログ】～』

　……何か秘密道具でも取り出しそうな発音でクマ兄が取り出したのは、分厚い本だった。

『このカタログを読むと、今就けるジョブの中で一番合っているジョブを探せるクマ』

「便利だな」

『質問形式だから本当に合っているかはわからないが、何にしたらいいかわからないときはこれでいい。なにせこの街で最初から就ける下級職だけでも百以上あるクマ』

「多すぎだろ」

『ま、これからも使うことになるだろうからプレゼントするクマ』

「サンキュー」

　何はともあれ使ってみよう。




　……で、かれこれ五分ほどして診断結果が出たわけだが。

「【聖騎士パラデイン】？」

　定番といえば定番のジョブだが、俺に合うかと言えば疑問だ。

『ああ、【聖騎士】はＨＰとＳＴＲ、ＥＮＤに補正が付く。それとダメージ軽減スキルや回復魔ま法ほうスキルも覚えられる』

　なるほど、それならピッタリだ。ネメシスを使う上ではかなりの相あい性しようだろう。

『けど変だな。【聖騎士】は初期で成れるジョブじゃない。ていうか上級職なんだが』

「上級職？」

『ああ。だからいくつか条件をクリアしないと成れない』

「どんな条件？」

『まず、ある程度の強さ……亜あり竜ゆうクラスのボスモンスターを自分で五〇％以上削けずって倒す』

「やった」

　デミドラ戦でクリアしている。

『次に、教会に二〇万リル寄付する』

「できる」

　今の所持金、四〇万リル少々。

『最後、騎き士し団だん関連の主要人物の推すい薦せんを受ける』

「……推薦なんてないけど」

　俺はデンドロを始めたばかりだし、推薦なんて受けられないと思うが。

「いやいや、まさに昨日、それらしいことがあったのではないかのぅ？」

　ふと、これまで黙だまって話を聞いていたネメシスが口を挟はさんだ。

『なるほど。昨日のクエストの主しゆ報ほう酬しゆうはそっちか。そりゃシステム側も【誰だれ某それとの縁えんが深まりました】なんて無ぶ粋すいなアナウンスしないしなぁ』

「？」

　何か二人だけ納得している。

「マスターよ、御主……昨日自分が助けた相手が何者であるか忘れておらぬかのぅ？」

「……あ」




　それから、俺おれ達たちは近衛騎士団副団長であるリリアーナの家に赴おもむいた。

　昨日のこともあってかリリアーナはミリアーヌと一いつ緒しよに家にいた。

　昨日の御お礼れいと歓迎を受け、二人と歓かん談だんした後、俺はリリアーナに【聖騎士】になりたい旨むねを告げる。

　リリアーナは快かい諾だくし、すぐに推すい薦せん状じようを書いてくれた。

　教会への寄付も済ませ、その日の内に俺は【聖騎士】になった。

　かくして、ようやくレベルを上げる準備が整ったのであった。
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『じゃ、俺はこの辺りで別れるクマー』

　俺が【聖騎士】になった後、クマ兄はシュピッと片手を上げてそう言った。

「何だ、クマニーサンはレベル上げ手伝わんのか？」

『元々俺は歓迎が済んだら別れるつもりだったクマ』

「何で？」

『パワーレベリングするとステータスとプレイスキルに隔へだたりができるクマー。デンドロはプレイヤーの技術と工く夫ふうも大事だから、それを磨みがくためにも一人旅クマー』

「私もいるから二人旅だがのぅ」

　パワーレベリングというのは、自分より強いプレイヤーに手伝ってもらって楽をしてレベルを上げることだ。強いモンスターの攻こう撃げきを強いプレイヤーに受けてもらい、その間に自分がペチペチ殴なぐって倒たおして一気にレベルを上げるなどの行こう為いがある。

　たしかにそれをやるとレベルは上がっても実力は身につかないだろう。

『それにデンドロには〈エンブリオ〉があるクマー。あんまり人に頼たよってばかりだと〈エンブリオ〉がいい育ち方しないクマ』

「そうなのか？」

「可能性はあるのぅ」

　俺が始めてからのプレイスタイルの結果、今のネメシスが生まれたわけだし、ありえるか。

『という訳で俺はここでおさらばクマ。でも本気で困ったら連れん絡らくするクマ』

「本気で困ったら、ね」

『ああ。だけどまずは自力で頑がん張ばるクマ』

「わかった。その、昨日からずっとありがとう」

『いいってことクマー。ああ、それと』

　クマ兄はその着ぐるみの頭を近づけて、

『もしもランカー絡がらみで何かあったらすぐ連絡しろ』

「兄貴？」

　また、少し真しん剣けんな声こわ音ねだった。

『ま、昨日のあれが規格外なだけでそうそう突とつ飛ぴなことは起こらないだろうから、安心してデンドロを楽しむクマー』

　そう言ってクマ兄は去っていき。俺とネメシスの二人だけになった。

　同時に【パーティを解散しました】のアナウンスと共にずっと映っていた兄の簡易ステータスも消える。

「さてマスターよ。いよいよ独り立ち、ならぬ二人立ちだがどこに行くかは決まっておるのか？」

「兄貴から低レベル帯の狩かり場ばをいくつか教えてもらっているから適当に回ってみる」

「レベル上げは楽しみだのぅ。ふふふ、今こ宵よいの私は血に飢うえている」

「まだ昼だぞ」
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　最初に向かった狩場はアルテアの東門を出てすぐの〈イースター平原〉だ。

　見晴らしがよく、そこかしこで飛とび跳はねるモンスターやそれらと戦う人の姿が見て取れる。

　そう言えば他のプレイヤーが戦っているのを見るのは初めてだな。

「よし、じゃあ俺おれたちも始めるか」

「うむ」

　ネメシスは応じ、その姿を昨日と同じ黒い大たい剣けんへと変じさせる。

　右手で持つ……と言うよりは肩かた口ぐちから纏まとわりついている大剣を上下に振ふってみる。

「見た目ほど重くはないんだよなぁ」

　俺のＳＴＲでも普通に扱あつかえている。

　昔、修学旅行で買ってしまったお土産みやげ用模造刀くらいの重さだ。あるいは鉄パイプ程度。

『レディに体重の話は失礼ではないかのぅ』

「でもこれどう考えても人間形態のときより軽いだろ」

　質量保存の法則どうした。

『……魔法があり、時の流れも違うここで質量保存の法則を気にされてものぅ』

　それはそうだが。

『それにの、他の者にとっては軽くないはずだぞ。御お主ぬしだから軽くなっておるだけだの』

「そういうものか？」

『そういうものだ』

　ならもうそれでいいか。いつまでも問答ばかりしていてもレベルは上がらないし。

「じゃあ、レベル上げ開始だ」

『腕うでが鳴るのぅ』




　そして二時間後。

　レベルが３上がって、現在までの被ひダメージは０だった。

「……何でさっきからボコスカ殴られてもダメージないんだよ」

　この狩場に来てからずっと【リトルゴブリン】、【パシラビット】など、一目で「あ、これ序じよ盤ばんの雑ざ魚こモンスターだ」とわかる連中と戦い続けていた。

　だが、そいつらから攻撃を何度受けてもダメージは０だった。

『当然といえば当然ではないかのぅ。御主、このレベルではかなり良い装備をつけておるし、《ダメージ軽減》スキルがあったであろう？　あれがあるからダメージ10以下は全部０になっておるのではないかの？』

　この狩場のモンスターでは俺に10以上のダメージは与あたえられないわけだ。

　初期のＨＰが１００弱だったし、ここが初心者狩場であることを考えると、初期のＨＰでも早々死なずに済む程度の攻こう撃げき力りよくのモンスターしか配置されていないのかもしれない。

　ちなみにレベル４になった俺のＨＰは７００を超こえている。

【聖騎士】レベル60、合計レベル２１０のリリアーナが５０００台だったが、この分だと俺が【聖騎士】レベル60になる頃ころには６０００を優に超えるＨＰになっているだろう。

「えらいことになるな」

『上級職だからか上がりが良いのぅ。あとは私のステータス補正もＨＰ補正が一番高いからの』

　俺のＨＰの伸のびがでかいのは【聖騎士】と〈エンブリオ〉補正の合算による結果らしい。〈エンブリオ〉の補正って大きいんだなー、と実感した。

　もちろん他のステータスもＨＰほどではないが上がっている。

　加えて、《ファーストヒール》という回復魔法スキルも習得した。これである程度は自力で回復できる。

「んー、狩場変えるか」

　この分ならもう少し敵が強い場所でも大だい丈じよう夫ぶそうだ。

『そうだのぅ。私もちょっと物足りないと思っておった』

　さっきからゴブリンとラビットが一いち撃げきで真っ二つだったからな。

　自分でやっていてもちょっと怖かった。

　モンスターは死体が残らないけど、そうでなければゴア表現がきついことになっていた。

「えーっと次の適性狩場は北門の先の〈ノズ森林〉だな」

『では一度王都に戻もどろうかの。そろそろスイーツタイムだしのぅ』

　スイーツタイム……。

「お茶代くらいは大丈夫だけどさ」

　昨日の夕飯くらい食ったらどうしよう。

　売ばい却きやく金きんの残りは次のレベル帯の装備のために取っておきたいんだけどな。




　何はともあれ、俺達は王都への帰路に就いた。

　その途と中ちゆう、狩かりをしている他のプレイヤーの姿を眺める。

　初期装備の目録にあった衣装のプレイヤーが多いので、恐おそらくは俺と同じ初心者なのだろう。

　しかし衣装は初心者用でも、各おの々おのが他のプレイヤーの持っていない何かを持っていた。

　ある者は鎖くさり鎌がま。宙に放ほうると自動で鎖が伸びてモンスターを攻撃する、かと思いきやなぜか鎌が地中に潜せん行こうしてからモンスターを襲おそっている。

　ある者は乳う母ば車ぐるま。卵のような物を乗せており、プレイヤーはなぜか乳母車の押おし手を左手で持ちながら右手で必死に剣を振ってモンスターと戦っている。

　ある者は石造りの小屋。壁かべの一箇か所しよに穴が空いており、そこからプレイヤーがスリングでモンスターを攻撃している。小屋に噛かみ付ついたモンスターは痺しびれたように動かなくなっている。

　ある者は赤色に輝かがやく結界。結界の中に踏ふみ込んだモンスターが地じ雷らいを踏んだように爆ばく発はつしている。あ、プレイヤー本人も吹ふっ飛んだ。

　あれらは全すべて、俺のネメシスと同じく〈エンブリオ〉なのだろう。

「……色々あるなぁ」

『鎖鎌はアームズ、小屋はキャッスル、地じ雷らい原げんはテリトリーだな。乳母車は……何かのぅ。道具のアームズか、それともチャリオッツか……』

　メイデン以外の、所謂いわゆる基本カテゴリーの〈エンブリオ〉……面おも白しろそうだなー。

『浮うわ気きか!?　我を右手に抱だきつかせながら浮気を考えておるのか!?』

　……これって「抱きつかせる」に入るのか？

「別に浮気とかじゃなくて、それぞれに個別の能力や個性があって面白いと思ったんだよ。実にファンタジー」

　クマ兄のあれは露ろ骨こつに重火器や兵器でファンタジー以前の問題だったし。

『〈マスター〉ごとのオンリーワンが〈エンブリオ〉の基本理念であるしのぅ』

「あと比べて見るとネメシスって第一形態のわりにゴツイよな」

『ゴツッ!?』

　うん、大剣モードがね。




　そうして歩いていると、またモンスターと戦っているプレイヤーの姿がある。

　今までと違い、人ひと影かげは二つあった。

　一人は初期装備らしいコートに身を包つつんだ中高生くらいのプレイヤー。戦せん闘とう時じの泥どろや血で汚よごれているが、それでもなお格かつ好こいい、可愛かわいいのどちらの評価も出来るほどの美少年だ。

　見た目で言えばもう一人も特とく徴ちよう的てきで、いかにも悪あく魔まといった尻尾しつぽと蝙蝠こうもりの羽を生やしている小こ悪あく魔ま然ぜんとした美少女だ。

「はああ！」

「えーい！」

　二人は一いつ生しよう懸けん命めい戦っているが、四匹ひきの【リトルゴブリン】に囲まれて少し旗色が悪そうだ。

　さて、助力したいが横入りするのも何だしな。

「《ファーストヒール》」

　さっき覚えて一度も使っていなかった回復魔法のテストも兼かねて二人のＨＰを回復させる。いわゆる辻つじヒールだ。

　パーティではないのでＨＰを見ることは出来ないが、二人の傷は目に見えて消えている。

「あ！　助かります！」

「ありがとー！」

　二人は態勢を立て直し、戦闘を続行した。
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　五分ほどして二人は【リトルゴブリン】を全ぜん滅めつさせていた。

「お疲つかれ様さま。《ファーストヒール》」

　戦闘を終えた二人にもう一度回復魔法を掛かけた。

「回復ありがとうございます！　助かりました」

「ありがとねー」

「こっちも回復魔法の試ためし撃ちがしたかっただけだから気にしなくていいよ」

　むしろ御礼を言われるとこそばゆくなる。

『昨日から御礼言われ続けておるしのぅ、っと』

　不意に右手からネメシスの重みが消えると、俺の隣となりには人間モードのネメシスが立っていた。

「え、え!?」

「あれ？　あなたって……」

　二人は驚おどろいているようだが、ネメシスはそれに構わずじっと小悪魔少女を見ている。

「ふむふむ、ご同類……ではなくガードナーか。しかしこれだけ人間に近いガードナーもレアだのぅ」

「おい、ジロジロ見るなよネメシス。失礼だろ」

「すまんすまん。少しばかり気になったものでのぅ」

　何が気になったのかは、まぁ俺にもわかるけど。

「うちの〈エンブリオ〉が失礼してごめんな」

「気にしないでください。それにしても、変身する〈エンブリオ〉もいるんですね！」

「うむ、私は〈エンブリオ〉ＴＹＰＥ：メイデンwithアームズのネメシスだ！」

　ネメシスはバーンと効果音が付きそうな勢いで名乗った。……こっちが恥はずかしい。

「っと、遅おくれたけど俺はレイ・スターリング。〈Infinite Dendrogram〉は昨日始めたところ」

「あ、僕ぼくはルークです。僕も昨日始めたばかりで」

「バビはバビロン！　〈エンブリオ〉でＴＹＰＥはガードナー！　バビって呼んでね！」

「ルークとバビ、か。しかしガードナーってたしかモンスター型だったんじゃ……」

　バビは尻尾と羽を除けば人間と瓜うり二ふたつだ。尻尾と羽をキャラメイクで付けられたはずなので、違いはないと言ってもいい。モンスターと人間どちらに見えるかと言えば、人間だろう。

「バビはインマだからね！　セクシーでキュートでメロメロなの！」

　インマ……………………淫いん魔ま？

「バビ、だから人前でそんな大っぴらに……！」

「えー、でもバビはインマであることに誇ほこりをもった〈エンブリオ〉だから恥ずかしくないよ？」

「僕が恥ずかしいんだよ！」

「……ルーク、バビが恥ずかしいの？」

　うるる、といった顔をするバビ。

　傍はた目めに見ても涙なみ目だめ上うわ目め遣づかいはずるいな。一発でルークが慌あわてふためいている。

「えっと、その、バビのことが恥ずかしいんじゃなくてね、元になった僕の心が色々詮せん索さくされると恥ずかしいってことでね……」

　何だろう。デジャヴがある。

　あとルークとは仲良く出来そうな気がする。

「これこれ、あまり自分のマスターを困らせるものではないぞバビ」

「お前が言うな」
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　ルーク達たちはあそこで狩りを切り上げる予定だったらしいので、俺達は一緒に王都に戻った。

　それから折せつ角かくなのでとルークとバビの二人も誘さそい、スイーツタイムに突とつ入にゆうした。

　……突入したのだが、

「桃もものおいしい季節になったのぅ」

　生まれて初めてピーチタルトを食べているネメシスは、分かったようなことを言いながら速そつ攻こうで十七皿目に突入し、

「甘あまいものにはやっぱりこれだよねー」

　バビはストロベリーパフェにチリソースをかけていた。

「……いや、チリソースはねーよ」

「僕もそう思います……。でもネメシスさんの食べるスピードも、その……」

「ああ、そっちもわかってる……」

　しかし不思議だ。ネメシスにしてもバビにしても生後一日のはずだが、旬しゆんや好みの調味料を気にするくらいしっかりと知識を持っている。

　昨日は人型であっても人間ではない、と言っていたがそれにしたって……。

「我々〈エンブリオ〉は誕生に際して〈マスター〉の記き憶おく域いきを使わせてもらっておるからのぅ。この世界のことはこの世界のシステムから、世の事こと柄がらは〈マスター〉から得ておる」

　ああ、桃の旬とかはそれで知っているのか。

「つまり、〈エンブリオ〉は〈マスター〉のことなら何でも知っておるのだ」

「俺の好みのタイプは？」

「ずばり私だ！」

「不正解」

「何でじゃ!?」

　まぁ、何でもではなく一いつ般ぱん常識を得ている、というところか。

「それにしてもどうしてバビはこんな冒ぼう涜とく的な食べ方を……」

「冒涜的だからではないかのぅ。名前がバビロンであろう？」

　大だい淫いん婦ぷバビロンは黙もく示し録ろくに登場する女性で、七つ首の獣けものに跨またがって堕だ落らくと姦かん淫いんの穢けがれを振りまく殉じゆん教きよう者しやの大敵であるとされる。

　バビが名前と同じかは分からないが、ネメシスもギリシア神話の復讐だか天てん罰ばつの女め神がみの名前でスキルがカウンターだしな。〈エンブリオ〉の名前は能力を表しているのかもしれない。

「ところでバビよ、淫魔のそなたに尋たずねるが、男が堪たまらなくなるせくしぃあぴぃるはどんなものがあるかのぅ」

　おい、何を聞いている黒いの。

「いっぱいあるよぉ」

　いっぱいあるのか。

　あ、横でルークがむせている。

「ほほう、ご教授願おうか」

「あのねぇ、肩かたたたきとー、腰こし踏ふみとー、一番スゴイのはひざまくらと耳かきのセット！　セクシーでしょ！」

「「……ん？」」

　せくしぃ？

　普ふ通つうにマッサージの範はん囲いじゃないか？　えっちぃ意味も無く。

「そうではなくてだな、もっとこう、いかにも大淫婦的なエピソードを」

「どんなの？」

「い、いや、私に聞かれても……」

　尋ねられて逆に慌てるくらいなら聞くなよ黒いの。

「その、僕が未成年なのでバビもそれに合わせているみたいです……」

　むせりから復活したルークがそんなことを言ったので納なつ得とくした。

「あー、年ねん齢れい制限か」

　アルコールやタバコと同じく、未成年だと淫魔のセクシーさもお父さんをマッサージする女の子の微笑ほほえましさレベルに収まるようだ。

　本当に〈Infinite Dendrogram〉はいかがわしいか健全かの判断に困る。
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　ルーク達とは「お互たがい初心者なので今度一いつ緒しよにパーティ組んでみよう」と約束して別れた。

　それと、ルークはまだジョブに就いてなかったらしい。（前情報なしでゲームを始めて転職のことも知らなかったそうだ）。

　そこで兄から貰もらった【適職診断カタログ】を貸してみたら、何やら良いジョブが見つかったらしい。一体何のジョブに就くのか、今度パーティを組むときの楽しみにしていよう。

　で、ルーク達と別れた俺とネメシスは予定通り北の〈ノズ森林〉へとやって来ていた。

「やるか」

『うむ、一気にレベルを上げてやるとするかのぅ』

　既すでに大剣に変身したネメシスと共に、王都周辺第二の初心者狩場へと踏み入る。

〈イースター平原〉と比ひ較かくすると立ち並んだ木々のために視界が悪く、二〇メートルも離はなれると視し認にんが難しい。

　しかし、そこかしこから戦闘音が聞こえてくるので他にもプレイヤーはいるようだ。俺と同じように〈イースター平原〉で物足りなくなった初心者層だろう。

　俺達もモンスターを探していると、二分ほどで狼おおかみのようなモンスターを発見した。

　視界に入れると同時に、【ティールウルフ】というモンスター名が表示された。数は三体だ。

「いきなりか」

　ＲＰＧの定石で言えば狩場のレベルを上げた直後に複数を相手取るのはリスクが高いが、やるしかないだろう。

　あちらが素す早ばやい動きで先手を取り、先頭の一匹が俺に噛み付いてくる。

　ダメージ量は22、本日初ダメージだ。

　あと三十発くらい受けても大丈夫なので防ぼう御ぎよは気にせず攻撃に専念することにした。

【ティールウルフ】は俺を取り囲むが、俺はその内の正面にいる一匹に的を絞しぼった。

　三匹が時間差で襲い掛かってくる中、他の二匹には構わず正面の一匹だけに集中して迎げい撃げきする。

　黒大剣が命中し、一匹が悲鳴を上げる。

【リトルゴブリン】や【パシラビット】のように一刀両断とはいかないが、ダメージにより露骨に動きが鈍にぶくなっている。

「これならやれるな」

　俺は引き続き同じことを繰り返した。
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　数分後、そこには三体分のドロップアイテムと、ＨＰが半分に減ってレベルが１上がった俺が立っていた。

「よし、三匹まではいける」

『そのようだのぅ』

　次の戦闘に備えて《ファーストヒール》で回復しておく。

　ＨＰの高さと自己回復、【聖騎士】はレベル上げにはもってこいだな。

「よし、完治」

『それにしてもこれでレベル５、ＨＰも８００越ごえか。防ぼう御ぎよ力りよくも上がっておるし今ならば素でもデミドラの攻撃に耐たえられそうじゃのぅ』

「……出来てもボス戦はしばらくいい」

　あんなことばかりやっていたら寿じゆみ命よう縮んでしまう。

「レベル20までは通常モンスターだけ狩ってレベル上げするよ」

『それもいいかもしれんな。その頃には私も第二形態に進化しておるかの』

「ネメシスが進化するとどうなるんだ？　兄貴は変わりすぎることはないって言ってたけど」

『恐らくスキルの追加と武器の変化に留とどまるだろう。まぁ、これが第三から第四への進化となるとわからんがのぅ』

「上級進化、だったか？」

『そう。第一から第三までは下級で、第四からが上級だからの。上級からは独自色が強くなるそうだ。固有スキルに特化してユニークカテゴリーとなったりな』

　ちなみに兄のバルドルの第四形態は戦車で、チャリオッツの系けい譜ふらしい。元が銃じゆう器きのアームズなので、別カテゴリーの系譜に進化したわけだ。

「上級で独自色が強くなるなら、〈超ちよう級きゆう〉の第七形態は？」

『私が生まれもった知識の中には詳しよう細さいがない。最初から情報を与えられるものではないのだろう』

「そういうものか」

　トップシークレットということなのかもな。合わせても百人いないらしいし。

『ただ、第四形態以上が〈エンブリオ〉の分類だけでなく、実力でも上級と呼ばれることは知っている。ゆえに、頑張って私を第四まで押し上げることだの。出来ればその先までな』

「まぁ、言われんでもな」

　ランカーは上級以上の集まりだろうし、そこに入ろうと思えば俺もそこに至らねばならない。

「まずは地道なレベルアップからだ。今日中にレベル13までいってこの狩場を卒業してやる」

　もう夕方らしく、木々の間から見える空は橙だいだ色いいろに染まっていたが、まだまだ狩りは続ける。

　夜になるとモンスターは増えるらしいがドンと来いだ。

『その意気だの』

「よっし、じゃあ早さつ速そく索さくて――」




　――瞬しゆん間かん、視界が傾かたむいた。




　否いな、傾いているのは視界ではなく俺自身。

　コメカミに残る衝しよう撃げきと痺れが、側頭部に何かが直ちよく撃げきしたのだと知らせる。

　簡易ステータスは今の衝撃で俺のＨＰが八割消失したことを告げた。

「な、にが」

　前まえ触ぶれのない大ダメージ。

　頭部に衝撃を受けたためか、眩暈めまいで手足を動かすのもおぼつかない。

『マスター！』

　ネメシスが声を張り上げる。

　俺を心配しているのかと思ったが、違ちがう。

　これは、警告。

『ッ！　《カウンターアブソープション》！』

　昨日の使用から二四時間経過し、ストックが回復した《カウンターアブソープション》をネメシスが使用すると同時に――展開した光の壁に何かが激げき突とつした。

『ギャギギ、ギギィ!!』

　それは弾だん丸がんの如き流線型と餓が鬼きに似た形相を併あわせ持もった小型の化け物。

　光の壁を突つき破やぶろうとしているが、果たせずにもがいている。

　十中八九、今のダメージもこいつの仕し業わざだろう。

「モンスター、か？」

　……いや、違う。

　ここのモンスターにしては先ほどの【ティールウルフ】とは攻撃力が違いすぎる。

　それにデミドラグワームのようなボスモンスターとも違う気がする。

　何より、モンスターなら視認した時点で表示されるはずの、名めい称しようがない。

　こいつは……。

『クッ！』

《カウンターアブソープション》が消失し、同時に光の壁にぶつかったあの化け物も消しよう滅めつした。

『一度攻撃したら死ぬ、自じ爆ばく特とつ攻こう型モンスター。そうでありながらモンスターではない……マスター！　此こ奴やつは！』

「ガードナー……！」

　ＴＹＰＥ：ガードナー……モンスター型の〈エンブリオ〉。

　なるほど、バビと比べて……今のはどう見てもモンスターだ。

『マスター、退け！　何者かが御主を狙ねらっておる！』

「言われんでもッ！」

　ようやく眩暈から解放された俺は回復魔ま法ほうを自分に掛けながら、北門へと駆かけ出だした。

　そこで、ようやく周囲の状じよう況きようが掴つかめてきた。

〈ノズ森林〉にはプレイヤーの悲鳴が反はん響きようしている。

　それも一人や二人ではない……何十人もの悲鳴だ。

　あの化け物が〈エンブリオ〉なら、これをやっているのはプレイヤーだ。

　ＰＫ（プレイヤーキラー）――ＭＭＯ黎れい明めい期きから存在する、ゲーム内でプレイヤーがプレイヤーを殺す行為。

　俺を襲った奴やつが他のプレイヤーにも攻撃を仕し掛かけ、犠ぎ牲せい者しやを量産しているらしい。

　ネメシスの補正と上級職のステータス上じよう昇しようで、今のレベル帯で言えば格段に高いはずの俺のＨＰを一いつ瞬しゆんで瀕ひん死しに追い込む攻撃。

　ここを適正レベルとするプレイヤーでは耐えられないだろう。

　ここはもう初心者狩場じゃない、初心者の……狩場だ。

　俺達が狩られる側に回らされた。

「あのガードナーはさっき死んだだろうに、何でまだ被ひ害がい者しやが増える!?」

『あやつらは恐らくガードナーの上級系譜、ＴＹＰＥ：レギオン。群体を成す〈エンブリオ〉だ。代わりに一体一体の性能は低いらしいがな！』

「あれで低いってか、笑えねえ」

　そして〈エンブリオ〉が上級ということは、ＰＫもまた上級の〈マスター〉ということだ。

『分が悪い、のぅ……！』

　兎とに角かく、今は王都へと戻らなければ……。

　このＰＫ野や郎ろうも街中にまでは追ってこないはずだ。

　だが、そんな俺の思おも惑わくを無視して、

『ギャギギギギギギギ』

　背後から聞こえた声が、背後から流星のような軌き道どうで飛ひ翔しようしてくるだろう化け物が、

『マス……！』

　俺を殺――




「――っされるかぁ！」

　振り向きざまに黒大剣を弾丸の化け物に叩たたきつけた。




『ギィ……ギギギギ』

　弾丸の化け物は黒大剣によって弾はじき逸そらされ、森の木々にぶつかって命を散らし、その役目を終えた。

「……凌しのいだッ！」

『やるではないかマスター！　これであとは』

　街に駆け込むだけ。

　そう言おうとしたのだろうネメシスの言葉が止まる。

　大剣になったネメシスに顔はない。

　けれど、ネメシスの視線がどこを見ているのか、俺には分かってしまった。

　森の木々の向こう、ボンヤリと薄うす暗ぐらい靄もやの中に、誰だれかがいた。

　男か女か、老いか若きか、人か否いなか。

　そんなことすら、靄でボヤけるそいつのシルエットは教えてくれない。

　唯ゆい一いつ分かるのは――そいつの右手に拳けん銃じゆうらしきものが握にぎられていること。

　左手が――〈エンブリオ〉の紋もん章しようが発光していること。

　そして、確信した。

　こいつだ、と。

　こいつが、俺を殺そうとしている相手だ、と。

『逃にげろ!!　マスター！』

　ネメシスの言葉に応こたえるまでもなく、俺は逃とう走そうを選せん択たくしていた。

　あと二〇メートル。

　あの果樹園からの脱だつ出しゆつ行こうよりもずっと短い距きよ離りで、森を抜ぬけて街へと辿たどりつける。

　俺は駆け出した。

　だが、背後で発はつ砲ぽう音おんが聞こえる。

　同時に、恐ろしい威い圧あつ感かんを覚える。

　逃げなければならなかった。

　だが、背後から迫せまる悪お寒かんに、俺は――振り向いてしまった。

　そこにあった光景。

　それは、俺とネメシスが一度ずつ、一発ずつ、辛かろうじて回かい避ひした銃じゆう弾だんの化け物。

　その化け物が――視界を埋め尽くすほどの大群で飛翔する地じ獄ごく絵図。




　直後、瞬まばたきをする間すらなく化け物の群れが俺の身体を粉ふん砕さいした。




【致ち死しダメージ】

【パーティ全滅】

【蘇そ生せい可能時間経過】

【デスペナルティ：ログイン制限24ｈ】
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　□椋むく鳥どり玲れい二じ




「……ッ！」

　体を砕くだかれた直後、夢から覚めるように俺おれの意識は現実へと帰ってきていた。

　寝ね起おきと違って意識ははっきりしている。

　だが、状況を受け入れられたかと言えば否だ。

　最後のアナウンスは覚えている。

　だから俺が初めてデスペナルティになったことも理解している。

　それでもあの場で何が起きていたのか、まだ頭が把は握あくし切れていない。

「確かめ……だが」

　今の俺は〈Infinite Dendrogram〉にログインできない。

　ログインしようとしても機器の側面に埋め込まれたディスプレイに、【ペナルティ期間中です。あと二三時間五五分一六秒】とアナウンスが表示されるのみ。

「……参ったな」

　外を見れば、未いまだ夜が明けていない。時間も午前五時前だ。

　何も出来ない時間だ。

「…………一ひと先まず、寝ねるか」

　ベッドに横になり、眠ねむろうとする。

　しかし瞼まぶたを閉じれば、殺される瞬間がまざまざと思い出される。

　思い出すと同時に、あのときどう立ち回れば生存できたかを考えている。

　まるでやり続けた落ち物ゲームを、瞼を閉じてからもシミュレートするように。

　何度も繰くり返かえし考えて、繰り返す度たびに……自らの動きの拙つたなさが目についた。

　ああすれば、こうすれば、と後こう悔かいばかりが頭に浮うかび、考えているうちに……いつしか意識は夢の中に溶とけていった。
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　翌朝、八時ごろに目を覚まし朝のニュースを見ながら朝食を摂とる。

　ＴＶの芸能ニュースは人気歌手レイチェル・レイミューズのワールドツアーがどうとか、あまり興味のわかない話題を流している。

「……味気ないな」

　それは今食べている朝食への感想。時間があるので久しぶりにまともな朝食を作ってはみたが、味はゲーム内で食べたご馳ち走そうと比べると数段劣おとるものに感じてしまう。

　これが続くとこっちでの食事の楽しみが薄うすれるかもしれないとぼんやり思った。




　朝食を済ませて食器を片付けてから、ネットの掲けい示じ板ばんで何か情報がないか探してみた。

　あの一件は少し探しただけでヒットした。

〈ノズ森林〉での惨さん劇げきは、〈Infinite Dendrogram〉界かい隈わいの掲示板で一大ニュースとなっていたからだ。

　ただのＰＫならばここまでの騒さわぎにはならないらしいが、今回は特別だった。

　なぜなら、〈ノズ森林〉以外の初心者用狩かり場ばでもプレイヤーが狩られ続けている。

　それもアルター王国に限定して、だ。

　同時多発、そして継けい続ぞく的てきに王国の初心者プレイヤーがＰＫされている。

　明らかに、単独犯ではなく一定の組織力が窺うかがえた。

　問題は、誰がそれをやっているのか。

　掲示板では近々また攻せめると噂うわさのドライフが最有力の容疑者と目されていた。

　理由は「戦争イベント再開に備え、王国側の戦力を増やさないようにやっているのではないか」というもの。王国でしか事件が起きていないので、可能性は高いように思える。

　この一件には王国のプレイヤーも対たい抗こう策さくを打った。

　有志のプレイヤーが自警団となり、ＰＫ討とう伐ばつに向かったらしい。

　いくつかの狩場ではＰＫと自警団プレイヤーの戦闘が発生したそうだ。

　だが、これらの戦闘では全て自警団側が敗北している。

　このことからＰＫ集団はかなりの熟練プレイヤーで構成されているらしいと予想された。

　俺が死んだ〈ノズ森林〉でも、ＰＫを倒たおすことは出来なかったが、他と少しだけ事情が違う。

　あそこではＰＫを見つけることすら出来なかったらしい。

　初心者狩りは続いているが誰も犯人を発見出来ず、戦うことも倒すことも出来ないそうだ。

「……あいつ、だよな？」

　俺はあのとき、弾丸の化け物の〈エンブリオ〉と、その〈マスター〉を見た。

　あいつは奇きみ妙みような靄に包まれていて老ろう若にやく男なん女によさえ判然としなかった。

　そのことが、見つからないことにも何か関かかわっているのだろうか？

　掲示板では今回のＰＫ騒そう動どうに関して「いよいよ王国詰つんだ」、「ドライフマジ外げ道どう」、「亡命するならカルディナがオススメ。新規の人もウェルカム」などの意見がよく見られた。

　それらと一いつ緒しよに「たまたま通りかかったらやられた。そろそろ進化だったのに今回のデスペナで遠のいた」や「俺もそろそろ上級の仲間入りできそうだったのに……」などのレスも混ざっている。

　デスペナルティになるとログイン制限以外に何かあるのだろうか？

　気になったので「始めたばっかりで今回初デスされたんだけどデスペナすると何かあるの？」と書き込んでみた。

「新規乙おつ」、「教えてやろう。まずは服を脱ぬぎます」などのレスもあったが、普通に教えてくれるレスもあった。

　何でも、デスペナルティの回数が多いほど進化が遅おそくなるという噂うわさがあるらしい。

　プレイヤー界隈ではそれなりに確度の高い情報として扱あつかわれている。

　個人差が激しい〈エンブリオ〉であるため検証は難しいが、おおよその比較ではデスペナルティの回数が多い人ほど進化が遅い傾けい向こうにあるらしい。

　このデメリットも前の戦争で王国側のプレイヤーが積極参戦しなかった理由の一つなのかもしれない。

　情報の御お礼れいを書き込んで他の板に移動する。

　戦争といいＰＫといい物ぶつ騒そうな話しかないのか、と思っていたが掲示板を見てみるとそうでもないらしく、天地や黄河は平和そうなイベントの話題で賑にぎわっている。

　天地では『桜が咲さいたからティアンの【征夷大コンクエスト将軍・ジエネラル】主しゆ催さいでお花見があった』、とか。

　黄河では『パンダ型モンスターが大繁殖して山が一つ白黒になった』、とか。

　掲示板のレスや張られるスクリーンショット――カメラアイテムで撮さつ影えいして外部メディアに出力可能――を見てみると、ほのぼのしていて頬ほおが緩ゆるまる。

　戦闘関係でもレジェンダリアの『みんなのアイドル【妖精女王テイターニア】の記念コンサートチケットを懸けて大バトルロイヤル』などはプレイヤー間対戦ＰＶＰでありながら楽しそうな空気が伝わる。

「……何でアルター王国はテロられたり滅めつ亡ぼう寸前なんですかね」

　ちょっとだけ亡命したプレイヤーの気持ちが分かってきて困る。

　気分が沈しずんできたのでパソコンの電源を落とした。

　さて、どうしたものか。デスペナルティが解けるのは明日の夜明け前だ。

　となると……今のうちに色々済ませておくか。

　生活用品や食料の買出し、まだ開けていない引ひつ越こし荷物の開かい封ふう、来月の大学入学の準備。

　リアルでやらなきゃならないことを済ませておこう。
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　買出しや引越し荷物の片づけを済ませて夕食を食べた頃ころにはもう一〇時を過ぎていた。

　掲示板をチェックするとゲーム内で二日経たってもあの事件は片づいていないらしい。

　本当にドライフが裏で糸を引いているなら、戦争再開までこの状況を維い持じするだろう。

　そうなると問題になるのは、俺は何処どこでレベルを上げればいいのかって話だ。

　王都の四方門から出てすぐの狩場は全すべてＰＫのキルゾーン。

　つまり今、王都を出ることもままならない。

　どうにかして封ふう鎖さを抜けて他の街へ移動したとしても……今のレベルだと国内には王都周辺以外に適性の狩場がない。

　あるとすれば……。

「あそこしかない、か」

　兄から教えてもらった初心者用狩場。

　主に四方門を出てすぐの狩場について聞いていたが、一箇か所しよだけ例外があった。

　そこならばまずＰＫ集団の手も及およんでいないし、掲示板でもそこが狙われたという話はない。

　しかし兄はその狩場には問題があると言っていた。

　何が問題なのかを聞いて、俺自身もそこでの狩かりは辛つらいと考えた。

　だが、他の狩場が使えないのならば、レベル上げにはそこへ行くしかない。

　俺はその日は早々に眠り、翌日の明け方、ペナルティが解除されてすぐにログインした。
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　ログインすると、中では三日が過ぎていた。時間は死んだときと同じ夕暮れ時だ。

　ちなみにログイン地点は死んだ〈ノズ森林〉ではなく、兄と待ち合わせていた大だい噴ふん水すいだ。

　ここが王都にいくつかあるセーブポイントの一つらしいと買い物で街を散策しているときに知ったので、復活するセーブポイントに設定しておいたからだ。

　なるほど。デスペナルティ明けだと自動的にセーブポイントから再スタートするわけか。

「……戻もどったか、マスター」

　ふと気がつくと、隣となりに人間形態のネメシスが立っていた。

　いつの間にか紋章から出てきたらしい。

「ん、ただいま」

「…………」

「…………んん」

　気まずい。

　デスペナルティになってしまったことが、気まずい。

　それに今回殺されたのは俺の不ふ手てつ際ぎわだから謝あやまらないと……。

「ご」

「要いらん」

　言う前に拒きよ絶ぜつされた。そうだ、ネメシスは俺の考えていることが分かるのだった。

「見けん当とう違ちがいを考えるでないわ。気まずいのは私で、謝りたいのも私なのだからの」

「え？」

　なぜ？

「……散々、手前で私は最高だとのたまっておきながら、いざ〈エンブリオ〉同士の戦いとなれば易やす々やす御お主ぬしを殺されてしまった。不ふ甲が斐いないこの身の力不足に、自分で腹が立っている」

　ネメシスは己の力不足を責めるように、血が口の端はしを伝うほど唇くちびるを強く噛かんでいた。

　それほどまでに、ネメシスは自分のせいだと考えている。

　だが……。

「それは違うだろ。お前が二撃目を防いでくれなかったらもっと早く負けてた。むしろ俺が下へ手ただったんだよ。ランカーを目指すなんて言っといてお笑い種ぐさだ」

「違う！　私のスキルがもっと強く、最後の攻こう撃げきも防げればよかったのだ！」

「無む茶ちや言うな！　俺おれ達たちの力量を把握していた俺がもっと上う手まく立ち回ればよかったんだよ！」

　俺がそう言うと、ネメシスは俺の胸を叩いた。

　その力は弱い。

　けれど、ネメシスの口から漏もれた言葉は……、

「私の力不足なのだ……。御主が〈マスター〉で……プレイヤーでなければ、私は……、私も、御主も、永遠に失っていたのだ……。私は、それが恐おそろしくてたまらぬ……」

　彼かの女じよの言葉は、俺の胸を叩く拳こぶしよりも弱く脆もろいものだった。

　あれほど自分は優すぐれていると言い続けてきた彼女が、自分の弱さを露あらわにしている。

「ネメシス……」

「…………ッ」

　ネメシスは泣いていた。

　その涙なみだは透とう明めいで、壊こわれそうで、儚はかなくて。

　泣いているネメシスは……ゲームには見えなかった。

「……ネメシスの言うとおりかもな」

　俺がそう言うと、ネメシスの肩が震ふるえる。

　俺は、その肩に手を置いた。

「だけどなネメシス、やっぱり今回の件はお前の……お前だけの力不足じゃない」

　俺より頭一つ二つ低いネメシスに目線を合わせ、真まっ直すぐに瞳ひとみを見み据すえる。

「それに……お前の言うように俺だけの力不足でもない」

「マスター……？」

　ネメシスだけの力不足じゃない。

　俺だけの力不足でもない。

「今回は、俺達の力不足だったんだ」

　それが、答えだ。

「俺のレベルが低かった。お前もまだ成長していなかった。何より、俺達が経験不足だった。だから、あいつに殺された」

　あの敗北はもはや過去であり、過去になったものは変えられない。

　この一回のデスペナルティは瑕か疵しとして残るだろう。

「だけど、俺達はこうして生きている」

　殺されたけれど、プレイヤーの……〈マスター〉の俺は生きている。

　ネメシスも、進化するのが遅くなってしまうかもしれないが無事だ。

「だから大だい丈じよう夫ぶだ。まだやれる、まだこれから強くなれる」

　俺達は〈マスター〉と〈エンブリオ〉なのだから……いくらでも取り返しは利きく。

　瑕疵がどうした。

　無傷で無むび謬ゆうの道なんか最初から求めちゃいない。

　俺達は傷ついても……膝ひざは折らない。

「二人で強くなって、あいつにリベンジしてやろうぜ」

　むしろ、目標が出来たと考えよう。

　レベルを上げて、進化して、腕うでを磨みがいて、いつかあいつを真っ向勝負で倒してやる、と。

「…………本当に、意外と暑苦しい男だのぅ、御主は」

　俺の言葉に、ネメシスは苦く笑しようした。

「だが、御主の言うとおりだ。うむ、過ぎたことを悔くやんで膝を折っては本ほん末まつ転てん倒とう。まだ我らの前には道がある」

　ネメシスは涙をぬぐう。

　その後にあったのは、いつもの不敵な笑えみだ。

「名前も知らぬが、あの〈マスター〉には、いずれ落とし前をつけさせてくれるわ」

　そして、ネメシスは右手を掲かかげる。

「行こう！　マスター！　強く！　より強く！　何人も私と御主を欠けさせることができぬように！」

「応。やってやろうぜ、ネメシス！」

　そうして、俺とネメシスはお互いの腕を組み合わせた。

【縁えんが深まった】、なんて無ぶ粋すいなアナウンスは流れないが実感する。

　今、俺とネメシスは絆きずなを深めた。




　この瞬間が、俺達の本当のスタート地点だ。
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　ちなみにネメシスとの会話の最中は気にしなかったが、そこはセーブポイントの一つでもある噴水なので他のプレイヤーも大勢いた。

　俺達の会話の模様はしっかり見られており、手を組み合わせたところで周囲のプレイヤーからは拍はく手しゆがとんできた。

　俺達は、顔を真っ赤にして逃走するという締しまらない形でその場を後にした。







第四話　〈墓標迷宮〉




　□王都アルテア　【聖騎士パラデイン】レイ・スターリング




　噴水広場から逃げるように移動した後、俺達は商店が連なる大路へとやって来ていた。

「さて、俺達はさっきも言ったように強くなりたい。ベストは王都周辺の狩場でレベルを上げることだが、それができないのが現状だ」

「まだ連中の活動が収まっておらぬからのぅ」

〈ノズ森林〉のＰＫにリベンジするためにレベルを上げようにも、ＰＫ集団が暗あん躍やくし続けている限り、王都から出たらすぐに殺されてしまう。

「だから兄貴に教えてもらった狩場の中で、王都に残った最後の狩場に向かう」

「〈墓標迷宮〉、だったかの」

「ああ」

〈墓標迷宮〉。この王都周辺にある狩場の中で唯一つ、王都の中にある狩場。

　王都の墓地区画の地下に広がった大迷宮ダンジヨンだ。

　デスペナ中にチェックした攻こう略りやく情報wikiによれば〈墓標迷宮〉は次のような場所らしい。




　その一、五階層ごとに趣おもむきや生息モンスターの異なる地下ダンジョン。

　その二、深く潜もぐれば潜るほど強力なモンスターが出現する。

　その三、深層では【デミドラグワーム】とは比ひ較かくにならないモンスターが数多あまた出現する。

　その四、浅い階層ではモンスターの力も弱く、王都周辺と同程度のモンスターが出現する。

　その五、攻略wiki有志による探たん索さくでは現在地下四十五層までを確かく認にん済み。




　重要なのはその四だ。浅い階層ならば、初心者である俺達でもレベルが上げられるし、ＰＫの心配もない。

「普ふ通つうならば、他の初心者も殺さつ到とうして混雑になっておるはずだが……それはないのだったか」

「ああ、他の初心者プレイヤーはほとんど入れないはずだ」

「……世せ知ち辛がらいのぅ」

「まったくだ」

　他の初心者が入れない理由を思い出し、俺とネメシスは溜ため息いきをついた。





◇






　俺達は夕食を済ませてから〈墓標迷宮〉のある墓地区画へとやってきた。

　当たり前と言えば当たり前だが、この墓地の墓石は和風ではなく西洋風だ。故人の名前と生せい没ぼつ年ねんが書かれた墓ぼ碑ひと共に、無数の墓石が並んでいる。

　広い墓地なので入り口には案内板があり、目的の〈墓標迷宮〉の入り口は墓地の奥おくにあるらしい。入り口の近くにダンジョンを管理する兵士の詰め所もあるようだ。

　そこを目指し、墓地の中を歩いていく。

　だが……見慣れない西洋墓地＆夜というシチュエーションは中々に肝きもが冷える。

　まぁ、こんなことを考えているとまたネメシスに茶ちや化かされそうだが……ん？

「ネメシス？」

「…………」

　ネメシスは無反応。

　その表情は無表情、というか努めて感情を消しているようにすら見える。

　デスペナルティから復帰して初めての戦せん闘とうになるから、気を張っているのだろうか。

「ネメシス」

「……な、ん、だ？」

　ネメシスはギギギと音がしそうなほどぎこちなく、まるで錆さびついた人形のようにゆっくりと唇を動かした。

「……いや、何でもない」

「そ、う、か」

　……気を張ってるというか緊きん張ちようしている？

　復活から間もないし今日はネメシスに気を配った方がいいかもな。

　それにしてもこの墓地は不気味だな。

　いや、夜の墓地でろくに灯あかりもないんじゃ不気味で当たり前なんだけどさ。

　モンスターが普通にいる世界観だから、あの墓石を下からゾンビが持ち上げて這はい出してきて、肉にく片へんを撒まき散ちらしながら群れで迫ってくる、なんてホラー展開は十分ありえる。

「…………ん？」

　ホラーについて想像していると、ネメシスが俺の手を握ってきた。その手は震え、表情を見ると……ひどく不安そうな顔だった。

　……ああ、なるほど。

「お前……おばけ怖こわいのか？」

「…………」

　ネメシスは顔を背そむけた。

　図星だったらしい。

　だの口調で、大食いで、上から目線で、幽ゆう霊れい怖い。

　絆を深めた我わが相棒ながら、ネメシスのキャラをまだ掴みきれていなかったようだ。

「怖いなら今から変身すればいいんじゃないか？」

「…………うん」

　ネメシスは俺の手を握ったまま、すぐに大たい剣けんへと変身した。

　何となくネメシスが一安心という心持ちになったのを感じる。

　やっぱり形態変わると心強さみたいなのが違うのだろうか。

　代わりに俺は夜の墓地で抜き身みの大剣ぶらさげた不ふ審しん者しやになったが……まぁ、仕方ない。

　見み咎とがめられないうちに入り口まで行こう。
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　十分ほど歩いて〈墓標迷宮〉の入り口に到とう着ちやくしたが、この墓地区画は結構な広さだった。

　まぁ地下に迷宮が丸々埋まっているのだから当然とも言えるか。

　入り口の辺りまで来ればダンジョンの手前なので武器を持っていても何も言われない。

〈墓標迷宮〉の入り口は石造りのしっかりとした門だった。

　門の傍そばには見張りの兵士がいて、俺達に気づいた彼かれは話しかけてくる。

「〈墓標迷宮〉を探たん索さくする〈マスター〉の方ですか？　この地の探索には【墓標迷宮探索許可証】が必要となります」

【墓標迷宮探索許可証】。そのアイテムこそ、初心者が〈墓標迷宮〉を探索できない理由だ。

　難易度：三のあるクエストの報ほう酬しゆうか、ボスモンスターからのランダムドロップでしか手に入らない。

　市場で買えもするが……平均価格は一〇万リル。とても初心者には払はらえない。

　ここはお金がなければ潜れない、何とも世知辛い初心者狩場という訳だ。

　幸いにも俺達には【デミドラグワーム】のドロップを売ばい却きやくしたときの残金があった。だからこの墓地を訪おとずれる前に商店で【許可証】は購こう入にゆうしている。【許可証】を有効化するための記名作業も済ませて準備は万ばん端たんだ。

　俺は左手で荷物を漁あさって許可証を取り出そうと……。

「おや？　貴方あなたは【聖騎士】様ですね。ならば構いません。どうぞお通りください」

　見張りの兵士はそう言って、俺が【許可証】を見せるまでもなく入り口から退いた。

　……あれ？

「……【迷宮探索許可証】は？」




「【聖騎士】様ならば不要です」




　…………マジで？

『一〇万、無む駄だになったのぅ』

「おおぉ……」

　俺は墓地に膝をついた。

　デスペナルティを経へても折らなかった膝がここで折れた。

　これは本当にショックでかい。

　某ぼうレトロゲームで苦労して金貯ためて買ったはがねの剣が、買った直後に宝箱から出てくるパターンの三十倍くらいショックでかい。

　日本円で一〇〇万円したのに……。

　記名すると記名した人専用になって売りに出せないのに……。

　兄も教えておいてくれれば……いや、知らなかったんだろうな、【聖騎士】じゃないだろうし。

「だ、大丈夫ですか？」

　ショックのあまり膝をついた俺に、兵士さんは心配そうに声を掛かけてくる。

『ショックなのはわかるが、俯うつむいていてもしようがあるまい』

「……そうだ、な」

　気を取り直そう。元を取ってやるくらいの気持ちでこの迷宮に挑いどむんだ。

「じゃあ、中に入っても、いいかな」

「は、はい。お気をつけください」

　兵士さんが何事かの呪じゆ文もんを唱えると、門が開いた。

　門の向こうには仄ほの暗ぐらい薄うす闇やみと、地下へと向かう石段が在った。

「行くか」

『応』

　俺達は〈墓標迷宮〉の内部へと足を踏ふみ入いれた。





◇◇◇






　俺が兄から〈墓標迷宮〉の話を聞いたのは装備品を揃そろえる買い物の小休止のときだった。

『この国で最大のダンジョンは王都の中にあるクマー』

　兄は王都周辺の初心者狩場について教えてくれてから、付け加えるように話しはじめた。

「王都の中に？　どういうことさ？」

『この王都の地下には〈墓標迷宮〉と呼ばれるアルター王国最大、いやこの大陸最大のダンジョンが眠っているクマー』

　その言葉に俺とネメシスは足元を凝ぎよう視しした。

「ドライフとの戦争以前に滅ほろびるのではないかのぅ、この国……」

『〈墓標迷宮〉は神造ダンジョンクマ。内部のモンスターが這い出てくることはないクマ』

「神造ダンジョン？」

　初めて聞く言葉に鸚おう鵡む返がえしで尋たずねると、兄はすぐ解説を始める。

　……解説するの好きだな兄。

『デンドロのダンジョンは二種類あるクマ。一つは自然ダンジョン。これは『本来ダンジョンでない場所が様々な事情でダンジョン化してしまったもの』クマ。あの〈旧果樹園〉が典型的な例クマ』

　他には知能の高い魔ま物ものが作った巣穴や、魔物に攻め落とされた砦とりでなども自然ダンジョンに含ふくまれる、と兄は言う。

『もう一つは神造ダンジョン、初めからこの世界にダンジョンとして作られたものクマ。メタなこと言えば運営に作られたダンジョンクマ』

「ほう？」

『自然ダンジョンとの違ちがいは大きく分けて三つあるクマ。一つ、モンスターのダンジョン外への流出がない』

　そうじゃなかったら危なくてこの王都に住んでいられないよな。

『二つ、モンスターが生態系や要因に関係なく自動でリポップする』

　この世界は人間の人格や生活だけでなく、モンスターの生態系もリアルだ。理由なく湧わいて出ることがない。

　死亡したティアンが蘇よみがえらないのと同様に、モンスターも絶ぜつ滅めつすることがあるらしい。

　しかし神造ダンジョンのモンスターは例外で、無む尽じん蔵ぞうに湧いて出るらしい。

　死体がないのにアンデッドが現れることも当たり前だそうだ。

『三つ、一定階層ごとにボスモンスターが配置され、ドロップの他に追加報酬が支し払はらわれる』

　モンスターが尽つきないのと同様に、宝物も無限に湧く。それも階層が深くなればなるほど宝物のグレードも上がり、深部では一つ一〇〇万リルは下らない品が普通に出るらしい。

　無限の富といったところか。

『神造ダンジョンは他にもあるが、一番進入が容易なのが〈墓標迷宮〉クマ。ゲームとして見たとき、王国に属する最大のメリットはこれだと言っていい。入る条件が【許可証】ってアイテムを持ち、王国に属ぞくしていることだけだからな』

　そこで兄は一度言葉を切って、こう言った。

『それこそ、肥ひ沃よくな土地と同様にドライフが王国を狙ねらっている理由の一つでもある。何せドライフはこの国を攻め落としでもしない限り、〈墓標迷宮〉に入れないからな』

　ドライフから見れば、アルター王国は無限の財貨が入った宝物庫のようなもの、か。

「兄貴が着ぐるみを手に入れてからも好みの国に移住せず、王国に所属し続けていたのも〈墓標迷宮〉を探索するためか？」

『俺おれはあそこにはほとんど入ったことがないクマ』

　意外な返答だった。

「どうして？」

『……第五形態以降のバルドルだとデカすぎてダンジョン内で使えないんだよ』

「…………」

『過ぎたるは猶なお及ばざるが如し』というわけではないのだろうけど、何事にも利点と欠点があるのだと思わされる話だった。

　あと戦車よりでかいってどんな〈エンブリオ〉だよ。
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　そして今現在、俺とネメシスは件くだんの〈墓標迷宮〉の探索をしている。

　地下の迷宮ということもあって真まっ暗くら闇やみかとも思ったが、意外にもうっすらと灯りがついている。どうやらこの迷宮の壁かべや天てん井じように発光する鉱石を埋うめ込んであるらしい。

　通路の幅はばは結構広く、十人程度は横に並んで歩けそうだ。

　対して天井はそこまで高くない。兄の言うように大きいと引っかかってしまいそうだ。

　石の壁や天井ならば壊して進めるのではと考えたが、試ためしに斬きってみても傷一つつかない。

　どうやらこのダンジョンは破は壊かい不能のようだ。

『墓標などとおどろおどろしい名が付いておるが、中身は小こ奇ぎ麗れいなダンジョンだの』

「何らかの力で掃そう除じされているのかもな」

　この迷宮に関してはリアルさよりも、運営の手による管理が優先されているのかもしれない。

『墓地ではどうなるかと思ったが、これならば何の問題もない。モンスター共を片かたっ端ぱしからぶった切ってくれる！』

「でもこの階層に出てくるモンスターってアンデッドばっかりらしいぞ」

『…………え？』

　俺は通路の奥を指差した。

　噂をすれば影かげ。そこにはボロボロの衣服を纏まとった人……の骨だけ残った化け物がいた。

　モンスターであることを証明するように、骨の頭上には【シビル・スケルトン】という名前が表示されている。

　市民シビルということは元々兵士や騎士ではなく市民の死体なのだろう。武器は持っておらず、素す手での両手を広げてカチャカチャと鳴らしながら近寄ってくる。

　それにしても、現実と違わないクオリティを誇ほこる〈Infinite Dendrogram〉内では骨で出来た【スケルトン】は怖すぎる。白い骨に少しだけ体液が乾かわいた後の赤や黄色が微かすかについているのがリアル過ぎて嫌いやだ。

　今だけは「視界選せん択たくはアニメかＣＧにすればよかったかな」と思ってしまう。

『…………』

「ネメシス？」

『…………』

　反応がない。

　どうやら心を無にしているようだ。

　これからあれをネメシスで攻撃するからなぁ……。

「んじゃ、やりますか」

　人骨に切りかかるのに多少の躊躇ためらいはあったが、俺は大剣で【スケルトン】に切りかかった。

　大剣は深々と【スケルトン】の腕や肩かたを砕くだき切る。

　次いで、大剣の腹を向けたまま【スケルトン】の頭部に向けてフルスイング。

　あっさりと【スケルトン】の頭部は粉ふん砕さいされ、光の塵ちりになって消えていく。

『……もう少し触さわらずに済むやりかたはないかのぅ』

「今の俺たちに切る叩たたく以外どういう戦い方があるんだ？」

　俺は攻こう撃げき魔ま法ほうなんて習得してないし、ネメシスのスキルも防ぼう御ぎよの《カウンターアブソープション》と接せつ触しよくカウンターの《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》だけ。

　多少は消費型マジックアイテムを買い込みはしたが、それも限られている。

　敵を倒たおそうとすればやはり近接物理攻撃をするしかない。

『それはその通りなのだが……精神的にきついのぅ』

「ここの【スケルトン】ならまだいいだろ」

　ここは神造ダンジョン。【シビル・スケルトン】も人の遺骨ではなく、そのように作られたモンスターに過ぎない。だから、不気味であっても罰ばち当あたりではない。

　それに衛生面から言っても実は意外と清潔かもしれない。乾いているし出来たてだし。

『むぅ……そう考えれば多少はマシかの』

「そうそう。あ、またモンスターが…………」

『……………………』

　俺とネメシスは通路の角から現れたモンスターに言葉を失った。

　そのモンスターもやはり【スケルトン】と同じアンデットモンスターだ。

　しかし、そのモンスターは【スケルトン】より〝太かった〟。

　腐くさり、蛆うじの湧いた肉が骨にひっついていたからだ。

　付ふ随ずいした肉もいたるところが欠けており、断面からは黄色や赤黒い色の体液が滴したたっている。

　現実と寸分違わない五感があるがため、それの発する名状しがたい腐ふ臭しゆうまでも伝わってくる。

　怪かい物ぶつの頭上には【ウーンド・ゾンビ】という名めい称しようが表示されている。

　そしてこの世ならざる醜しゆう悪あくな怪物を見てしまった探索者は１／１Ｄ６のＳＡＮチェックを……。

「……ハッ！　あまりのグロさに意識が別のゲームに飛んでいた！」

　あんまりにもあんまりなものが現れたのでつい……。

　そりゃあアンデッドの巣そう窟くつなら【スケルトン】以外に【ゾンビ】もいるよな。

　物静かだった【スケルトン】と違い、【ゾンビ】は呻うめき声ごえを上げて体液をビチャビチャと垂らしながらこちらに迫せまってくる。

「っと、戦闘開始か」

『なっ!?　ま、待たぬか！　まさか私であれを斬る気ではなかろうな!?』

「…………あれは死人じゃなくてこのダンジョンで作られたモンスターだから」

『いやいやいやいや！　いくら生まれたてでもあんな酷ひどいもの斬りたくないわ！』

「ネメシス」

　本気で嫌がっているネメシスに対して俺は……。

「帰ったら磨くから我が慢まんしてくれ」

『いやああああああ!?』

　悲鳴を上げるネメシスを振ふるい上げて【ゾンビ】へと突とつ撃げきした。
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『ひっく、ひっく……』

　呪のろわれた武器のようにすすり泣くネメシスを片手に、俺は〈墓標迷宮〉の内部を歩いていた。

　あれから【ゾンビ】を十二体、【スケルトン】を三十体、加えて【ホーンテッド・スピリット】というモンスターを五体仕留めた。

　その成果でレベルも２上じよう昇しようして７になっている。ＨＰも１０００の大台に乗った。

『腐ったニクがー……ウジがー……』

【ゾンビ】との戦闘はネメシスの正気度をガリガリ削けずっていったようだ。

　救いがあるとすれば、倒したらドロップアイテム以外は残らずに消えること。

　そうじゃなければ肉片と体液でネメシスと俺はひどい有様だったはずだ。

『うぅ、まさか御主に嗜し虐ぎやく趣しゆ味みがあるとは思わなんだ……』

「別に趣味でやったわけじゃない。必要だっただけだ」

『……妙みようにフルスイングが多かった気がするが？』

「気にするな」

　見た目はスプラッターだが、大剣フルスイングは脆いアンデッドを粉々にできるので効果的な攻撃と言えよう。まるで洋ゲーのようだった。

　ちなみに【ゾンビ】の呻き声より、粉々になった肉片が付着したときのネメシスの悲鳴の方がよっぽど大きかったが……それも途と中ちゆうから慣れてしまってＢＧＭだった。

「っと、さっきの戦闘で【ジェム】も半分使っちまったな」

【ジェム】とは、対【スピリット】用に用意したアイテムだ。

【スピリット】は幽ゆう霊れいとか人ひと魂だまの類たぐいのモンスターであり、特とく徴ちようとしては物理攻撃が全く効かないことが挙げられる。加えて、ＨＰではなくＭＰやＳＰを減らし、状態異常を付ふ与よする攻撃を使ってくる。

　俺は攻撃魔法スキルを習得していないので手も足も出ず。霊れい体たいに通る可能性がある《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》もＭＰやＳＰの減少分までは倍返しできない。相あい性しようが悪すぎた。

　しかし、この〈墓標迷宮〉に【スピリット】が出るという情報をwikiで見た時点で対策は必ひつ須すであるとわかっていたから、ここに来る前に対たい抗こうアイテムの【ジェム】を購入しておいた。

　この【ジェム―《ホワイトランス》】は使用すると聖属性の光の槍やりが相手を攻撃するため、【スピリット】には非常に有効だった。

　しかしこのアイテムは使い捨てで、しかも一個一〇〇〇リルもする。十個まとめ買いしていたが、ここまでの探索で【ジェム】は五個使用して残りは半分。

　だが……。

『ここまでのドロップでいくらくらいになるかのぅ』

　それが問題だ。まず間ま違ちがいなく使った【ジェム】の代金の一割も稼かせいでいない。

　ここで継けい続ぞく的てきに狩かるために【ジェム】の分は稼いでおきたいが、本当に儲もうからない。

【ゾンビ】や【スケルトン】のドロップはボロボロの衣服やら骨の欠片かけらやらで、そもそも金銭に換かえられるかも怪あやしいものだ。【スピリット】など何も落とさない。

　これが動物系のモンスターなら、毛皮や牙きばなど売れそうなドロップアイテムを残すのだが……このままだとやはり財さい布ふが厳しい。

「もう少しだけ進んでみよう。まだ次の階層への階段も発見していないし」

　ひょっとするとその過程で宝箱でも見つかるかもしれない。

　ダンジョンなのにこれまでそういうものを全く見ていないし。

『了りよう解かいした。……ところでマスター』

「何だ？」

『帰ったら約束通り磨いてもらうからの』

「はいはい」

　いくら体液や肉片は消えるといっても、やはり気分は良くないらしい。
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　探索続行を決めてから数分後、俺達は地上からこの階層に下りるときに使ったのと同じ意い匠しようの階段を見つけた。

「これがあるなら、一階はここで終わりか」

『ボスは居おらなんだのぅ』

「五階層毎ごとに配置されているそうだからな」

〈墓標迷宮〉の様相は五階層でワンセット。地下一階から五階はアンデッドの巣窟で、終点にはアンデッド系のボスが配置されているらしい。

　ボスを倒すと六階への道が開放され、以後はモンスターの種類が変わって繰くり返かえしだ。

　攻略サイトの情報は四十五階まで記述されていたが、そこはドラゴンの階層であるらしい。

　四十五階層のボスは非常に強力で突とつ破ぱ者がいないため、未み踏とう領域と呼ばれている。

　未踏と言うが、正確に言えば攻略サイトの運営者やwikiに書き込んでいる人間の中に攻略した者がいないらしい。四十六階以降を知っていてもアドバンテージとして情報を隠かくしている人もいるのかもしれない。

　まぁ、今は行けない場所のことを考えても仕方ない。

　今日のところはここで帰ろう。

　しかしこのダンジョン、収支については本当にどうしたものかな……。

『マスター』

　考え事をしていると、ネメシスが声を掛けてきた。

　それは注意を促うながす声こわ音ねだった。

「どうした？」

『階段から誰だれか上がってくるぞ』

　言われて、階段に注意を向ける。

　耳を澄すませていると、カツンカツンという足音が階段の下から反はん響きようしている。

　モンスターは階層を移動できないそうなので、これはプレイヤーだろう。

　他のプレイヤーが下層から帰き還かんしようとしているらしい。

　しかし不可解なことに足音は一つだけだ。俺のように低階層でのレベル上げが目的ではなくダンジョンの探索が目的なら、パーティを組んでいそうなものだ。

　疑問に思っていると、カツンカツンと聞こえていた足音が、不意に止まった。




　――次の瞬しゆん間かん、階下から何かが伸のびた。




　その何かは認にん識しきできるギリギリの速さだった。

　階下と距きよ離りがあったから迫ってくることを察知できたが、気づいたときには目の前にあった。

　俺の顔面に目め掛がけて伸びてくるそれは――明らかに俺への攻こう撃げきであった。

「『《カウンターアブソープション》』ッ！」

　スキル名を俺とネメシスが言い終えたとき、何かは展開された光の壁に激げき突とつしていた。

　何かは、鎖くさりだった。

　先せん端たんにピラミッド型の突とつ起きが繋つながったそれは防がれてなお威い圧あつ感かんを発し、《カウンターアブソープション》の壁がなければ一いち撃げきで俺の頭部を粉砕していたことを予感させる。

『この、威い力りよく……！』

　ネメシスが苦しげに声を上げる。

　デミドラグワームや銃じゆう弾だんの化け物の一撃を防いだときにもこんな反応はしなかった。

　つまり、この一撃は、あれらを超こえている……！

『これ、以上、は……！』

　これまであらゆる攻撃を防いできた光の壁に少しずつ罅ひびが入り……、

「ッ！」

　壁が砕ける直前に、鎖が階下へと巻き戻もどった。

　一いつ瞬しゆんの安あん堵ど。

　しかして、鎖の動きが意味することは、

『二撃目が来る！　備えろ！』

　次なる攻撃への予備動作。

　咄とつ嗟さに後方へと跳とんで距離をとる。

「……どうする？」

　ネメシスに、そして自分自身に問いかける。

《カウンターアブソープション》のストックはあと一回あるが……それだけだ。

　次の攻撃を防いだら後がない。

　いつ二撃目が来るかを警けい戒かいしながら、俺は構えていた。

「……、……？」

　だが、待っていても次の攻撃は来なかった。

　階段の方から鎖が飛んでくる気配はなく、代わりに階段を上る足音が再び聞こえ始めた。

『マスター……どちらにする？』

　ネメシスの問いかけの意味を俺は理解している。

　すぐさま背を向けて逃にげ出だすか、上ってくる何者かと対面するか。

　今の一撃で分かる限り、相手との力量差は歴然かつ絶望的。

　いつかのリベンジを誓ちかったあのＰＫよりも差があるように思う。

　できるなら戦わずに済ませたいが、背を向けた瞬間にまた鎖が飛んでくる可能性が脳のう裏りをよぎり、構えたまま動けない。

　……動けないのなら、逃げるのはやめよう。

　迷っていてはどちらを選んでも上う手まくはいかない……ならば賭かけるのは一点。

　相手が姿を現したら次の攻撃も無効化して、二発分のダメージをまとめて倍返しにする。

　当たるのか、その一撃で倒せるのかは分からないが、それしかない。

　ネメシスもまた覚かく悟ごを決めたらしく、俺と気持ちを合わせる。

　そして階下からの足音が大きくなり……その人物は姿を現した。

　青年で、年ねん齢れいは俺より何なん歳さいか年上のようだ。

　顔立ちは整っているが目つきは細く、俗ぞくに言う糸目。

　彼は、奇きみ妙みようないでたちをしていた。

　俺が着けている【ライオット】シリーズと同じく軽装の金属鎧よろいを着込んでいながら、下半身にはなぜか袴はかまを穿はいている。足は金属製のグリーブを履き、両手には先ほどの鎖を三本ずつ持ち、全すべての指に指輪が嵌はまり、頭には羽はね飾かざりのついた帽ぼう子しを被かぶっている。

　極きわめつけに蒼あおいロングコートを肩から着流すように羽織っている。

　一つ一つはおかしくないのだが、全体のコーディネイトを見ると奇妙としか言いようがない。
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　ゲームではよくある「性能の良いものを選んで着ていたら見た目が変になった」感じだ。

　性能が良いと思った理由は、各装備の出来が素人しろうと目めに見てもわかるほど素す晴ばらしいからに他ほかならない。

　奇妙な装いの人は俺を一いち瞥べつし、

「……やっぱり人だった」

　と言ってため息をついた。

　そして……、

「てっきりモンスターかと思って攻撃しちゃいました！　申し訳ない！　ごめんなさい！」

「……え？」

　体をくの字に折って、俺に謝罪したのだった。
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　俺と奇妙な装いの人は階段のある部屋で話すこととなった。

　ネメシスも変身を解除している。

　ちなみに部屋にはその人が置いたモンスター避よけの結界アイテムが使われていて安全だ。

　話してみて分かったが、この人は別にＰＫとかではないらしい。

　また、口調や態度から「どことなくいい人そう」という印象を覚えた。

　で、そんな人がなぜ俺を攻撃したかというと。

「つまり、俺をモンスターと間違えた、と」

「うん、……本当にごめんね」

　どうやら彼は階下から上ってくる際に自分の様子を窺うかがう気配に気づいたらしい。

　見上げると逆光になったシルエットがあり、その姿が人に見えなかったので様子見で攻撃を仕し掛かけた、ということだそうだ。

　……右手が肩の辺りから黒大剣のネメシスと絡からまってるからなぁ。シルエットだとバケモノに見えるかもしれない。

「バケ……!?」

　ネメシスが何やらショックを受けているが、今は放置しよう。

「ところで、君はこんな浅い階層にソロでどうしたんだい？」

「ええ、ちょっとレベル上げを」

「レベル上げ？　何でまたこんなところで。合計は……７か。レベル低い間は外の方が実入りいいし楽じゃないかな？　【聖騎士パラデイン】みたいだから【許可証】は買わなくていいだろうけど」

　……買っちゃいましたけどね。

　あと俺のレベル見えてるんですか？

「知りませんか？　今、初心者狩かり場ばの方がテロで使えないんですよ」

「テロ？」

「はい、初心者狙いのＰＫテロが起きているんです、こっちの時間で三日前から」

「……五日前からここに潜もぐっていたから気づかなかった」

　ネットのチェックもしてなかった、とその人は言った。

「五日間ずっとこの〈墓標迷めい宮きゆう〉におったのか!?　何しに!?」

「ちょっとしたマラソンかな。ソロで潜れるだけ潜って、帰ってくるんだ」

　やりこみプレイみたいだ。

　装備やさっきの攻撃でわかったけどかなりレベルの高い人らしい。

「今回は何階までいけたんですか？」

　俺が興味本位で尋ねると、




「四十八階まではいけたよ。前回より一階だけ記録更こう新しんしたんだ」




　目の前の青年はさらりと、ありえない階数を口にした。

「…………え？」

　攻こう略りやくサイトの猛も者さがパーティを組んで到とう達たつしたのが、地下四十五階。

　その猛者達たちでも到達できなかった未踏領域に、単独で行って生きて帰ってきた？

「御お主ぬしは……」

「あ、僕ぼくの名前はフィガロ。よろしくね」

「俺はレイ・スターリング、こっちは俺の〈エンブリオ〉のネメシスで、…………あ！」

　フィガロ、という名を最初の一瞬は思い出せず……自己紹しよう介かいをしているうちに思い出した。

　フィガロ――【超闘オーヴアー・グ士ラデイエーター】フィガロ。

　それは……アルター王国決けつ闘とうランキング、トップランカーの名前だった。

「ランカーの、フィガロさんですか？」

「うん、そうだよ。闘技場ではよく試合をしているからね」

「闘技場？　それに試合？」

「そう、闘技場。王国だと決闘都市ギデオンにあるね。闘技場での試合は死んでも死なないし、客の入りによって賞金も貰もらえる。楽しいものだよ」

「死んでも死なないって」

「結界があってそういう仕組みになっているんだ。だから気軽に賭け試合として興行されているよ。他に観光名所もあるし、活気に溢あふれた街だから一度は足を運ぶのをお勧めするよ」

　国が滅めつ亡ぼうの危機に瀕していても、人の欲に拠よるところは問題なく動いているようだ。

「ギデオンは王都の南の山を越こえればすぐだから……あ、そうか。初心者狩場がテロで使えないってことは〈サウダ山道〉も封ふう鎖さされてるのか。あそこの往来が途切れるのは……困ったな」

　フィガロさんはそう言って少し考えてから、

「よし。じゃあ僕が何とかしよう」

　と言った。

「さっきのお詫わびもあるからね。〈サウダ山道〉のＰＫは僕が何とかしてみるよ」

「何とかとは、何かのぅ？」

「…………交こう渉しよう？」

　言葉の後ろに疑問符がついていた気がする。

「きっと明日からは使えるようになるはずだから、そしたらレベルを上げてギデオンにおいでよ。僕は大体あそこか、このダンジョンにいるから」

「え、はい」

「よし、じゃあ早さつ速そく行こうかな。あ、これあげる」

　フィガロさんはカバンから小さな石を取り出した。それは俺が使っていたのと同様の【ジェム】だが、色が違い、中に入っている魔ま法ほうが違うようだ。

「《エスケープゲート》、神造ダンジョンからの脱だつ出しゆつ魔つま法ほうが入っているから。今日はここでギリギリまでレベルを上げて帰ればいいと思うよ」

「いいんですか？」

「いいさ。これもお詫びの一環。初心者の君をデスペナさせていたら大変だったからね」

「ありがとうございます」

　本当にありがたい。これがあれば今日は帰路を考えずに限界まで狩っていられる。

　やっぱりこの人はいい人そうだ。

「それにしても、レイ君とネメシスちゃんはいいね」

「？」

「僕の攻撃、耐えたじゃないか」

「ええ、けどそれはそういうスキルですから」

「ダメージじゃなくてさ。僕が上ってきたとき、折れてなかったよね」

　折れてなかった？

　どういうことだろう。

「折れない人は好みだよ。気に入った。いずれ、闘技場で一戦交えてみたいな」

「そうですね」

　フィガロさんの言ったとおりなら闘技場はデスペナルティがないはずだし、それなら純粋にトップランカーの実力にも興味があるので戦ってみたい。

「うん、楽しみだ。後の楽しみのためにもお掃除してくるよ」

「お掃除？」

　そう言って、フィガロさんは立ち上がった。

「じゃあ、またね」

「はい、【ジェム】ありがとうございました」

　フィガロさんはニコニコと笑いながら手を振って、部屋を出て行った。





◇






「【超闘士】フィガロ、か。なんとも予想外の人物だったのぅ」

「そうだな。兄貴に話を聞いたときはもっと偏屈な人だと思ってた」

　たしか戦争への参加を断った理由が「雑な戦いに興味がない」だったし。

　それだけ聞くと何だか偏屈そうだけど、本人の人柄を考えると何か理由があったんだろう。

「よし、それじゃ俺おれ達たちもやるとするか。脱だつ出しゆつ用の【ジェム】ももらったしトコトンやるぞ」

「応。先の一撃と比べればアンデッドなど怖こわくもなんともないからのぅ」

　どうやらさっきの一件で一時的に恐きよう怖ふ感が麻ま痺ひしているらしい。

　ならばちょうどいい。もっと早いペースで進められる。

　さっきまでは何だかんだでネメシスに遠慮していた。

　もう遠慮なしにスプラッター全開でいこう。

「じゃあ狩りの再開だ！」

『ドンと来い！』




　数時間後、俺は大たい剣けんから戻らないまますすり泣くネメシスを、夜明けまで磨みがいていた。
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〈墓標迷宮〉に潜った翌日の午前十時。

　チェックアウトの時間になったので俺は眠い目を擦こすりながら宿屋を出た。

　眠いのは明け方までネメシスを磨いていたためで、当のネメシスは今も寝ている。

　今のネメシスは人間形態でも武器形態でもなく、俺の左手の紋もん章しように入っている。

　これまでは出ずっぱりだったが、本来〈エンブリオ〉は紋章の中に入っているものらしい。

　当然といえば当然だ。そうでなければ兄などは常にガトリング砲ほうや戦車を持ち歩くことになるだろう。物ぶつ騒そうすぎて職務質問不可避だ。

　ネメシスは性格から可能な限り外に出ているが、今は泣き疲れ、眠るのを優先している。

　余程昨日のＺ指定ゾンビ祭りが応こたえたのだろう。

　しかしその甲か斐いもあってレベルは12まで上がり、新たなスキルを二つ習得した。

　それらは《聖騎士の加護》と《瞬間装備》というスキルだ。

《聖騎士の加護》は常時発動の防御スキル。物理魔法問わず受けるダメージを一〇％カットする優れもので、【聖騎士】の代表的なスキルらしい。ＭＰ消費もないしパッシブスキルであるので、使用をオンに設定しておけば常時発動するようだ。

　もう一つの《瞬間装備》は仕し舞まってある武器を瞬時に装備するスキルだ。例の四次元カバン――アイテムボックスに収納している武器を取り出す手間なく装備できる。こちらは【聖騎士】由来ではなく、武器をある程度使っていると覚えるスキルらしい。

　それぞれの注意点は、《聖騎士の加護》は騎士系統以外に転職すると効果がなくなること、《瞬間装備》は一度使うと五分のクールタイムが必要になることだろう。

　……まぁ、そもそも《瞬間装備》に関しては替えの武器を一つも持っていないわけだが。

　ネメシスがそのあたりうるさいし。

『ぐーぐー、他の武器への浮うわ気きはゆるさぬーぬー……』

　……寝言？




　街に出た俺が最初に行ったのは、初心者狩場でのＰＫについての情報収集だった。

　フィガロさんは〈サウダ山道〉が使えるようになると言っていたから、その確かく認にんだ。

　結果はフィガロさんの言っていたとおり、〈サウダ山道〉のＰＫテロが終息したらしい。

　そればかりか、他の三箇か所しよのＰＫテロも収まっているという。

「南はともかく、他もか……」

　俺が死んだ〈ノズ森林〉も含ふくめて、だ。

　南はタイミングからしてフィガロさんが何かしたのだろうけど、他はどうしたのだろう？

　そんな風に疑問に思っていると……、

「あ、レイさーん。こんにちはー！」

「ん？」

　聞き覚えのある声が通りの店先から聞こえた。

　声のした方を見れば、そこには初心者狩場で知り合ったルークが立っていた。

　今日は土汚れもなく端たん整せいな顔を綻ばせている彼かれは、なぜかその店――ティアンが経営する商店――の制服を身につけている。

「こんにちは。そんな格好で何しているんだ？」

「スキル習得も兼かねてアルバイトです」

　話を聞くと、適職診しん断だんの結果でルークが決めたジョブは商人系統に近いものだったらしい。

　だから商店で働くと様々な商人スキルを身につけられるそうだ。

　なるほど、狩場が使えなくてもこうしてスキルを増やすことは出来たのか。

「それで何のジョブになったんだ？」

「【女衒ピンプ】です！」

　ぴんぷ…………女衒ぜげん？

　おい、何で【女衒】なんてジョブがあるんだ。

　未成年をそのジョブに就けていいのか。

　そもそも何で【女衒】が適職なんだ。

『……淫いん魔まを連れていたからじゃ、ないかのぅ』

　収納状態のままのネメシスは眠そうにそう言った。

　なるほど一理ある。

　しかしこのキラキラした顔、ルーク自身は【女衒】の意味を理解しているのだろうか？

「……【女衒】ってどんなスキルがあるんだ？」

「今持っているのはこんなスキルです！」

　そう言ってルークは俺おれにスキルの一覧を見せてくれた。

「…………」

『…………』

　結論から言うと、実に【女衒】だった。

　女性限定で【魅了】を掛かける上にモンスターを一定確率でテイムする《雄性のメールテンプ誘惑テーシヨン》や、配下の雌モンスターや女性の奴ど隷れいを強化する《女魔ま物もの強化》と《女奴隷強化》、仕事の報ほう酬しゆうを増やす《斡あつ旋せん》と……何と言うかご主人様スキル構成だ。

　普ふ通つうなのは、おまけのように付いている《鑑定眼》くらいのものだ。

　しかし、状態異常【魅了】は恐おそろしい。

　ゲームのヘルプによれば、【魅了】は【混乱】という状態異常の上位互換。【魅了】状態になると魅了させた者を守り、その者の敵に対して攻撃するようになる。敵を守り、味方を攻撃してしまう同士討ち状態だ。

　これはプレイヤーも例外ではなく、体が勝手に動いてしまうらしい。

「なんだか偏かたよっていますよね？　【女衒】って魔物使いみたいなジョブなのでしょうか？」

「……似たようなものかな」

　女は魔物って言うし。

　ちなみに教えてもらったので俺のスキル構成も見せた。

　ルークは《聖騎士の加護》と《瞬間装備》を見て、「かっこいいです！」と眼を輝かせていた。

　……素直で良い子っぽいのに何で【女衒】なんだろう。





◇






　ルークはちょうど商店でのアルバイトが止め時だったらしいので、一いつ緒しよに昼食に行くことになった。最初からＰＫテロが終わるまでという話で勤めていたので問題ないそうだ。

　ルークが店先に立っていた三日間は普ふ段だんの五倍は客が来たので助かったとも言っていた。

　ちなみに増えた客は〈マスター〉、ティアンを問わず女性だったそうだ。

　それと、さっきから歩いていて妙に俺達に視線が集まっている。

　もっと言えばルークに女性の視線が集中している。

「凄すごい美少年だわ……可愛すぎてよろめきそう」

「メイキング凝りすぎじゃない？　ていうかどうすればあんな美少年作れるの!?」

「メイキングにしては不自然さがないような」

　周囲の声が耳に入ったのでちらりとルークの顔を見る。

「……ふむ」

　最初に会ったときは戦せん闘とうの汚れなどもあり美少年としか思わなかったが、こうして身み奇ぎ麗れいにしているときは絶世の美少年であると断言できる。

　少年期から青年期へ至る過程の奇き跡せきのような時間が生み出す美少年だった。

　白銀の髪かみも合わさり、まるで雪の儚はかなさを体現した妖よう精せいのようだ。

『……おいマスター。私を初めて見たときより容姿の評価が高くないかの？』

　ノーコメント。

「ところでルーク。始めるときのメイキングってどうした？」

「髪の色を変えました」

「……それだけ？」

「はい」

　つまりはリアルにいるのかよこの絶世美少年……〈エンブリオ〉がバビだったのも、ジョブが【女衒】なのも全ては美少年だからかもしれない。

『【女衒】　※ただしイケメンに限る』みたいな業界なのだろうか。

「隣となりの金きん髪ぱつくんとはどういう関係なのかな？」

「そりゃあ、受け攻めでしょう？」

「どっちが受け？」

「「金髪」」

「やっぱり美少年君の微笑ほほえみ鬼き畜ちく攻めよね！」

　周りからなんだか背筋が寒くなる会話が聞こえた気がするが聞かなかったことにする。

「そういえばバビの姿を見ないがどこにいるんだ？」

　ネメシスみたいに紋章に入っているのだろうか。

「バビもアルバイト中です。この近くのマッサージ店で」

「マッサージ店……」

　淫魔のマッサージ店って……語感が卑ひ猥わいすぎる。

　……なんて考えていたのだが、実際に店に行ってみると大通りに並ぶ健全な店だった。

「……マッサージ店だな」

「ええ。マッサージ店ですけど？」

「ルークー！　仕事終わったよー！」

　タイミングよく店から出てきたバビは、パタパタとルークの隣に飛んできた。

「あ、レイとネメシスこんにちはー！」

「こんにちは」

「うむ、久しぶりだな」

　ネメシスももう俺の左手から出て人間形態に戻っている。

　さて、面メン子ツも揃そろったし昼食にしよう。

　この近くには兄から教えてもらった店があるので、折せつ角かくだからそこにしよう。

　あの兄が勧すすめてくる店なら外れないだろうし。
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　俺達は店の料理に舌した鼓つづみを打ちながら情報交換と世間話の続きをしていた。

　ルークとバビはここ数日、働いていたときの話を、俺達は兄から教えてもらった狩場の情報や〈墓標迷宮〉の話をした。

「今日ねー、スキル増えたよー」

　バビの方もルークとは別にスキルを習得したらしい。人に近いガードナーの〈エンブリオ〉は人間と同じように、仕事や修業で学習してスキルを習得することも多いとのこと。

　ちなみにバビのスキル構成だが、男性を【魅了】する《小淫魔リリム・テンの誘惑プテーシヨン》というスキルがあった。ルークと対ついになっている形で、二人揃うと男女両方に対して非常に高いアドバンテージを持っている。

　さらには【魅了】が掛かった相手からＨＰ、ＭＰ、ＳＰをドレインする《小淫魔の吸精リリム・ドレイン》なるスキルもある。

　ちなみにマッサージ店のバイトでは《天使のマッサージ》という【疲ひ労ろう】を回復するスキルを覚えたらしい。

「ところでネメシスさんのスキルを見ていて気になったのですけど、《カウンターアブソープション》と《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》ってネメシスさんだけでも使えますか？」

　たしか《カウンターアブソープション》は初めて会ったときに使っていたが、《復讐》の方はどうなのだろう？

「《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》は使えぬ。あれは武器となり、装備されて初めて使えるものだからの」

「へぇ、そうだったのか」

　ネメシス自身の追加説明によれば前者はガードナー寄り、後者はアームズ寄りのスキルだと言う。ガードナーは独立型だが、アームズやチャリオッツは装備前提のスキルが多いそうだ。

「そういえばスキルは聞いたけどルークのレベルって幾つだ？」

　ここしばらくはレベル上げできないし、最後に会ったときから考えて５くらいか？

「25です」

「にじゅごッ!?」

　俺の倍以上!?

「ちょ!?　この数日どこでレベル上げたんだ？　狩場は使えなかったはずじゃ」

　いや、使っていたってそんなに上がるものか!?

「はい。狩かりは出来なかったんですけど、女衒ギルドの仕事をクリアしたら経験値を貰えましたから」

「【女衒】ギルドの仕事？」

　俺は知らなかったのだが、ジョブに就つくとそのジョブ系統のギルドでしか請けられないクエストを受注でき、クリアすると経験値が入るらしい。

　もっとも、非戦闘職以外のジョブは基本的に討とう伐ばつや護衛がクエスト内容となるらしいので、低レベルの初心者ではどの道意味がないことだろう。

　俺の場合、実力が伴わないのに上級職の【聖騎士】だから尚更だ。

「なるほど……だが」

　気になることが一つ。

「……【女衒】にしか出来ない仕事？」

　それってもれなく十八禁じゃないのか？

「僕がクリアしたのは絵画モデルを紹しよう介かいする仕事でした。これクエストの写しです」

「どれどれ」




【モデル募集　巨匠グランツィアン・バレノー　難易度：六】

　アルター王国が誇ほこる大芸術家グランツィアンが新作絵画のモデルを探しています。

　グランツィアンが納なつ得とくするモデルを連れてきてください。

　モデルによってはヌードです。

　※グランツィアンは極めて気難しく、求めるハードルも雲のように高いので注意。




「…………」

　難易度：六って、俺がミリアーヌ助けに行ったクエストよりも難易度高いんだけど……。

「で、この依頼でバビを紹介してクリアした、と」

「いえ、最初はその予定だったんですけど」





◇◇◇






「すみません、【女衒】ギルドからモデルの紹介に来たルークというものですが」

「フン、またあの下半身だけの能無し共の仲間か。お前らときたらブス不細工ばかり連れてきおって。で、どんな……………………」

「あの、どうかなさいましたか？」

「採用―――――!!」





◇◇◇






「なぜか僕がモデルすることになってしまって。レベルは上がったしグランツィアンさん喜んでくれたから良かったですけど」

「……うん、良かったな」

　本当に『※ただしイケメンに限る』だな……。
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　昼食を食べ終わる頃ころには俺とルークはお互たがいの近況を話し終えていた。

　俺は始めてからここまで珍しい経験をしたと思ったものだが、ルークも中々だった。

　これは俺とルークが稀け有うな経験をしているのか、それともここでは珍事に遭遇する確率がデフォルトでこんなものなのか。

「ところでレイさん」

「ん？　どした？」

「さっきのＰＫのお話で一点気になったんですけど」

　……多分、俺が考え込んでいたのと同じ部分だな。

「レイさんがお会いしたフィガロさんは、南のＰＫを何とかするって言っていたんですよね？」

「ああ、決闘都市の通り道になっている南の狩場をどうにかしてくれるって話だった」

「でも、今は全部の狩場でＰＫが止まっていますよね？」

　そう。ちょうどルークに再会する直前まで、俺もそれを疑問に思っていた。

　トップランカーであるフィガロさんなら、狩場のＰＫをやめさせてもあまり不思議はない。

　それこそ、まとめてデスペナすれば最低三日間はＰＫ活動ができないだろうから。

　でも、フィガロさんは南の〈サウダ山道〉についてしか言及していなかった。

　だから、他の場所のＰＫも同様に止まっているのが不思議だった。

「考えられるケースは三つある」

「聞かせてください」

「一つ、フィガロさんがついでに他の三箇所もどうにかしてくれたケース」

　でもこれは多分無い。あの人は自分の拠点である決闘都市への交通網を修繕するために南の狩場の問題を解決はするだろう。

　けど、他の狩場まで解決する理由があの人にはない。

「二つ、南の狩場でＰＫ問題が片付いたのを知ったから他の三箇所が手を引いた」

　これも、どうだろう。

　さっきはまとめてデスペナすれば三日間ＰＫは動けないと思ったが、今回の事件は計画的なテロで、目的はアルター王国所属プレイヤーの戦力増強阻止であるらしい。

　王国の東西南北を押さえるその動きからも、一つの意思で動いていることは明らかだ。

　なら、一箇所が駄だ目めになったからとやめることはない。南が駄目になっても他が無事なら、他のエリアから南に補充が来そうなものだ。

「…………」

　いや、ひょっとしたらフィガロさんのとった対応策は俺が考えているような小規模で場当たり的なものではなく、もっと大きなこと……例えばＰＫ陣じん営えいとの交渉だったのかもしれない。

　それなら四方全て片付いても不思議はない。

　でも、どうだろう？

　フィガロさんはいい人だけれど……そんな風に動く人だろうか？

　短い間ではあるが、何となくフィガロさんから受けた印象と違ちがう気がする。

　正体不明の相手＝俺を初手で殺しにかかる人だし。

　根は脳筋……もとい大おお雑ざつ把ぱな人に思える。

「あの、レイさん。最後の三つ目は？」

　おっと、一人で考え込んでしまった。

　俺は三つ目の……消去法の回答を口にする。




「三つ目、……南以外の場所は同時期に別の人物の手で片付いた」




　フィガロさんが全部やったわけでもなく、相手が退ひいたわけでもないのなら……他の誰だれかがフィガロさんと同じことを別の方面の狩場で行った。

　なにせ連中がやっていたことはＰＫ、迷めい惑わくに思う人は大勢いるだろう。

　だから、ＰＫを排除できる人がフィガロさんと時を同じくして動いたのではないだろうか。

　意味のある偶然の一致……いわゆるシンクロニシティという奴やつが起きたのではないかと、俺は消去法で推測したわけだ。




「はいそれ正解ですねー」




　唐とう突とつだった。

　いつの間にか丸テーブルの、俺とルークの間の席に見知らぬ女性が座っていた。

　こうして俺の隣に座っているのに、声を掛けられるまでまったく気づかなかった。

　だと言うのに、その女性はなぜ気づかなかったのか不思議なほど特とく徴ちよう的てきな容姿をしている。

　首を覆う程度の黒髪で年ねん齢れいは俺と同じくらいでこれは普通だが……問題は服装だ。

　彼かの女じよは奇きみ妙みような服装をしていた……と言うとフィガロさんと感想が被るがベクトルが逆だ。

　あの人はファンタジーらしく、けれど統一性のない衣装だった。

　彼女は逆に統一された格好はしている。

　しかしそれはファンタジーに似合わない、男性用のビジネススーツだった。

　おまけに顔にはサングラスをかけている。

　ここがファンタジーな世界観ではなく、リアルならばさほど違い和わ感かんは無かっただろう。

　強しいて言えば、屋内なのに掛けているサングラスだけが違和感か。

「あの、あなたは？」

　俺が彼女を観察している間に、ルークが女性に話しかける。

「ああ、失礼。面おも白しろそうな話をしていたので首を突っ込んでしまいました。ボクはこういうものです」

　女性でありながら「ボク」という一人称を使った彼女は、名刺……ではなく名前とジョブなどが書かれた簡易ステータスウィンドウを見せた。




ネーム：【マリー・アドラー】

ジョブ：【記者ジヤーナリスト】（所属出版社：〈ＤＩＮ〉）




【女衒】なんてジョブがあったから驚かないけど、【記者】もあるのか。ジョブの幅はば広いな。

「〈ＤＩＮ〉って？」

「〈デンドログラム・インフォメーション・ネットワーク〉の略ですねー。昔風に言えばブン屋。ちょっと格好つけると国境なき情報屋集団です。国々で情報をゲットして他の国に売り払うんですねー」

「……それ今のご時勢で大だい丈じよう夫ぶなのか」

　王国は今まさに隣国と戦争中。国の情報を他国に流す奴とか真っ先にとっ捕まりそうだが。

「そこは各国のお偉方には〈ＤＩＮ〉のファンも多いので。ボクは下したっ端ぱだから市民や〈マスター〉向けの情報専門ですけど」

「例えば」

「市民向けでは、黄河で山一杯に繁殖したパンダを撮ったり描いたりしましたね」

　……掲けい示じ板ばんで見たなそれ。

「〈マスター〉向けは、ここ最近アルター王国周辺を騒がせたＰＫテロのお話ですねー」

「…………ふむ」







[image: ]







　その情報を扱あつかっているのなら、彼女は今回の一件が解決した流れについて知っているのか？

「先刻、正解だと言っておったが……御主は事の真相を知っておるのか？」

「聞きます？　一箇所六〇〇リル。四箇所セットはお得な二〇〇〇リルとなっております」

　なるほど、思わせぶりな登場は情報を売りつけるためか。

　悔しいが興味は引かれているし、何があったかも気になっている。

「……払う」

「あ！　レイさん、僕も半分出します！」

　俺とルークで一〇〇〇リルずつ出しあった。

「毎度あり。まず結論から言ってしまいますと、ここ王都アルテアの東西南北の狩かり場ばを占拠していたＰＫは全すべて壊滅させられました」

　いきなり穏やかではない単語が飛び出した。

「壊滅ってのは？」

「狩場にいたＰＫは、ほぼ全員デスペナですね。あんなおっかないことがあった以上、もう仕事には来ないでしょう。クランによっては解散するかもしれませんね」

　仕事？　クラン？

「えっと……」

「あ、そうでした。前提情報の提示が足りませんでした。実は今回のＰＫ集団は複数のＰＫクランの連合だったのです」

「連合……？」

　単独じゃないとは言われていたけど、ＰＫクランの連合ね。

　……いや、連合組めるほどＰＫクランあるのかよこの国。

「はい。

　東の〈イースター平原〉は〈Ｋ＆Ｒカアル〉

　南の〈サウダ山道〉は〈凶城マツドキヤツスル〉

　西の〈ウェズ海道〉は〈ゴブリンストリート〉

　以上、三つのＰＫを生なり業わいとしたクランが陣取っていました」

　二つほど露ろ骨こつに悪役なクラン名だ。狙ねらってつけたのだろうか。

　……はて、肝かん心じんの北は？

「彼らの動機ですが、彼らを雇い入れてＰＫを指示した人物がいたからだそうです」

「ドライフですか？」

　ルークが尋たずねると、マリーはお手上げという風に軽く両手を上げて首を左右に振ふる。

「噂うわさではそうですけど、〈ＤＩＮ〉ではまだそこまでの事実確認に至っていないので、分かりませんとお答えします」

　まぁ、今この国が被害を受けて喜ぶのは戦争中のドライフだから可能性は高いよな。

　やっぱり直接的過ぎる気はするが。

「ＰＫクランにしてみれば、今回の件はＰＫの場所を変えただけで追加報酬もらえてヒャッハーだったのでしょうが、世の中そうそう美う味まい話はないのです。彼らはとある四人の〈マスター〉の働きによって壊滅しました」

「四人……」

　たった四人の〈マスター〉で、東西南北のＰＫを壊滅。

　そんな真ま似ねが……いや、南はあのフィガロさんだ。

　なら、他の狩場も……。




「そう、アルター王国に属する四人の〈超級スペリオル〉が動き……全てのＰＫクランが殲せん滅めつされたのです」




〈超級〉。

〈エンブリオ〉を最終到とう達たつ形態である第七にまで進化させた者達たち。

　現状、ゲーム全体でも百人に満たないと言われる最上級プレイヤー層。

「〝正体不明〟【破壊キング・オブ王・デストロイ】、〝無限連れん鎖さ〟のフィガロ、〝月世界〟の扶ふ桑そう月つく夜よ、〝酒池肉林〟のレイレイ。彼らが各狩場に巣食っていたＰＫクランを一人一つずつ殲滅した形ですねー。ああ、扶桑月夜に関しては彼女のクランと一緒ですけど」

「へぇ……」

　フィガロさん、〝無限連鎖〟って二つ名だったのか……鎖くさり使いだから？

　あと【破壊王】の二つ名の〝正体不明〟ってなんだよ。

　名前も出てないし変な奴なのか？

「それではこちらをご覧くださいねー」

　マリーは水晶玉を取り出してテーブルの上に置いた。

「それは？」

「んー、映像メディアみたいなものです。魔ま法ほうカメラで録画した映像を映せます」

　魔法カメラ……まぁ魔法で動くビデオカメラなのだろうけど、運営は魔法ってつければ何でもいいと思っているのだろうか。

「〈ＤＩＮ〉は近頃事件や騒そう動どうが多いアルター王国に秘密で隠かくしカメ……こほん、情報収集設備を増やしたんですけどね」

　……ご法はつ度とな隠し撮りかー。

「それに今回のテロ事件の終焉が映っていたのです。ここにあるのはその一部始終」

　マリーは手元の水晶玉を起動させる。

「まずは、先ほどお二人が話されていた南……、〝無限連鎖〟のフィガロのところから映しましょう」







第五話　〈超級〉







　■　〈凶城マツドキヤツスル〉オーナー　【鎧巨フルアーマー人ジヤイアント】バルバロイ・バッド・バーン




　デンドロにはプレイヤー間で戦う術すべが二通りある。

　一つは決けつ闘とう。闘技場でお互いに条件とルール、賭かけるアイテムを決めて戦闘を行う。ＨＰは０になっても死亡せず、戦闘終了時にはダメージもなかったことになる〝お遊び〟。

　もう一つはＰＫ。プレイヤーを闘技場外で攻こう撃げきし、最終的にはデスペナルティに追い込む。

　死亡したプレイヤーはランダムで金やアイテムを落とす。モンスターと同じように。

　決闘の賭けで負けても、ＰＫに敗れて落としても、失うものはさして変わらない（任意かランダムの違いはあるが）。

　決闘とＰＫの大きな違いは倒されたほうが死ぬか死なないかの一点。

　だから決闘専門の奴らがいる。

　だからこそＰＫ専門の俺らがいる。

　クラン〈凶城〉のリーダーである俺……バルバロイ・バッド・バーンはＰＫが大好きだ。

　今も仲間とＰＫをエンジョイしている。

「うわぁぁ！　うわああああ！」

　小学生ほどの見た目の初心者プレイヤー――恐らく実年齢もその程度――は泣きながら初期装備を振るい、何度も切りつけてくる。

　しかしいくらやってもダメージは０だ。

『クハハ、どうしたぁ？　１ダメージでも食らわせたら見逃してやるぞ？』

　無理だろうけどな。

　こっちは耐たい久きゆう特化の上級職【鎧巨フルアーマー人ジヤイアント】。

　おまけにダメージ二割減の《ダメージ減少》と、５００ダメージ減算する《ダメージ軽減》も積んでいるから低レベルの初心者じゃクリティカルが出ようと０ダメージだ。

「うぅ！　うぅうう！」

　初心者は攻撃しながら、それでも必死に逃にげようとしている。

　しかし逃げようとしても、退路を塞ぐ俺の方が速い。鈍重なジョブだがそれでも初心者よりは遥はるかに速いし、俺の〈エンブリオ〉の能力もある。

　それにログアウトもさせない。

　このゲームのログアウトは三〇秒程度の時間が必要だ。三〇秒、誰にも触れられず攻撃もされてない状じよう況きようでなければログアウトは出来ない。

　犯罪防止用であるが犯罪にも使われる。

　もっとも、ＰＫは禁止行こう為いではないので犯罪じゃないが。

　ちなみにハラスメント対策なのか〈自害〉は可能だ。

　仮に指一本動かなくてもやろうと思えば即そくデスペナになれる。代償にＰＫされたときより派手にアイテムや金銭をドロップするので、そんなことをする奴はほぼいないが。

『はーい時間切れー』

「あ」

　必死に無む駄だな足あ掻がきをしていた初心者に両手に持った大盾を振り下ろす。

　直径一メートルの円形の盾は巨きよ大だいなスタンプとなって地面に跡あとを残した。

　インクはプレイヤーだ。デスペナになってすぐに跡形もなく消えるけどな。

　しかし俺はＣＧ視点だから良いが、リアル視点だとグロだよな今の。

　リアル視点の奴って何考えてんだろうか。アンデッドとの戦闘とかひでえことになるのに。

「イーッヒッヒ！　マジ外げ道どうッすね！　あの坊ちゃんかわいそかわいそー！」

「クハハ、やべえなぁ、今日はトマト食えねぇっすわ」

『なら夕飯はチーズハンバーグにするかー？　ミンチ肉なら用意できるぜ？』

「勘弁してくださいよぉ（笑）」

　一緒に行動していたクランメンバー達の囃はやし立てに、如い何かにもゲスの言葉で返す。

　悪人のロールプレイは楽しい。

　普段は出せない自分の地が出ているためかもしれない。

　今笑いながら野次を飛ばしている晩ブルは、リアルでは夫と子供がいる公務員だったはずだが……そんなリアルは今関係ない。

『リアルは忘れてＰＫをエンジョイ＆エキサイティング』、それが〈凶城〉のモットーだ。

　やられる方は全くエンジョイできないだろうが知ったことじゃない。

　戦せん闘とう力りよくを競きそうゲームで弱い奴が悪い。

「ＰＫがトラウマになってゲームからはなれる奴もいるらしいっすよー」

『知ったことじゃないな』

　本当に知ったことじゃない。

　殺すのも殺されるのもゲームのうちだろうがよ。

「今の小僧を入れてここで殺したのは何人だったっすかねぇ、オカシラ」

『俺がやった分も五十までは数えていたがな』

〈凶城〉は王都の南にある〈サウダ山道〉に網を張り、通りかかるプレイヤーをＰＫしている。

　殺せるプレイヤーを殺しているだけだが、今のところは全員俺が殺せるレベルだ。

　ＰＫ退治に乗り出してきた連中も含ふくめて、俺とクランメンバーで全員ぶっ殺した。

「しっかし、いいもんっすねー、このお仕事。ＰＫするだけでジャンジャンお金が手に入るっつーんだから」

『だなぁ』

　仕事。そう俺らは仕事でここのＰＫをしている。

　プレイヤーのデスペナルティ一回につき一律一万リルの報酬。

　期限はゲーム内期間で一ヶか月げつ。

　好条件だ。ここが初心者狩場で雑ざ魚こばかりって状況がさらにいい。

　初日は入れ食いで、あの日だけで一〇〇万リルを超こえた。笑いが出る。

　一大ニュースになっていたのも面白い。

　俺おれらは北の奴と違って姿を隠していないから知られちまったが、それも悪役冥みよ利うりに尽きる。

「でも最近はあんまりプレイヤー来ないっすねー。やっぱりみんなびびっちまったのかなー。あ、昨日酒場で聞いたんすけど東の連中も暇してるらしいっすよ」

　王都周辺の他の三方の狩場には別のＰＫが網を張っている。

　うちと東西のクランは、どいつもこいつも人の迷惑考えずにＰＫ三ざん昧まいのＤＱＮ共だ。

「でも西の〈ゴブリンストリート〉は副収入で儲もうかってるみたいで」

「あいつらはなぁ、ＮＰＣでも関係なく狙うからなぁ」

「怖こわくないんすかねぇ」

「さぁなぁ」

　ＰＫは犯罪じゃない。デンドロの法律では、〈マスター〉同士の争いはノータッチだからだ。

　だが、ＮＰＣをやるのは犯罪だ。

　相手が犯罪者とか、襲おそわれたから正当防衛とか、戦争イベントとか……諸もろ々もろの理由なくＮＰＣをやっちまうと、ＮＰＣ間の犯罪みたいに国から指名手配されちまう。

　国内で指名手配されるとその国ではセーブポイントが使えない。

　それだけならまだ他の国に拠点を変えればいいだけだが、やりすぎると全部の国で指名手配されちまう。七ヶ国全部で指名手配されたらもうダメだ。どの国でもセーブポイントが設定できなくなる。

　デスペナルティになったとき、セーブポイントに戻もどれないと問答無用であそこに送られちまうことを考えれば、リスクが高すぎる。

〈ゴブリンストリート〉の連中は予あらかじめカルディナあたりにもセーブポイントをとってあるんだろうが、うちはそこまでしてＮＰＣを狙うつもりもねぇ。

　それにＮＰＣ狙いは気分も良くない。

　前に犯罪者のＮＰＣを殺やったことはあるが、高いツボ割るみたいで嫌いやな感じだったしなぁ。

　そんな訳でうちの狩場はＮＰＣ素通しだ。

　まー、ＮＰＣの方がびびって通りゃしねーけど。

「やっぱりＰＫだけしてるのが一番気楽で楽しいよなぁ」

「そうっすよねー。西の連中はホントやばいっすわー。同じＰＫだけど近づきたくもねぇー」

『…………』

　もっとも、俺からするとＮＰＣもお構いなく狙う西よりも……北が怖い。

　北の〈ノズ森林〉に網を張っている奴が一番やばい。

　北はクランではなく一人のＰＫだけだ。

　俺はそいつの名前を知らない。

　手管も姿を隠すのが上手いことと……日課しか知らない。

　日課、そう日課だ。

　奴はデンドロでずっと殺し屋プレイをしているらしい。

　誰だれ某それにやられて憎いとか、嫌がらせを受けているとか、他のプレイヤーに対して復ふく讐しゆうや怨うらみの念を抱くプレイヤーがいる。

　奴は普ふ段だんからそういう奴らの依頼でプレイヤーを殺している。

　聞いた話では指名手配された〈超級〉の暗殺を依頼されたこともあったそうだ。

〈超級〉は〈エンブリオ〉を第七形態へと進化させた最強のプレイヤー層。そんな奴、普ふ通つうは喧嘩を売ろうとは思わない。俺も御免だ。

　だが、奴は自分も大きなダメージを負いながらも、〈超級〉をデスペナルティに追い込み、あそこに送り込んだらしい。

　そこでついた通り名が〈超級殺し〉。

　今は仕事仲間だが出来れば会いたくない。

　俺も負ける気はしないが殺し屋なんて粘着質な輩やからはただのＰＫよりも、ＮＰＣ殺しよりも性た質ちが悪い。関わらないのが正解だ。

『おかしら～、次の獲え物ものきましたぜー』

　クランメンバーから連れん絡らくが入った。

　クランのメンバー間でのみ通話可能なアイテムによるものだ。

　俺らは六人パーティを六つ組み、各パーティのメンバーを分散してから再編成した六人組でこのエリアの六箇所を張っている。

　奇襲を受けて一つのエリアの面子が一いつ瞬しゆんで壊滅しても、本来のパーティメンバーは簡易ステータスから異常があったことをすぐに察知できる仕組み。使い慣れた多人数戦用の戦術だ。

『うお、すげえ、かなり良さそうな装備してやがりますよこのカモ』

『へぇ、初心者じゃないってことは俺らを狩りに来た奴か？』

『そうみたいですぜ。けど一人しかいねえ』

『一人ぃ？　ならいいじゃねーかよー。さっさと襲って脅おどして装備を奪って殺しちまえばよぉ』

『ヒィッヒッヒ、そりゃあいい。今日はあの装備売って派手に宴えん会かいでも』




【パーティメンバー〈ジョーダンα〉が死亡しました】

【蘇そ生せい可能時間経過】

【〈ジョーダンα〉はデスペナルティによりログアウトしました】




　あ？




『お、おい！　ジョーダンは名前だけにしろよ！　いきなりこんなことされたらビビっ』




【パーティメンバー〈ロワード・ベルトマルス〉が死亡しました】

【蘇生可能時間経過】

【〈ロワード・ベルトマルス〉はデスペナルティによりログアウトしました】




　また一人、通話中のパーティメンバーが死んだ。

　蘇生可能時間は、蘇生のアイテムや魔法が効果のある時間のこと。その時間内に蘇生させればデスペナルティにならずに済むが……この猶予は死体の損壊状態によって異なる。

　今の二回はほとんどタイムラグなしの即死。

　一瞬でどれだけぐちゃぐちゃにぶっ壊されたのか。

　俺と同じポイントで張っていたクランのメンバーにも問うが、一様に青い顔をしている。

　どうやら今の二人と同じ場所に配置していた連中は全て死んだようだ。

　今の僅わずかな時間で二箇か所しよ、十二人のメンバーが同時に、かつ高速で殺されている。

　プレイヤー集団による同時襲撃？

　あり得ない。各ポイントには《索さく敵てき》スキルに優れた奴を一人は入れている。

　そいつらが全員気づかないうちに同時攻撃の準備を整えられるか？

　……しかし逆に言えばもう見つかっている上に……一人なら。

『ぷ、プレイヤーだ！　アルター王国のプレイヤーだ！　鎖が見えた！　鎖がマルロを』




【パーティメンバー〈魔まムドー〉が死亡しました】

【蘇生可能時間経過】

【〈魔ムドー〉はデスペナルティによりログアウトしました】




　更なるメンバーの絶ぜつ叫きようと断絶が三つ目のポイントの死を告げる。

　しかし今死んだメンバーは使える情報を残した。

　鎖……鎖使いのプレイヤー。

　そしてそいつは十中八九直前に見つけていた、良い装備のカモだ。

　うちのメンバーをここまで一方的に殺さつ戮りくするのだ。只ただ者ものではない。

　そしてアルター王国には……鎖を使う有名なプレイヤーがいる。

　その名は。

『ふぃ、フィガロだあぁぁぁああ!?　【超闘士】フィガロがなんどぅえこんなところにぃいぃいい!?　ほべっ』




【パーティメンバー〈モヒカンＸ〉が死亡しました】

【蘇生可能時間経過】

【〈モヒカンＸ〉はデスペナルティによりログアウトしました】




【超闘士】フィガロ。

〝無限連鎖〟、〈アルター王国三巨きよ頭とう〉、決闘都市の留守王、etc……様々な異名で呼ばれる、アルター王国、そしてこのゲーム有数の実力者。

〈超級〉の一人であり神造ダンジョンにソロで潜り続けているとも噂されている奇人。

　そんな奴が、この山中にいる。

　明らかに俺おれ達たちに対する敵意を持って。

　考えられないことじゃない。

　王国のプレイヤーにテロをやったのだから、王国のランカーが潰つぶしにきてもおかしくない。

　だが、フィガロというプレイヤーの風聞はそういう行動からは縁えん遠いものだったはずだ。

　延々とダンジョンに潜もぐるかコロシアムで決闘するだけの男だと聞いている。

　あの戦争にも参加しなかったはずの男だが……。




【パーティメンバー〈夢色吾郎〉が死亡しました】

【蘇生可能時間経過】

【〈夢色吾郎〉はデスペナルティによりログアウトしました】




　――ザザ




『ッ！』

　五箇所目、ここを除いた最後のポイントの壊滅を告げるアナウンスと同時に、身につけた《殺気感知》スキルが俺に迫せまる攻撃の意図を伝えた。

　何ど処こから来るかは分からない。

　だが来るのが分かっていれば俺ならば対処できる。

　直後に飛来したのは――四角錘すいに似た突とつ起き物を繋つないだ鎖。

『《アストロガード》！』

　瞬時に【鎧巨人】の防ぼう御ぎよスキルを発動――移動を封じられる代わりに防御力を五倍にする。

　これにより俺の防御力は１５０００を上回り、最硬となる。

　鎖は恐るべき威い力りよくを伴って盾に激げき突とつした。

『……ほぉ！』

　ＨＰが減っている。

　防御力１５０００オーバー、なおかつ二割減した上で５００ダメージ軽減する鉄てつ壁ぺきのスキル構成を抜いてくるか。

　他所に配置したメンバーが回復の猶予なくブッ殺されるのも道理だ。

　なお、俺に弾はじかれた鎖は、

「ぐえっすりゃぁ!?」

　俺の傍そばにいた晩ブルを襲って粉ふん砕さいした。

　晩ブルだけでなく、このポイントにいた連中は俺以外の全員が鎖によって攪かく拌はんされ、バラバラになって消えていく。

『……すまんな。俺は移動できんので庇かばえねえよ』

　そうして周囲に生存者はいなくなり、もう誰からの通信も聞こえてこない。

　どうやらクランのメンバーは全ぜん滅めつし……全員デスペナ送りのようだ。

　俺は《アストロガード》の体勢を崩くずさず不動を維い持じ。

　今動いているのは俺に当たって金属質な激突音と僅かばかりのダメージを生じさせる鎖と、鎖を辿たどった先にいる奴――【超闘士】フィガロだけだ。

　フィガロは、鎖を辿って山道の向こうから現れた。

　顔立ちは整っており、俺と違ってメイキングに手を掛かけず、自分の顔をデフォルトにいじったのであれば元から相当の美形だろう。

　奇き天て烈れつな格好をしていたが、アイテムの名めい称しようや価値を判定する《鑑定眼》スキルを持っている俺にはそれが全て強力なレア装備であると理解できる。

　レアすぎて、俺の《鑑定眼》のレベルじゃ性能を把は握あくできないものもある。

『当たり前のように〈ＵＢＭ〉の特典武具を複数装備しやがって……』

〈ＵＢＭ――ユニーク・ボス・モンスター〉のＭＶＰ特典は譲渡不可でランダムドロップもしねぇからなぁ……手強いだけで美う味まくもねえ。

　だが、顔よりも装いよりも今のフィガロの体には見逃せない重要な要素があった。

　それは両りよう腕うでに絡からみついた何本もの紅あかい鎖。

　このゲームで装備できる武器防具の数には限りがある。武器は基本一つ、あるいは俺の盾のように右手と左手に一つずつ。加えて投とう擲てき武器や【ジェム】といったアイテムを使うくらいが通常使用可能な武器の限界数だ。

　だがあいつは片腕に三本ずつ、計六本の鎖を絡めている。

　六本に見えて実は一つ、でもなく鎖の一本一本全てが【紅蓮鎖獄クリムゾンデの看守ツドキーパー】という名称の独立した武器だ。

　フィガロが動かしている風でもないのに、六本の鎖は自動で動き、伸のびて俺を攻撃している。

　さもありなん。

　鑑定結果によれば【紅蓮鎖獄の看守】は《自動索敵》と《射程延長》の二つのスキルを持っている。実に使い勝手の良さそうな武器だ。

　そして《鑑定眼》が効果を発揮していることから、〈エンブリオ〉でないこともわかる。

　つまり奴は本当に合計六つの武器を操っているのだ。

　明らかに装備数を超過しているが、闘士系統には装備数を増やすスキルがあったはずだ。

　それは精々三つが限度だったが、超級職の【超闘士】ならばそのスキルの強化型としてより多くの武器を装備できても不思議ではない。

　つまり奴は〈エンブリオ〉を使わず、【超闘士】のスキルと所有装備だけで俺達を殲滅しているのか？

「今日はよく防がれる日だね」

　フィガロは開口一番、そんな訳の分からない台詞せりふを吐いた。

「【鎧巨人】の君は良い防御力をしている。これだけの硬さは中々いない。〈エンブリオ〉も防御を得意としているのかな？」

『…………』

　べらべらと考察を述べているが、俺にはそれに答える義理はない。

　ブラフを言ってもいいが、あいつが《真偽判定》――相手が嘘うそを吐くとスキル所持プレイヤーに告知が出るセンススキル――を持っていたらバレる。

　俺の〈エンブリオ〉の能力が防御系などではないということが。

「……ん、やっぱり君以外のＰＫは片付いたようだ」

　奴やつは気配を察したのか、それとも《自動索敵》の鎖が俺にしか反応していないのを見て取ったのかそう言った。

　こいつ、やはり俺達を、王都近きん隣りんのＰＫを狙っていたか。

「ところで、君がこの一帯のＰＫ集団のリーダーでいいのかな？」

『……そうだと言ったら？』

「僕ぼくの目的は決闘都市と王都間の交通の正常化だから、この〈山道〉からの撤てつ退たいを確約してくれるなら見逃すけれど」

『…………うちのクランメンバー皆殺しにしてから言うことか？』

「じゃないと交こう渉しようにも乗らないだろう？」

　違ちがいない。

　殲滅されるまでカモとしか認にん識しきしていなかったのだから、何を言われてもまず襲っただろう。

〈超級〉がここまでうちのメンバーと戦力差があるとは知らなかったからな。

『…………』

　が、俺と……第六形態の〈エンブリオ〉を持つ〈マスター〉となら、どの程度差がある？

　俺の〈エンブリオ〉の必殺スキルを直ちよく撃げきさせれば……殺れるんじゃないか？

　レベルは超級職でもあるフィガロが遥かに上回るだろう。下級と上級で５００レベルカンストした俺の倍あっても不思議じゃない。

　だが、プレイヤーの戦いは、レベルとステータスの多た寡かが全てじゃねえ。

　如い何かに相手の力を出させず、自分の切り札を叩き込むかだ。

〈超級殺し〉も〈超級〉を撃破している。

　俺に出来ないことはないはずだ。

『わかった。俺はすぐにここを去る。俺たち〈凶城〉はもうここで初心者狩がりはしない』

　俺は嘘を吐かず、本心からそう言った。

　こんな奴が討とう伐ばつに出てきた以上、もうここでのＰＫは潮時だ。

　撤退する――――こいつを殺してから。

『【契約書】はあるが、使うか？』

　俺はアイテムポーチから一枚の羊皮紙を取り出した。

　これは【契約書】という種類のアイテムで、プレイヤー間の約束事に用いられるもの。

　反ほ故ごにした方には一定期間のステータスダウンや、状態異常、デスペナルティを与あたえる。

「そうだね。折せつ角かくだから使ってもらえるかな」

『……よし、書いたぞ。確かめてくれ』

　俺はそう言って【契約書】を持ってフィガロに近づく。

　五メートル。

　四メートル。

　三メートル。

　二メートル、射程距きよ離り。

　俺の足元から輝かがやく魔ま法ほう陣じん――俺の〈エンブリオ〉であるアトラス――が展開される。

『――《天よ重石となれヘブンズ・ウエイト》!!』

　俺の〈エンブリオ〉、アトラスの固有スキルの一つは加重。

　射程範はん囲い内の重力を増すことで継続ダメージを与える。

　対象が俺に近ければ近いほどより強力な加重効果を発揮でき、二メートルの距離で最大の五百倍重力となる。

　同時に【拘束】の状態異常が強力に掛かり、奴はもう指先一つ動かすことは出来ない。

　鎖が自動で動いて俺を攻撃しようとするが、五百倍の重力に抗あらがえず地を這はっている。

　今までこの【拘束】と超重力の複合効果を破って動いた奴はいない。

　並の上級ならこの時点で圧死しているが、眼前の〈超級〉がそれでくたばるなんて欠片かけらも思っちゃいない。

　ここからがアトラスの必殺だ。

『《アストロガード》！』

　再度、アストロガードを発動して防御力を五倍に引き上げ、




『――《解放されし巨人アトラス》!!』

　アトラス自身の名を冠した必殺スキルを撃うち放つ。




　自身の防御力を攻こう撃げき力りよくに変へん換かんした上で……一〇秒だけ攻撃力を十倍化する！

　攻撃力１５００００オーバー。

　直撃すれば如何に超級職のステータスであろうと即死するはずだ。

　動けないフィガロに向かってアトラス最強の一いち撃げきを――連打で叩き込む。




『死ぬまで砕けろぉぉぉぉぉ!!』




　地面が砕くだけ、陥かん没ぼつし、巨大なクレーターになる。

　だが、構うものか。

　蘇そ生せいや身代わりのアクセサリーなど幾つ持っているか分からん。

　この一〇秒、死ぬまで攻撃を叩き込む!!




「――――■」

　そうして連打を叩き込んでいた俺の首に……鎖が絡からまっていた。




『……!?』

　見下ろして、気づく。

　俺の連打で砕け散った大地……そこにフィガロの姿はない。

　フィガロがどこにいるのか。

　答えは一つ――俺の首に絡まった鎖の先にいる。

　鎖の伸びる先は上空……そこには一〇メートルほど上に跳ちよう躍うやくしたフィガロがいた。

『ば、バカな!?』

　五百倍の加重を受け、何より【拘束】の状態異常まで受けてなお跳とべるわけがない。

『……あ』

　そこで……、あることに気づいてしまった。

　聞いたことがあった、知っていた。

【超闘士】フィガロは、ソロでの神造ダンジョン攻こう略りやくを生なり業わいにしている、と。

　ソロでダンジョン攻略なんて馬鹿げたことをするには、必ひつ須す条件が一つある。

　高いステータス、違う。

　回復手段、違う。

　状態異常対策だ。

【麻ま痺ひ】、【眠ねむり】、【石化】、そして【即死】。

　回復してくれる仲間がいないソロ環かん境きようでこれらの状態異常に掛かることは死を意味する。

　だからソロで攻略する奴は必ず状態異常対策を持っている。

　それを、このソロ専門として知られた〈超級〉が持っていないわけがなかった。

　恐おそらく俺が鑑定できなかった装備のいずれか。

　それが【拘束】を無効化する装備だったのだろう。

『いや……ありえない!!』

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけたが、そんなはずはない。

　俺の《天よ重石となれヘブンズ・ウエイト》の【拘束】は、上級の〈エンブリオ〉が放つ固有スキルだ。

　それがこんなにあっさり無効化されて…………。

　再び、気づいてしまった。

　俺はこいつが〈エンブリオ〉を使ってないと思った。

　しかしそれが間違いだとしたら。

　こいつが俺にはわからないだけで既すでに奴の〈エンブリオ〉を……〈超級エンブリオ〉を使っていて、今の無効化や五百倍の重力を物ともしない跳躍はそれの……。

「――■」

　咄とつ嗟さに上方のフィガロを見上げる。

　逆光になっているため表情もよくは見えない。

　だが、言い知れぬ悪お寒かんがした。

　その悪寒は奴が着地し、表情が見えたとき……見えてしまったときに最大となった。

「―――――――■■■■」

　細まっていた眼は見開かれて赤く輝き、

　微笑を浮うかべていた口元は口こう腔こうが見えるほどに裂けた笑えみを浮かべ、

　口腔から漏れる音は人のそれではなく、

　モンスターの唸うなり声ごえに似た無意味且かつ殺意に満ちた音だった。

『ヒィ!?』

　俺が悲鳴を上げた瞬しゆん間かん、奴が鎖くさりと繋がった両手を振ふり上げる。

　その瞬間に鎖に搦からめとられた俺の首が引き上げられる。

　二メートルを超こえる全身鎧が、両足が、地面を離れ……大地が遠ざかる。

　空気との擦さつ過か音おんが耳に響く。

　鎖は《射程延長》スキルが発動しているのか伸び続け、尋常ならざる高度に達してもなお延長し続ける。地上のフィガロが点になり、山頂を越こし、雲に至り、それさえも突つき抜ぬけた。

　やがて空気が失われた。懸けん命めいに肺はいを動かそうとしても何も入ってこない。

　窒ちつ息そくの二文字が脳をよぎる。デンドロは自分で設定しない限り痛みはただの衝しよう撃げきに置き換かえられるが、窒息の苦しみは変えてくれない。

　しかし俺が窒息の心配をする必要はなかった。

　なぜなら、窒息するよりも恐ろしいことが起きたから。

　当然の動きとばかりに、鎖が地上に引き戻されていく。

　持ち上げたときよりなお速く、逆回しのように先刻過ぎ去った光景が戻ってくる。

『ヒィああああああ……――!?』

　絶望の悲鳴が漏れる。

　ゲームであろうと関係ない。

　この落下には死の恐きよう怖ふが在った。

　痛覚がなくとも関係ない。生物が死を感じる恐怖の形。

　死の恐怖を、このリアルすぎるゲームは十二分に伝えすぎていた。

　絶命が免まぬがれない高度と速度から落下。

　終着点にはいまだ化け物じみた笑みを浮かべるフィガロがいた。

「■■■――■」

　奴は鎖の内の一本と引き換えに別の武器――チェーンソー状の大たい剣けんを持っていた。

　奴は落下する俺に向けて、チェーンソーを振り抜いた。

　次の瞬間、俺の体はギャリギャリと音を立てながら……




【致ち死しダメージ】

【パーティ全滅】

【蘇生可能時間経過】

【デスペナルティ：ログイン制限24ｈ】





◇◇◇






　□アルター王国〈嵐牛亭〉　【聖騎士パラデイン】レイ・スターリング




「……ひどい残虐ファイトを見た」

　俺はマリーが卓上に置いた水晶に映される映像を見て、正直引いた。

　映像はＰＫのリーダーらしいデカイ鎧よろいが真っ二つになったところで止まっている。

　マリーの解説によると鎧は名の知れたプレイヤーで、高い防御力と近接からカウンター気味に放たれる必殺技わざの威力は抜群だという。

　その解説で少しだけ鎧に親近感が湧わいてしまい……、鎧の末路である惨殺死体は俺とフィガロさんが戦った場合の未来予想図にも思えた。

「かくして、〈凶城〉は全滅の憂うき目に遭いました。復帰してもここにはもう手を出さないでしょうね」

　南の交通を遮しや断だんすれば、またフィガロさんが出張るだろうしな。

「今度決けつ闘とう都市って街に行ったらフィガロさんに御お礼れいを言わないとな」

「そうだの」

「？」

　ネメシスは、先ほどからなぜか不ふ貞て腐くされている。

　水晶から目を背けて、最初から興味なさそうなバビと一いつ緒しよに食事をしていた。

　食べる量はいつも通りだが、どこか自や棄け食ぐいのようにも見える。

　なぜだろうか？

「じゃあ次ですね」




　マリーが次に映したのは見覚えのある場所だった。

　俺が始めてレベル上げに使った狩かり場ば、〈イースター平原〉だ。

　そこにもやはりＰＫ集団がいた。彼かれらはカメラにこそ映ってしまっているが、プレイヤーには見えぬように隠れながら獲物を待っている。

　すると王都の方から別の……奇きみ妙みような集団が現れた。

　集団の正確な数は不明だが数百人はいて、一ひとか塊たまりに行進している。

　彼らは一様に『三日月と閉じた目』の模様が描えがかれた衣服を身につけていた。その模様に見覚えがある気がしたのだが、思い出せない。

　突とつ如じよ現れた集団にＰＫ集団は隠れたまま動揺していた。

　すると『三日月と閉じた目』の集団の中から、一人の女性が歩み出てきた。

　夜よ闇やみを思わせる黒くろ髪かみを膝ひざ裏うらまで伸ばし、十じゆう二に単ひとえを身につけている。

　まるで、御おと伽ぎば噺なしのかぐや姫を連想する美女。

　童話の中から抜け出してきたような美女がスッと右手を上げると、世界が暗転した。

　寸前までは確かに太陽が昇っていたはずなのに、〝夜〟になっている。

　突如出現した〝夜〟には、現実はおろかこの世界でも在り得ない蒼い満月が浮かんでいる。

　直後、蒼あおい月光に照らされたＰＫ集団が喉のどを押さえて苦しみだし、動けなくなる。

　それを待っていたように『三日月と閉じた目』の集団は動き、苦しんでいるＰＫを見つけては次々に殺していく。

　それはもう作業であり、何も出来ないＰＫ達を『三日月と閉じた目』の集団が殺していく。

　しかし、そこに例外が現れる。

　月光に晒さらされても動けるＰＫ、狼おおかみに似た耳と尾おを生やした獣じゆう人じん型の女性プレイヤーだ。

　マリーの解説によれば、彼かの女じよが〈Ｋ＆Ｒカアル〉の二人いるリーダー格の一人であるらしい。

　彼女は猛然と爪そう牙がを振るい、『三日月と閉じた目』の集団を薙なぎ倒たおしながらかぐや姫に向かう。

　しかしそれは届かない。

　数百という数の差に圧殺され、最後には槍やり衾ぶすまになって死んだ。

　かぐや姫を思わせる美女はその光景を見ながら、コロコロと笑っていた。

「彼女が〝月世界〟の扶ふ桑そう月つく夜よですね。クラン〈月世の会〉のオーナー……というか教主です」

「教主？」

　変な言い方だが、そういえばジョブは【女教皇】だったか。

　でも、何か違い和わ感かんがあるような。

「あの、〈月世の会〉って日本の宗教団体の〈月世の会〉と何か関係あるんですか？」

「……あ」

　ルークのその言葉で思い出した。

〈月世の会〉、それは現実に存在する宗教団体の名前だ。

「はい。クラン〈月世の会〉は宗教団体〈月世の会〉の一部……いえ今では本部です」

「……何でゲームに宗教団体が進出してるんだよ」

「〈月世の会〉の教義が『枷かせに囚とらわれた肉体より離れ、真なる魂たましいの世界に赴く』ですからね。デンドロを、その真なる魂の世界だと考えたんじゃないですか？」

　……この世界のリアルさは俺おれも分かる。五感も、触れ合うティアンの人々も本物同然だ。

　けど……そこまで行き着くか？

「シンナルタマシイノセカイとやらに赴くのが目的で、ここに来たことでそれが成ったと考えているなら……今のこいつらは何をしているんだ？」

「たしか、二つ目の教義がメインですね。『自由なる世界で、己おのれの魂の赴くままに自由を謳歌せよ』とかなんとか」

　……どっかの暗黒神みたいな教義だな。

「〈月世の会〉はプレイヤーの間でも恐れられていますねー。千人を超す規模に加え、現実の宗教団体が基盤なので、『現実でも何かされるかも』って怖こわがる人は多いです」

　たしかにそれは怖い。

　いきなり拉ら致ちされるかもしれないし、俺も関わりたくはない。

「ちなみに今回、ＰＫの討伐に赴おもむいた理由は『信徒が初心者狩りに遭ったから』らしいです。だからってクラン総出で殺しに来るんですから怖すぎますよねー」

　……王国から人が流出するのって、戦争以外にこいつらの影えい響きようもあるんじゃないのか？




　マリーは続いて西の映像を映した。

　そこに映っていたのは初日の宴会にも参加していたレイレイさんだ。

　ちなみにこの人、チャイナドレスだけれど顔は北欧系である。兄によれば、リアルでもそっちの人らしい。

　水晶に映るレイレイさんの戦せん闘とうスタイルはシンプルだ。空まで持ち上げて落としてチェーンソーで真っ二つでも、苦しめてから集団で串刺しにするわけでもない。

　隠れているＰＫに近づいては殴る。それだけ。

　ただし結果がおかしい。

　フィガロさんの鎖は人がミンチになっていたが、こっちはそれどころではない。

　完全に液体に変えてしまう。

　あれは人ではなく人の形をした水風船ではないかと思うほど、あっさりと人体が破裂する。

　レイレイさんが触ふれた瞬間に肉は潰れ、残るは血と臓物の色をした液体、それが流れ出た皮ばかり。

　皮は吹き飛んで木にぶら下がり、そこかしこに人の皮が張り付いた木が量産される。

　すぐにデスペナルティになるので皮は消えるが、一目それを見たらしばらく忘れられない。

〝酒池肉林〟のうち、〝肉林〟の意味は非常によく分かった。〝酒池〟もあの液体が流れる様を〝酒池〟と言うのなら納なつ得とくしよう。怖すぎるけど。

　宴会のときは陽気そうな人だったが、戦闘スタイルが本気で怖い。

　ちなみにレイレイさんがなぜＰＫを殲滅したかは分からないそうだ。




　南、東、西と終わって、残すは北の〈ノズ森林〉のみ。

　俺としては一番気になっている場所だ……何せ自分が殺された場所なのだから。

「最後は北ですけど……」

　マリーは何事かを悩なやんでいる。

　これから流す映像に何かあるのだろうか？

「とりあえず再生しますね」

　マリーが操作すると水晶にはあの森林の光景が映し出される。

　時刻は夜間、俺が〈墓標迷めい宮きゆう〉に潜っていた頃ころだ。どうやらここが一番目だったらしい。

　しかしＰＫの姿は見当たらない。

　夜の森林という見づらい環境ではあるが、それにしても見つからない。

　俺達が水晶越しにＰＫを探していると――不意に水晶が赤くなってカメラの映像が途切れた。

　すぐに別の映像に切り替わるが、その映像もすぐ途切れる。

　次の映像は森の中ではなく、俯ふ瞰かんで見下ろす角度。恐らく王都の外壁からのものだろう。

　それは森で何が起きているかを、分かりやすく伝えてくれた。

　森は次々と飛来する砲ほう弾だんによって爆ばく裂れつし、降り注ぐ焼夷弾によって炎上している。

　まるで戦争映画から切り取ったような光景のまま、誰だれの姿も映ることなく、森が燃えていくだけで映像は終わった。

「あの、これって……何でしょう？」

　ルークが尋たずねると、マリーは困ったように笑いながら答える。

「あはは……〝正体不明〟【破壊王】と、同じく正体不明のＰＫ……通つう称しよう〈超級殺し〉の戦闘映像、です……」

　マリーは自分で口にした言葉に自信がなさそうだ。

　それはそうだろう。ＰＫの姿は映っていないし、それを殲滅する【破壊王】の姿もない。これではただの環かん境きよう破は壊かいだ。

「……姿が見えないなら、やったのがその【破壊王】とも限らないんじゃないか？　ＰＫも姿が見えないから、その〈超級殺し〉じゃないかもしれない」

「はい。〈超級殺し〉は得た情報からほぼ確定なのですけど、【破壊王】には決定的な確証がありません。破壊の規模から【破壊王】と推定してるんですけど。そもそもこの【破壊王】自体が情報露出の少ない人で……」

　ああ、戦争参加拒否の理由も「目立ちたくないから」だったらしいからな。

　森一つ燃やしておいて「目立ちたくない」も何もあったものじゃないとは思うが。

「あ、でも【破壊王】の〈エンブリオ〉は戦艦って噂うわさがあってですね、ここ！　ここ見て下さい！」

　そう言ってマリーは映像を停止した水晶の一箇所を指差した。

　燃える森林の向こう、夜闇にまぎれて巨きよ大だいな黒い影かげがあるように見える。

　それは山にしては稜線が鋭角で……見ようによっては巨大な戦艦にも見える。

「戦艦の〈エンブリオ〉なんてあるんですね」

　俺は兄の戦車という前例を知っているのでそういうケースも想定内だ。

　こっちはむしろ、扶桑月夜の〈エンブリオ〉に驚おどろいた。あれは多分、〝夜〟が〈エンブリオ〉だ。

「しかし、これだけ大規模にやったら、ＰＫ……〈超級殺し〉以外にも被害出たんじゃないか？」

　これで無関係のティアンが死んでいたら……。

「それは大だい丈じよう夫ぶでしょう。ＰＫが出るので往来も殆どなかったそうです。そもそも【破壊王】だって他者を巻き込まないと確かく認にんしたからこれだけ派手にやったんだと思いますよ」

「なるほど」

　あるいは、誰も見つからなかったから森ごとやったのかもしれない。

　ネットの情報では、〈超級殺し〉は俺以外の誰も目撃していないらしいし。

　そういえば、〈ＤＩＮ〉はどうやってＰＫが〈超級殺し〉だと断定できる情報を掴んだのだろう。

「ところで、【破壊王】が〈超級殺し〉を襲撃した理由は？」

「それがさっぱりなんですよねー」

　マリーはまたお手上げの姿勢をとる。

「【破壊王】は元々各国で事件の中心になることが多いプレイヤーですが、その正体や事件に関かかわった理由は殆ど知られていません」

「それで〝正体不明〟なんですね」

「はい。今回の件にしても何であんな大破壊をやったのかがもう全く不明で……」

　……何か気に食わないことでもあったんだろうか、【破壊王】。

「でもこれだと北の情報は不明点が多すぎますよね？　情報としてどうなんでしょう？」

　ルークの言葉に俺も同意する。

　一律六〇〇リルだったが、ここの情報はもっと安いんじゃないだろうか。

「うっ!?　そう言われると……あ！　でもここの情報は追加情報があるんですよ！」

「追加情報？」




「なんと、〈超級殺し〉はこの砲ほう火かの中から生還しているんですよ！」




　マリーのその言葉に、

「――ほぅ？」

　これまであまり水晶を見ずに、バビと一緒に飯を食っていたネメシスが反応した。

　俺は、ネメシスがなぜここにだけ反応したのか分かる気がした。

　むしろさっきまでネメシスがあんな態度を取っていた理由も理解できた。

　ＰＫが全滅したと聞いて悔しかったのだろう。

　倒すと誓ちかった相手を、横から掻かっ攫さらわれたのが気に食わなかったのだろう。

　俺もその気持ちはあった。

　だが……。

「それは朗報だのぅ」

　奴は生きていた。







第六話　猫のお茶会







　□〈ノズ森林〉　【聖騎士】レイ・スターリング




　マリーから情報を買った後、ルークとは後でまた会う約束をして……俺はネメシスと二人だけで〈ノズ森林〉だった場所に来ている。

「これは……」

　北の城門を抜けるとそこには荒地があった……荒地しかなかった。

　在ったはずの森は消え去り、炭化した木々が転がっている。

〈ノズ森林〉はもう狩場としては機能しないし、森林とも呼べない。この荒地は都市繁栄ＳＬＧならさぞ建築のやりがいのある光景だろう。

　まぁ、〈Infinite Dendrogram〉は分類としてはＲＰＧなので詮無い話だ。

　しかし、一人のプレイヤーがここまでマップを様変わりさせるというのは驚きだ。

　それにこの弾だん痕こん、破裂痕、未いまだ残る火薬の匂におい。【破壊王】の〈エンブリオ〉が本当に戦艦かは不明だが、うちの兄と同じく重火器……あるいは兵器型の〈エンブリオ〉を使うのは間ま違ちがいない。

　それにしても……他の三人がＰＫを識別して攻こう撃げきしていたのに対し、【破壊王】は無差別にマップごと破壊デストロイしたらしい。【破壊王】の面めん目もく躍やく如じよだが、迷めい惑わくもいいところだ。

　これ、病気に罹かかった指を腕ごと切り落とすようなものじゃないか。

「……どう考えても今後に悪影響あるよな」

「この惨状でまた人材流出が悪化したらしいからのぅ」

　これは〈マスター〉ではなくティアンの話。

　昨日の砲ほう爆撃は王都を恐怖に陥おとしいれた。

　ドライフ軍の奇襲かと、騎き士し団だんも北門から出動したそうだ。そのときには砲撃も終わり、燃える〈ノズ森林〉だけがあったらしいが。

　王都まで延焼する気配はなかったが放っておくわけにもいかず、騎士団はそこから一晩掛かけて消火し、その後も処理に追われているらしい。

　ちなみに、これらの情報はリリアーナから得たものだ。

　さっき偶然会った彼女は目の下にクマを作っていた。「レイさんも【聖騎士】になったならちょっと手伝ってください……」と泣き言も言われた。

「砲撃のときは地下にいたにしても、よく気づかなかったな、俺おれ達たち」

「私はそれどころではなかったからのぅ。御お主ぬしは御主で疲れて感覚が鈍にぶくなっておったし」

　で、王都住民の慣れ親しんだ〈ノズ森林〉が一夜で焼失した今回の一件は、ただでさえ緊きん張ちよう状態の市し井せいを混乱させるには十分だった。

　王都脱だつ出しゆつは今朝から加速中である。

　これは各方面のＰＫが駆く逐ちくされたのも理由の一つだ。ＰＫの主な狙いは〈マスター〉だが、ティアンも相手次し第だいで襲おそわれる危険はあり、そのせいで交通がストップしていた。

　それが今日になって急に開放されたため、一気に人が動いた訳だ。

　考えてみれば、ティアンから見たときには〈マスター〉とティアンの区別がない。

〈マスター〉は〈エンブリオ〉を使い、不死身ではあっても、前提として自分達と同じ生きた人間ではあるのだろうから。

　つまりＰＫはティアンから見れば殺人鬼きの類たぐいになる。ティアンも狙う輩やからならば特に、だ。

「しかし、こうなるとＰＫ問題の解決も一長一短だな」

「狩場も一つ駄だ目めになっておるしのぅ。……それに〈墓標迷宮〉の恐怖体験も無む駄だだったか」

　色々出費もあったのに結局一晩分のアドバンテージだからなぁ。

　フィガロさんと知り合えたのは幸運だったけど。

「しかし、あいつ……〈超級殺し〉は森がなくなるような攻撃から逃にげきったわけだ」

　マリーが話した〈ノズ森林〉のＰＫ――〈超級殺し〉の情報だが、〈ＤＩＮ〉がその情報を得たソースは誰あろうマリー自身であった。

　彼女は昨日の事件で遅おくれながらも現場の取材に向かったらしい。

　ちょうどそのタイミングで、〈超級殺し〉が森一つ焼き尽つくす砲火から脱出し、逃げおおせるのを目撃したと彼女は言う。

「姿は隠いん蔽ぺい効果のあるスキルを使用していたのでわかりませんけど、使っていた〈エンブリオ〉の特とく徴ちようからして間違いありませんよ！」だそうだ。

　尋ねてみると、「弾だん丸がん生物を発射する拳けんじ銃ゆう型の〈エンブリオ〉」と言っていた。合っている。

〈超級殺し〉は自分に飛んでくる砲火を弾丸生物の連射で相そう殺さいしていたらしい。

　そのまま〈超級殺し〉は王都の中にまで逃げ込んだそうだ。

　これだけの惨状を作り上げた【破壊王】でも、王都までは砲撃できず、取り逃したらしい。

　こうして考えると格上からの撤てつ退たい戦で、同じ条件の戦いで俺は敗れ、奴やつは勝利したと言える。

　リベンジ相手を横から【破壊王】に持っていかれなかったのはいいが、複雑な気分だ。

「……そろそろ戻もどるとするか。ルークとの約束もあるからな」

「そうだのぅ……む？」

　王都の中へと戻ろうとすると、ネメシスが何かに気づいたように景色の一点を注視している。

「どうした？」

「あれは、何だと思う？」

　ネメシスはそう言って指差すが、俺にはその方向に何も見えない。

「何かあるのか？」

「暑くもないのに陽炎かげろうがある。いや、あれは……空間の歪みか？」




　ネメシスはそう言って指した方へと歩いていき――消えた。




「……ッ!?　ネメシス！」

　俺はネメシスが消えた場所へと駆かけ出し……見えないカーテンを潜くぐり抜けた。

　カーテンと感じたのは、遮さえぎっているようでありながら抵てい抗こうが非常に柔らかかったからだ。

　見えないカーテンを通り抜けた俺は……。

「……!?」

　明るくも暗くもない、更さらに言えば上下もない不可思議な空間に放ほうり出されていた。

　空間には青く透とう明めいなウィンドウが無数に浮かび、その中に見覚えのある人物が、二人いた。

「マスター、ここは……」

　一人は無事なまま俺を見返すネメシス。

　もう一人は……いや、一匹は。

「……あれー？　何でここにー？」

　器用に両手を動かしてウィンドウを操作していた猫――俺が〈Infinite Dendrogram〉を始めたときに会った管理ＡＩのチェシャがそこにいた。





◇






　見えないカーテンを潜って謎の空間に入ってしまってから数分後。

　俺とネメシスは椅い子すに座すわり、チェシャの淹いれたお茶を飲んでいた。

　混乱していた俺達に、「説明するけど立ち話もなんだからー」とチェシャが用意したのだ。

　ウィンドウ以外は床すら無かったこの空間だが、チェシャは何でもないようにポケットから椅子とテーブルを取り出し、設置していた。

　その様子はまるで幼少期から見ている猫型ロボットアニメだった。チェシャは耳あるけど。

「それで、管理ＡＩがここで何していたんだ？」

「環境整備の下準備かなー。本作業は三号と五号……モンスターや環境担当の管理ＡＩの役目だけどねー。この空間は即そく席せきの作業部屋みたいなものさー」

　工事のとき現場に建てるプレハブみたいなものか。

「僕ぼくたち以外には見えないし入れないんだけどねー。でもその〈エンブリオ〉ちゃんはメイデンみたいだし、そういうこともあるかなー。レイくんは彼女に引っ張られたんだねー」

「メイデンだと何か違ちがうのか？」

「色々と僕ら寄りだからねー。■■■機能も残ってるしー」

　ん？

「今なんて言ったんだ？」

「あ、ごめーん。言語化できない情報だったー。大したことないから忘れてー」

　不ふ明めい瞭りような答えではあったが運営の守秘義務か何かに引っかかるのかもしれない。今だって舞台裏を見ているようなものだ。

　他にも聞きたいことはあるし、この話はここまでにしよう。

「それはそうとこのエリア、直すんだな」

　リアルさを優先している〈Infinite Dendrogram〉、昆こん虫ちゆうモンスターに占領された〈旧果樹園〉などはそのままだったが、初心者狩場である〈ノズ森林〉は例外なのか。

　しかし、チェシャは首を振った。

「直さないよー。今回の件で失われた〈ノズ森林〉の直接再生はしない。けど、似たような環境が形成されやすいように要因を配することは出来るからねー。僕の仕事はその準備ー」

　チェシャは言葉を区切り、紅茶を一口啜すすってから言葉を続ける。

　どうでもいいが猫舌ではないらしい。

「この世界は自由だからねー。プレイヤーでもティアンでもモンスターでも、この世界に対して行った自由の結果に対して、管理ＡＩは巻き戻しを行わないよー。自由の結果で何が起きようと僕らは関知しないからねー。けど、たまに例外もあるかな。罰則用管理ＡＩもいるしねー」

「罰則？　ＰＫもお咎とがめなしなら、何に対して？」

「んー、国から指名手配されたときかなー。ほら、この世界でも法律があるけど、プレイヤーは捕まってもログアウトや死に戻りで牢ろう屋やの外に脱出できちゃうよねー。それらを防ぐ技術なんて警察や騎士団は持ってないからー。だからプレイヤー用の牢屋、通称〝監かん獄ごく〟は管理ＡＩが担当してるよー。指名手配されたときにセーブポイントが使えなくなる処理もねー」

　なるほど、捕まってもデスペナルティ以外にデメリット無しだと犯罪を繰り返せるからな。

「これは設定に含まれているよー。『罪を犯し、セーブポイントに戻れない状態で倒された〈マスター〉は〝監獄〟へと転送される』ってねー。だからなるべく多くの国でセーブポイント登録しておいたほうがいいよー」

「……それ以前に指名手配されるような真ま似ねしないからな？」

「それがいいかもねー。まー、指名手配されても倒されなければ送られないんだけどねー」

　……強い犯罪者は野放しにならないかそれ。

「ふむ、罰則専用の管理ＡＩまでいるとなると……猫は何の担当なのだ？」

「僕は管理ＡＩの中でも雑用担当だからー」

　雑用？

「ＡＩも向き不向きがあってねー。僕は管理作業苦手なんだー。特に環かん境きよう系は全然駄目ー」

「今やってる作業は違うのか？」

「これはあくまで下準備だよー。本格的な環境シミュレーションだと雲の粒りゆう子しのエントロピーまで制御しなきゃだしー」

「…………」

　考えただけで頭痛がしてくる。だが、それを出来る存在が管理ＡＩなのだろう。

　このチェシャは出来ないらしいが。

「僕が一番やっている仕事はチュートリアルの案内役かなー。あれって演算リソースに空きがある管理ＡＩの仕事だからー。ここに来るプレイヤーの半分は僕が受付したよー」

　半分って相当な数だよな、それ。

「こうしている今もちゃんとチュートリアルのお仕事もしてるんだよー。こんな感じでー」

　そう言うと、チェシャは五匹に分裂した。

　模様の違う五匹がカチャカチャとウィンドウを操作しながら話す。

「こんな感じー」

「でもここで分身しても意味ないよねー」

「五人になっても作業スピード変化なしー」

「使用する演算容量変わらないからねー」

「むしろ演算の手間増えてちょっと遅おそくなるよねー」

　そう言って五匹は一匹に戻った。

「…………」

　演算云うん々ぬんの話でここがゲームサーバーの中であることを、久しぶりに思い出した。

　初めてサイバーテクノロジーな部分を見たかもしれん。

「僕はこういう分割処理が得意なほうだから雑用に回されるのさー」

「なるほど。ところで半分は担当ってことはもう半分は別のＡＩが受け付けるんだよな？」

「そうだよー。中にはメイキングで一度決定したらやり直させてくれないＡＩもいたり？」

「……それはやり直させてやれよ」

　ひょっとすると、兄はその管理ＡＩに当たったのかもしれないな。





◇






　二○分ほどチェシャと世間話をして、俺達はお暇いとますることにした。

「この姿のまま受付以外で人に会うのは久々だったよー。おみやげに記念品でもあげたいけどー。運営がそれやるとエコヒイキでアウトだからー」

「別にいいよ。お茶とお菓か子しだけで十分だ。ありがとう」

「うむ。美味であったのぅ」

　……ネメシスが山のように食っていたから既すでにアウトなのではと内心ハラハラしている。

「いやー、そう言って貰もらえると作った甲か斐いがあるよー」

　手作りだったのか、あのクッキー。意外だ。

　……いや、待て。その猫ハンドでどうやってクッキー作った。

「あのクッキー、市販してもいいのではないかのぅ」

「考えとくー。あ、そうそう。レイくんってこれからギデオンに向かうんだっけ？」

　お茶のときにそういう話も少しした。

「ああ、そうだけど」

「……気をつけてねー」

　意味深に、チェシャはそう言った。

「何かあるのか？」

「あると言えばあるけどー……」

　何だか言い辛づらそうだ。言うと何か問題があることなのだろうか？

「じゃあ差し障さわりない範はん囲いで言うけどー、『鬼の心臓は腹の中』」

「？」

「それだけー。必ずしも遭うとは限らないけどー」

　チェシャはなぞなぞか、もしくはミステリー小説のヒントみたいな言葉を俺に伝えた。

　……とりあえずメモウィンドウに記述して覚えておこう。

「それじゃ会う機会があるかはわからないけれど、また縁えんがあったらー」

「ああ、またな」

　俺達はチェシャの作った出口を通り、元のマップへと帰き還かんした。




　出口を抜けるとそこは元いた荒地だった。ネメシスに聞くと、今はもうチェシャの仕事場への入り口は見当たらないらしい。

　時間を見ると、今はちょうど午後三時過ぎだ。

　ルークとの合流予定時間は四時なので間に合うだろう。

　俺とネメシスは合流予定場所に指定した施し設せつ――冒ぼう険けん者しやギルドへと向かった。





◇






　この〈Infinite Dendrogram〉でプレイヤーが受注できるクエストには三種類ある。

　俺が初めて受けたランダム発生のイベントクエスト。

　次に、ルークがやったような各ジョブ専門のジョブクエスト。

　そして三つ目がギルドクエストだ。冒険者ギルドという施設で受注できる。

　ギルドという名めい称しようはジョブごとのギルドと被かぶりそうだが、内実は異なる。

　冒険者ギルドは討とう伐ばつ、護衛、収集、雑事など多た岐きにわたる依頼の斡あつ旋せん所じよだ。

　登録すればジョブも、〈マスター〉かティアンかも問わずに依頼を受注できる。

　当然、俺達も受注できる。

　レベル上げも進んだし、今度はそっちで金銭も稼ぎながらやっていこう、という算段だ。

　また、ルークとは会ったときから一度組んでみようと話していたこともあり、今回はパーティを組んで同じクエストを受注することにしたわけだ。

　で。

「……依頼多すぎてどれ受ければいいかわからん」

「ですねぇ……」

　俺とルークは冒険者ギルドの丸テーブルに突っ伏し、分厚い冊子に目を通しているが……正直疲れてきた。

　この冊子はクエストのカタログであり、このギルドで現在受注可能な依頼を一覧できる。

　読んでいる間にも誰かが依頼すれば自動で増えるし、同じく受注されたら自動で減っていく魔ま法ほうのカタログである。

　ちなみに手にしているプレイヤーが受注できない難易度の依頼は最初から表示されない。

　何でも難易度：三までは全すべて表示されるが、四以上の難易度はそれまでに成功させた依頼の数に応じて開放される仕組みらしい。

　が、それを踏まえてもカタログは尋常ならざる分厚さだ。概がい算さんで千頁ページはある。

　このカタログの分厚さも、【破壊王】や他の〈超級スペリオル〉の影響である。

【破壊王】による〈ノズ森林〉焼失で王都からの脱出を図る人々が増え、また他の都市への交通網が回復したことによって交易商人の移動なども活発化している。

　結果として他の街への移動に際する護衛依頼が激増しているわけだ。

　問題は……。

「同じギデオン行きの依頼でも、報ほう酬しゆうや難易度がバラバラすぎて選べん」

「ですねぇ……」

　フィガロさんのいる決けつ闘とう都市ギデオンへの護衛にしても何十件もある。しかも、同じ難易度でも報酬が違ったり、あるいは同額で難易度が違ったりする。

　考えなしに受注するわけにもいかず見比べているうちに、好条件のクエストは他の人が受けてカタログから消える始末。

「それに、護衛の仕事は微び妙みようだよな」

「ですねぇ……」

　護衛は移動の最中、ずっと守り続ける必要がある。

　が、こちらはプレイヤー。ログアウトの必要もあるし、その間の護衛は出来ない。

　そういう事情は「不定期に異世界に飛ばされる〈マスター〉」の設定としてティアンの人々も知っている。そのため、〈マスター〉はあまり護衛の依頼に向いておらず、護衛依頼は大体がティアンの仕事となっている。余よ程ほど高レベルの〈マスター〉ならまた違うらしいけど。

「討伐か配達の依頼が良いかもな。報酬はちょっと落ちるけど」

「ですねぇ……」

「……ルーク、さっきから言葉が一種類だぞ」

「あ、すみません。読んでいたら色々と思い出してしまって……」

　ルークは見た目が中学生くらいだし受験勉強とか思い出したんだろうか。

　ルークは少し空うつろな目で「父さんお手製の教本、これより分厚かったな……」と呟つぶやきながらページをめくっている。

　ルークの顔がリアルと変わらないとなると欧米の出身。

　あっちもやっぱり受験戦争激しいんだろうか。

　俺も大学受験苦労したしなぁ……。

「ふむふむ」

「むむむー」

　ちなみに、ネメシスとバビも先刻から俺達と同様に冊子に目を通しているが、二人が目を通しているのはクエストカタログではない。

　ネメシスは賞金首リストを、バビはギルド内の飲食店のメニューを凝ぎよう視ししている。

「マスターよ。ここからギデオンまでの道には時折【群ぐん狼ろう王おう　ロボータ】と【大だい瘴しよう鬼き　ガルドランダ】なる賞金首のボスモンスターが出るらしいぞ。出たらいいな」

「そんな露ろ骨こつに危険そうなのは嫌いやだな……」

「ねえねえルークー、このスペシャルプリンアラモードにデスソースかけたら凄すごく美お味いしそうだと思わない？　ルークも食べる？」

「そんな露骨に危険そうなのは嫌かな……」

　物ぶつ騒そうな二人から意識を逸そらし、俺おれとルークはカタログに集中することにした。

　まず、ギデオンへ向かう途と中ちゆうで出来る仕事を受注するのはもう決定済みだ。

　ルークも魔ま物もの市場がギデオンにあるので行ってみたかったそうだ。

　ちなみに、情報交換をしていてわかったことだが、ルークはレベルこそ俺の倍以上あるものの、ステータスは低かった。ＭＰとＳＰだけ俺より高くて他のステータスは軒のき並なみ半分以下。

　これは俺が上級職の【聖騎士パラデイン】であること以前に、ルークの【女衒ピンプ】がステータス的には弱いジョブであるかららしい。

【女衒】は【魅了】するか死ぬか、という実にデッドオアアライブなジョブであるようだ。

　まぁ、俺はこれまでの経緯でルークの天職が【女衒】であることに疑いは抱いていない。

【女衒】じゃなければもう【天使】にでもなるしかない。

「マスター、落ち着け。ちょっと【魅了】されとる」

「おおう」

　もちろんルークが俺に対して【魅了】スキルを使っているわけではない。そもそも性別♀にしか効かないのだし。

　が、美少年過ぎて空気にあてられているというのは、ある。

　ギルド内の冒険者達もさっきからこちらをちらちらと窺うかがい、人によってはガン見している。

　視線が集まるのはルーク一人が原因ではなく、ネメシスとバビも美少女に分類されるからだ。

　このテーブルにいる五人中三人が美形なのだからそれは注目も集まる。

　…………五人？

「いやー、ボクも冒険者ギルドに来たのは久々ですけど、クエストが溜まりすぎですねー」

　俺達のテーブルには、俺達にＰＫ騒そう動どうの情報を売った【記者ジヤーナリスト】のマリーも同席していた。

　……いや、いつの間に？

　最初は間違いなく俺とネメシスとルークとバビで四人だったはずなのだが。

【記者】にはこっそりテーブルにつくスキルでもあるのか？

「あれ？　マリーさんどうしてここに？」

「ちょっと決闘都市ギデオンに行く用事がありましたので、ついでに依頼でも受けようかと思ったらお二人がギデオンに行く話をしているじゃないですか。これは乗るしかないなー、と。ご一いつ緒しよしてもよろしいですか？」

　乗るしかないなー、って……。

「……まぁ、俺は別に構わないが、ルークは？」

「僕も大丈夫ですよ。むしろ心強いです」

「……たしかに」

　俺とルークは他の街に移動するのは始めてだ。

　対して、マリーは他国である黄河にも行っていたらしいから、こういう長ちよう距きよ離り移動も慣れたものだろう。それだけでかなり頼もしい。




　マリーを加えて今度は三人でカタログをめくる。

「【討伐依頼―【サウダ・ファントムシープ】】というのがありましたよ。報酬も高いです」

「あ、それは駄目ですねー。【サウダ・ファントムシープ】は弱いけど発見が困難なモンスターなので、探しているだけで三日は掛かっちゃいますねー」

「【討伐依頼―【ブルーレミングス】】、こいつも報酬いいな。倒たおす数が五十って多いけど」

「弱いですけど見つけやすく、元々群れているネズミモンスターですからねー。意外と楽で」

「ネズミはいやです」

「ルーク？」

「ネズミはいやです」

「お、おう……」

　そうしてかれこれ一〇分ほどカタログと睨めっこしていると、

「あ、これなんかいいんじゃないですかー？」

　そう言ってマリーはあるページを指差した。




　難易度：二【配達依頼―決闘都市ギデオン　ギルド間配送】

【報酬：三万リル】

『王都の冒険者ギルドからギデオンのギルドまで配達物を届けてください。荷物は大量にありますので、アイテムボックスをお持ちの方推すい奨しようの依頼です。期限は三日後までとなっています』

『※　配達物を持ち逃げした場合は刺し客かくを送ります』




「この依頼はギルドからの依頼ですね。向こうのギルドに届ければ良いだけなので手続きが楽ですよ。報酬も多めで好条件です」

　……依頼の最後の一文が気になるが、まぁ悪事を働かなければいいだけか。

「俺はこのクエストでいいけど、ルークは？」

「はい、僕もこれで賛成です」

「決まりだのぅ」

「決まったのー？　まだプリン食べてないけどー」

　俺の言葉にルーク、それとネメシスとバビが答える。

　何はともあれ、俺達が組んで行う初のクエストは決まった。

「じゃあレイさん、受注お願いします」

「ん？　見つけたのはマリーだし、マリーが受注すれば良いんじゃないか？」

「複数人で受注する際は、パーティを組んで代表者が手続きするんですけどね。そのとき代表者はメインジョブを明記するんですよ」

「つまり？」

「代表者が【記者】や【女衒】だとギルドの受付も良い顔しないでしょう？」

　たしかに。この依頼はギルドから直接受ける依頼なので、あんまり実力を不安視されると受けさせてもらえないかもしれない。その点、【聖騎士】ならば問題はないだろう。

　……でもこの中でレベル一番低いのは俺だろうけど、いいのか？

「まずはラベルが目に入るものですからね。ここはレイさんが受けるのが良いと僕も思います」

　ルークもそう言うので、俺が代表して受注することになった。

　ギルドの受付にカタログを持っていき、依頼のページを提示する。

「はい、畏かしこまりました。カードの提示とこちらの用紙への記入をお願いします」

　俺は作ったばかりの冒険者ギルドのメンバーカードを差し出し、必要事項を用紙へ記入する。

「クエストの受注を確かく認にんいたしました。あちらのカウンターより配達物を受け取ってください」

　俺は指示通り配達物を受け取ってアイテムボックスに入れる。




　かくして準備は整い、俺達にとっての新たな一歩、ギルドクエストが始まる。

　対象はクエスト難易度：二【配達依頼―決闘都市ギデオン　ギルド間配送】。

　行き先は決闘都市ギデオン。

　クエスト、スタート。





◆◆◆






　■アルター王国・？？？




　喝采。

　ただ喝采だけがあった。

　その喝采が意味するは、歓喜。

　無数の小鬼ゴブリンが喜びの余り吼ほえ猛たけっている。

　彼かれらの視線の先に、彼らと同じく四し肢しを持ち、けれど違う生き物――人間がいたからだ。

　彼らは餓うえていた。ここ数日、ずっと人間が彼らの縄張りを通らなかったから。

　人間を、人間が運ぶ荷を好物とする彼らは餓えて餓えて堪たまらなかった。

　その間は他のモンスターを食らって過ごしていたが、人間と、人間の食料の味を覚えた彼らには不満しかない餌えさだった。

　だから彼らは歓喜する。

　あの山で塞せき止められていた人の往来が、蘇よみがえったことを。

　今再び、彼らの大好物が彼らの前に現れたことを。

　先刻この縄張りを通った奇妙な装いの人間は恐おそろしく、過ぎ去るのを待つしかなかった。

　だが、今通る人間達は恐ろしくない。

　ならばこの人間達とその荷は彼らの馳走に他ほかならない。

「ギギィィィィ！」

「ゲギャアアアア！」

　小鬼は各おの々おのが雄お叫たけびを上げ、視線の先の馬車に向けて駆け出す。

「【ゴブリン】!?　なんだ、この数は……！」

「旦那、とてもじゃないがこんな数は相手に出来ん！　馬車を思いっきり走らせろ！」

「あ、ああ！」

「俺達も逃げるぞ！」

　商人の男が馬車の速度を上げ、商人の護衛を務めるティアンの冒険者達も追つい随ずいするべく駆け出す。

　彼らの移動速度は速く、このままでは小鬼が追いつくことは出来ないだろう。

　だから小鬼は吼えた。

　喝采を、歓喜を、吼えた。

「なんだあいつら、威い嚇かくしているのか？」

「構うな！　このまま逃げ切るんだ！」

　彼らは威嚇などしていない。

　敵ならばともかく、ご馳ち走そうを前にした彼らはそんな無意味な真似はしない。

　彼らはただ――呼んでいたのだ。

「はは、どうやら逃げられそうですな…………ひえ？」

　直後、商人が馬車ごと……空から降ってきた〝何か〟に叩たたき潰つぶされた。

　丸く潰れた果肉の如ごとき屍しかばねを踏ふみつけながら、〝何か〟は次に冒険者達に視線を向けた。

「な、な、ああ!?」

「こ、こいつはまさか、〈ＵＢＭ〉の、【ガル……」

　彼らには意味ある言葉を吐く時間を与あたえられなかった。

　ただ、目の前の〝何か〟と追いすがってきた小鬼に蹂じゆう躙りんされる時間しかなかったのだ。

『GOOOAAAAAAAAAAA!!』

　そうして馳走を平らげた〝何か〟と小鬼の群れは、彼らの住処へと帰っていった。

　また腹が空いた頃ころに、ご馳走が通るのを期待して。





◆






　このエリアの名は〈ネクス平原〉。

〈サウダ山道〉の南、決闘都市ギデオンの北。

　決闘都市ギデオンを目指すならば必ず通らねばならないエリアだった。







第七話　Ordeal of Rookies







　□王都アルテア冒険者ギルド前　【聖騎士】レイ・スターリング




「ギデオンまで行く交通手段は僕に任せてください」

　クエストを受注して冒険者ギルドから出ると、ルークがそう言って右手を掲かかげた。

　その右手には、薄い宝石のようなものが張り付いている。

「それは？」

「【ジュエル】と言って、モンスターを仕舞えるアイテムです。モデルの報酬で貰いました」

　そうしてルークは説明してくれる。

　それは、俺がルークのスキルを見てから気になっていたことへの答えでもあった。

【女衒】には配下を強化するスキルがあったが、気になるのは非ひ戦せん闘とう時じの配下の扱あつかいだ。

　俺おれ達たちプレイヤーはリアルに戻る。その間、配下はどうしているのだろう、と。

　もし仮にプレイヤーがモンスターや奴ど隷れいといった配下を檻おりか何かに入れたまま、引退でもしたら……想像するだけでも悲惨すぎる。
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　それらの答えが、ルークの持つ【ジュエル】だった。

【ジュエル】は俺達が普ふ段だん使っているアイテムボックスの生物版。自身が所有する配下をあの中に格納でき、その間は内部の時間が経過されない設定にもできるらしい。

　また、ログアウト時も収納でき、プレイヤーがリアルで二ヶか月げつ、こちらの時間で半年ログインしなかった場合は自動で逃がす仕様とのこと。

　なるほど。そうでもなければこれだけリアルな世界で配下を抱えるのは難しいだろう。

　まぁ食事や【ジュエル】から出しての休息を用意する必要はあるらしいが、それは配下を抱える上で必ひつ須すの甲か斐いし性ようというものだ。

　ちなみに収納中の時間経過をオンにしたり、【ジュエル】から開放したままログアウトしたりも出来るそうだ。開放中のトラブルもありえるので人によるらしいが。

「で、その中には既にモンスターが入っている、と」

「はい。グランツィアンさんにいくつかの報酬から選んでいいと言われたんですけど、僕に《魔物強化》のスキルもあったのでこの子を選びました」

　基本的に【女衒】自身の戦せん闘とう力りよくは低いらしいので、モンスターで戦力アップを図るというのは正しい選せん択たくだろう。

「じゃあお見せしますね。《喚起コール》――マリリン」

『VAMOOOOOOOOooo!!』

　ルークが文言を唱えると右手の【ジュエル】が発光する。

　そして、マリリンと呼ばれたモンスターが現れるが……。

「……マリリン？」

　そのモンスターを、マリリンと呼ぶのが適正かについては議論の余地があるだろう。

　マリリンについて簡潔に説明するならば……馬車を引くトリケラトプスだ。

　巨きよ大だいな体躯は青い重厚な甲殻に覆おおわれ、背中や肩かたはまるで鎧よろい甲かつ冑ちゆう。

　極きわめつきとして頭部のツノが城じよう壁へきも粉ふん砕さいしそうな威い圧あつ感かんを放っている。

　どう見たって今の俺達より強そうなモンスターだ。

　あの【デミドラグワーム】とも良い勝負ができそう。むしろ勝つかもしれない。

「【三重衝トライホーン角亜竜デミドラゴン】のマリリンです。竜りゆう車しやはオマケでもらえました」

　デミドラゴンってやっぱりそのレベルじゃないか。種族名が強いぞ。

　これが報酬で貰えるのか……まぁ、ミリアーヌのときより難易度高いしおかしくはないのか。

「なぜ、マリリンなのだ？」

「女の子なので、有名な女優さんから名前をつけさせてもらいました」

　そうかー。女の子なのかー。なら仕方ないなー。

　……マリリン・モンローが草葉の陰かげでどう思うかは不明だが。

「いやぁ、壮観ですねぇ。でも、これだけ強いと従属キャパシティオーバーしそうですねー」

「「従属キャパシティ？」」

　俺とルークが声を揃そろえる。

「あ、じゃあちょっとその辺を説明しますね」

　そう言って、マリーはアイテムボックスからスケッチブックのようなものを取り出し、絵を描きながら俺たちに説明を始めた。

　なぜスケッチブックを持ってる……【記者】だから？

「まず、この〈Infinite Dendrogram〉におけるパーティ人数は六人です」

　マリーはスケッチブックに俺とルークとマリーのデフォルメされたＳＤイラストを描いて見せる。特とく徴ちようを捉えていて妙みように上う手まい。

「ボク達の場合は既に三人埋うまっています。さて、残りの三枠わくですが、ここにはテイムモンスターやガードナーの〈エンブリオ〉を入れることも出来ます」

　俺達のイラストの隣となりにＳＤのバビとマリリンを描き足す。

「入れることも出来る、ということは入れないで戦闘させることも出来るんですか？」

「はい。パーティメンバーにカウントせず、所有者の戦力の一部として扱うことも出来ます。そこで必要になるのが従属キャパシティですね」

　今度はルークのイラストの下にツリー状にバビとマリリンを描いていく。

「この手法はパーティの枠を圧迫しませんが、限度があります。それが従属キャパシティです」

「ふむ」

「ステータス画面の付記項こう目もくを見てください」

　促されて、ステータス画面の補助画面を見てみる。

　そこには「従属キャパシティ　０／50」と表示されていた。

「これが？」

「ええ、キャパシティの範囲内でモンスターを自分の戦力扱い出来ます。使用するキャパシティは個体によって違ちがいますが、例えばレベル１の【リトルゴブリン】なら１消費ですね」

　つまり今の俺はレベル１の【リトルゴブリン】なら五十匹ぴきまで使役できるわけか。

　いや、多いけど微妙。範はん囲い攻こう撃げき一回で吹っ飛びそう。

「僕ぼくのキャパシティは５００ですから五百匹ですね」

　俺の十倍もキャパシティがあるのか。

「【女衒】はキャパシティも高めですね。レイさんも騎士系統だから、騎き獣じゆうを扱う必要があるので上級職の平均より少し高いと思いますよ」

　なるほど、騎獣か。そのうち手に入れたほうがいいかな。

「……しかし、なるほど」

　パーティの枠を圧迫しなければモンスターを出せないのであれば、基本戦闘力が他職より低いであろう【従魔師テイマー】や【女衒】はパーティを組むのが辛くなる。

　しかしキャパシティで自身の戦力に含ふくめたモンスターを使役する分には他職に劣らない、むしろ超こえることすらあるジョブだろう。

「キャパシティをオーバーしたら？」

「能力に制限がかかりますし、経験値も入ってきませんね」

　なるほど、結構でかいデメリットだ。

「このマリリンちゃんはルーク君のキャパシティでは足りませんね。亜竜は強さ相応にコストも高いものですから」

　俺だってレベル１の【リトルゴブリン】五百匹とあの【デミドラグワーム】のどちらと戦うか選べと聞かれれば絶対に前者を選ぶ。そのくらいの差が両者にはある。

「ですので、今回はマリリンちゃんにパーティ人数の枠を割きましょう。人数も少なくて枠が余ってますしねー」

「ねーねー！　質問なんだけどバビのコストってどうなってるのー？」

「〈エンブリオ〉のコストは一律０ですね。そうじゃないとガードナーに進化した人は自分の〈エンブリオ〉さえも十全に扱えなくなってしまいますから」

　そりゃそうだ。

「さて、長いお話をしてしまいましたが、ギデオン行きの話に戻もどしましょう。マリリンちゃんの竜車に乗っていけば丸一日ほどでギデオンに着くと思いますよ」

「なら、今日はここで解散して明日の朝出発にするか。二人とも予定は大だい丈じよう夫ぶか？」

　ここで言う予定とはリアルの話だ。

　今から到とう着ちやく予定の明後日までの計三日間、リアルでは丸一日潰れることになる。

「大丈夫です。特に予定もありませんし」

「ボクもＯＫですよ。今は無職なので」

　……これ、笑い返した方がいいのだろうか。





◇






　翌日、俺達はマリリンの牽く竜車に揺られながらギデオンへの道を進んでいた。

　道みち幅はばは広く、マリリンが二頭並んでも通れるくらいの余裕がある。マリリンだと道を塞ふさいでしまうのではないか、という心配は杞き憂ゆうだった。

　意外にもマリリンの歩行スピードは速い。坂道などでも変わらぬ速度で竜車を牽いてくれるので、四輪駆動のオフロードカーを連想するほどだ。

　これならスムーズにギデオンまで辿たどりつけるだろう。

　まぁ、度々飛び出してくるモンスターを討伐しているのでノンストップとは行かないが。

　初心者狩かり場ばの一つでもあるので多数のモンスターで群れを成して襲おそってくるということはなく、同時に襲ってくるのは精々で三匹びき程度だ。

　それを俺、ルーク、バビの三人で各個撃破するのが現在の戦闘の流れである。

　ちなみにマリーは竜車の中から「頑がん張ばってくださーい」などと茶を啜すすりながら応援している。

　……いや、うん。それにも事情がある、というか聞いてなかった俺が悪いのだけど。

　そもそも【記者】というジョブは戦闘職ではない。

【記者】の特とく徴ちよう的てきなスキルは《ペンは剣けんよりも強し》というもので、その効果はパーティ全体の経験値を増量させるが……自身は一切戦闘が出来なくなる、というものだ。しかもオフに出来ないスキルらしい。

　そんな訳で、【記者】は戦闘面では全く役に立たない置物に近いジョブであるらしい。

　経験値ボーナスはありがたい。

　初心者狩場の一種なので俺達だけでも問題ない。

　俺達より経験豊富なので色々とアドバイスしてくれるしモンスターの情報も的確だ。

　しかし何か、何か……まぁいいか。

『ペンは剣よりも強し、というからペンで何もかも切るスキルだと思ったのだがのぅ』

「その言葉はそんな物理的な意味ではないから」

　この世界だと剣より強いペンもどっかにありそうだけどさ。




　道のりは順調だ。

　経験値ボーナスの効果もあって、俺もルークもレベルが上がっている。俺はレベル16になり、ルークも27になった。

　戦闘もバランスよく回っており、このレベル帯のモンスターなら苦戦はないだろう。

　なお、山道で一度だけ熊のモンスターが俺達の行く手を阻はばんだ。

　見た目からしてもこの山道のボスモンスターらしかったのだが、俺達が手を出す間もなく、道を塞がれて腹を立てたマリリンが倒してしまった。

　ルークがドロップを回収していたが【箱】だったので、熊はボスモンスターらしかった。

　ちなみにボスモンスターはドロップこそおいしいが、基本的にはその生息域では最上位の戦闘力を持っているので注意する必要があるそうだ。今回はあっさり倒されたけど。

　なお、大抵のボスモンスターは複数体の同種で生態系を築いているが、マリーの話では世界に一種一体しかいないモンスターもいるそうだ。

　それは〈ＵＢユニーク・ボスＭ・モンスター〉と呼ばれるモノ。

　例外なく特とく殊しゆな力を持ち、上級のパーティでも容易たやすく壊滅させる力を持つものも珍しくないらしい。

　もっとも、一種一体しかいないこともあって遭遇することもそうそうないらしいが。




　アップダウンのあった〈山道〉を抜けると、今度は平地が続いている。

　この平地は〈ネクス平原〉という名称で、ここを道なりに進めばギデオンに着くそうだ。

　俺達の誰だれもが順調な旅路だと思っていたとき、〈平原〉の道の先にそれを見つけた。

　行商人らしい数台の馬車。




　そして馬車を襲っている最中の百を優に超える武装した小鬼ゴブリンの群れであった。





◇






　その小鬼達は俺やルークが戦った【リトルゴブリン】よりも立派な体格をしていた。

【リトルゴブリン】は俺の身長の半分ほどだったが、そいつらは俺と比ひ較かくして八割ほどだ。

　さらに、剣や鎧よろい、弓矢などで武装している。中には小型の肉食恐竜に似たモンスターに乗った奴やつも何体かいる。名前も【ゴブリンウォーリアー】や【ゴブリンアーチャー】、【ゴブリンライダー】と表示されているので、明らかに上位種だろう。

　それが百匹がかりで行商の馬車隊を襲っている。

　馬車隊もティアンらしき護衛達が応戦しているが、如何いかんせん数が違いすぎる。

「……数が多いし単体でも〈山道〉のモンスターより強そうですね、どうします？」

　マリーの「どうします？」という問いかけは戦やるか戦らないかということだ。

「…………」

　今の俺達はルーキーで、まだ弱い。

　ベテランのマリーは完全な非戦闘要員だし、相手の数はこちらを遥はるかに上回る。

　勝ち目は薄い。安全策を考えればここは踵きびすを返して〈山道〉まで撤てつ退たい、その後あの【ゴブリン】の群れが去ってからギデオンを目指すのが良いだろう。

　しかしそれは間ま違ちがいなくあの馬車隊を見殺しにすることになる。

　それは……後味が悪い。

「ルーク、マリー。デスペナでクエスト失敗するかもしれないが……」

　それでも、構わないなら、

「やりましょう」

　続けようとした俺の言葉をルークが引き取った。

　そしてルークは竜車とマリリンの間の留め具を外し、




「轢いちゃって」

　小鬼の軍団に、身軽になったマリリンを嗾けしかけた。




「VAMOOOOOOOOOO――!!」

　雄叫びを上げながらマリリンが激走する。

　三本の衝しよう角かくを震わせながら一心不乱に小鬼へと突とつ撃げきする。

　小鬼達はそこでようやく目の前の獲え物ものである馬車隊以外の気配に気づいたが、時既すでにおそし。

　十匹近い小鬼がマリリンの角によって粉砕された。

「いきましょう、レイさん。いくらマリリンでも一人であの数は大変ですからね」

「……ああ！」

『ふむ。うちのマスターが存外熱いのと同様、此こ奴いつは意外と危ない性格かもしれん』

「むむー！　マリリンってば先輩のバビより活躍するなんてずるいんだー！」

　俺とルーク、バビはマリリンの抉こじ開けた道に飛び込み、小鬼との乱戦に突とつ入にゆうした。

「ズァ!!」

　眼前の【ゴブリンウォーリアー】に渾こん身しんの力で、大剣化したネメシスを振ふるう。

　大剣は右の肩かた口ぐちに食い込むが、【ウォーリアー】の身に纏まとった鎧に一〇センチほど食い込んだところで止まる。

「ギギィ！」

　致ち命めい傷しようには達しておらず、【ウォーリアー】は未いまだ武器を振り上げようとしている。

「な、らぁ!!」

　俺は大剣を、食い込んだままの【ウォーリアー】の肉体ごと振るい上げ、そのまま地面に振り下ろした。

　加えられた勢いによって、今度は断ちかけの鎧ごと【ウォーリアー】の肉体を両断する。

　レベルアップした甲か斐いがあり、今ならこのくらいの芸当は出来る。

　が、手間が掛かかるので次からは首を狙おう。

『ククク、中々アグレッシヴな戦闘だ。悪くないのぅ』

　ネメシスも少し楽しそうだ。

　……ゾンビは駄目なのにゴア表現は平気なんだよな、ネメシス。

『後ろだ』

「……ッと！」

　振り返りざまに大剣を横よこ薙なぎに振るい、背後から迫せまっていた【ウォーリアー】の首を刎はねる。

　生あい憎にくと、こっちはネメシスのお陰で全方位に目があるようなものだ。乱戦は苦手じゃない。

「君達たちは、何者だ!?」

　馬車を守りながら戦っていた護衛の一人が誰すい何かの声を上げる。

　一ひと先まず要点だけ伝えよう。

「ギデオンに向かう途中の〈マスター〉です。助すけ太だ刀ちします。あのデミドラゴンは俺達の仲間なので攻こう撃げきしないでください」

「そうか、了りよう解かいした！　助力感謝する！」

　護衛の人は納なつ得とくし、仲間の護衛にもこのことを伝える。

　これで敵味方の区別がつく程度には連携してやれるだろう。相手が小鬼とその騎獣ばかりなので、マリリンのことさえ伝えれば敵味方の判別は容易だ。

　とは言っても、いくらなんでも敵の数が多すぎてやはりヤバイ。

　マリリンは助走をつけられないこともあり最初ほど勢いよく敵を倒せていない。馬車隊の護衛も奮戦しているが、それでも数の不利は覆くつがえせない。

　と、そこで気づいた。ルークとバビの姿が見えない。

　どこにいるのかと捜さがしていると、二人は揃って一箇か所しよに留とどまっていた。

　乱戦の最中、ルークとバビの二人は背中合わせに並び立っている。

　そして、二人が動く。

「《雄性のメール」

「《小淫魔のリリム」

　ルークは右手を、

　バビは左手を伸ばし、




「「――誘惑テンプテーシヨン》」」

　スゥッと招くように手を動かした。




　次の瞬しゆん間かん、ゴブリンの軍団の中で特に勇猛に戦っていたメスの【ゴブリンウォーリアー】が横にいた仲間の首を切り落とした。

　また、後方で指揮を執っていた【ゴブリンアーチャー】が自分の乗っていた騎獣の頭を叩き潰している。

「ギギィイイ!?　姉御、な、なにをぉおお!?」

「タイチョォ!?」

　悲鳴と狼ろう狽ばい、何より混乱が蔓まん延えんする。

　被害は更さらに拡大する。

　次々と、次々と、小鬼が正気をなくし味方殺しに走る。

【魅了】された者が【魅了】されていない者に攻撃し、されていない者は【魅了】された者への攻撃を躊躇ためらう内に自分も【魅了】されるか、殺される。

　被害は加速度的に増大し、やがて全すべての小鬼が【魅了】されるか死ぬかしたところで。

「《リリム・ドレイ～ン》♪」

　バビが【魅了】されている小鬼達を順番にドレインで吸い殺す。

　その過程で正気に戻る者もいたが、先ほどの繰くり返しで【魅了】されている者に殺されるか、また【魅了】されるかの二択だった。

「ごちそうさまでした♪」

　その一声をもってあっさりと、それでいて当事者には地じ獄ごく絵図のような戦闘が終しゆう了りようした。

　小鬼の軍団は全ぜん滅めつ。俺おれや馬車の護衛に倒されたものを除く死体は、同士討ちになったかミイラの如く干からびている。

『……我々のカウンターがあの糞くそムカデなどボスとの一対一の戦いで有効であるのに対し、二人は多数の敵を駆く逐ちくする上では最凶最悪のコンビかもしれんな』

　ルークとバビの強さの性質は俺達とはまるで毛色が違う。

【魅了】によって敵集団の中に散逸的に自分の戦力を作り出す。

　すると敵集団はどこか一方への戦力の集中が不可能になり、連携を完全に崩される。

　そうしている間に更に【魅了】で戦力が反転する。その繰り返しだ。

　集団戦闘においては悪夢以外の何物でもない。

『敵じゃなくて良かったのぅ』

　いやもう、本当に。

　ティアンの護衛や、馬車の中の商人の人達も、ルークとバビにはドン引きしているのか顔が引きつっている。

　まぁ仕方ないね。

　この二人だからいいけど、やっていることが完全に悪役側だ。

【魅了】怖こわい。○ックブーケ怖い。

「実戦で使ったのは初めてだったんですけど、お役に立てて良かったです」

「あんまりおいしくなかったけどおなかいっぱい！」

　これでまだ下級職＆第一形態なのだから恐ろしい。

「あ！　ルークルーク！　スキルが増えてるよ！　バビ、第二形態になってる！」

「本当!?」

　と、そこで二人のそんな会話が聞こえてきた。

　見た目には変化がないが、どうやら今の戦闘という名の殲滅を経へてバビは進化したらしい。

　まぁ、あれだけ倒たおせばそうもなるだろう。

　簡易ステータスを見るとルークのレベルも30を楽に超えたようだし。ちなみに俺は20だ。

「おめでとう」

「ありがとうございます！　それでバビ、どんなスキルが追加されたの？」

「えーっとね、《ドレイン・ラーニング》だって！」

　ルークが〈エンブリオ〉ウィンドウに表示されているそのスキルを見て、俺も差し出されたので見てみると、次の一文が書かれていた。

『モンスターからのドレイン時に低確率（一％）で対象の持っているスキルをランダムに一つ習得する』、と。

「……ラーニングか」

　有名なところだと某名作ＲＰＧシリーズの青魔ま法ほうだろう。

　敵モンスターの使う技わざを使えるようになる、という奴だ。

　バビの場合、現在の確率は一％だがそれでも百回ドレインすれば六割強の確率でスキルを一つ入手できる計算だ。スキルはいくらでも持てるので、非常に有用だと言えるだろう。

　……将来的に恐ろしいことになりそうだ。

『むぅ……』

　ふと、ネメシスが何か困った感じで唸うなっている。

「どうした、ネメシス」

『何だか我らの活躍がルーク達と比べて地味な気がして悩なやんでおるのだ』

「……いや、そんな悩みは要いらん」

　最初の【デミドラグワーム】以後、負けたりしたし派手な活躍はないけどさ。

〈超ちよう級きゆう殺し〉やフィガロさんみたいな猛も者さが次々と敵として現れたらまた死んでしまう。

　だから、何もないならそれでもいいんだよ。




　――そんなネメシスの悩みや俺の心の声とは無関係なのだろうが、




『GooooooGAAAAAAAAAAA!!』

　小鬼が死に絶えた戦場に、絶ぜつ叫きようする何かが舞まい降りた。




　否いな、舞い降りたなどという軽い雰ふん囲い気きではない。

　巨大な何か――いや、〝鬼おに〟が落下してきたのだ。

　地響きを立てながらその〝鬼〟は五体満足で着地した。

　俺は〝鬼〟の威容を見上げる。

　それは異形の怪かい物ぶつだった。

　その姿を、何と言えば良いのだろう。

　赤銅色と黒に彩いろどられた体色。

　額から生やした角、五メートルを上回る屈強な体躯は正に鬼そのものだ。

　しかし、そこから先が異形だ。

　鬼は頭部、両肩に大きな口を持っている。

　三つの口からは、常に黒紫の煙が漏もれ出ており、それを見ているだけで恐ろしい怖おぞ気けが走る。

　そして、鬼の頭上には【大瘴鬼　ガルドランダ】という名前が表示されていた。




【ガルドランダ】から発される威圧感に、全員の反応が遅おくれる。

　直後、護衛の一人が【ガルドランダ】の右足に踏み潰され、

　俺が巨大な拳こぶしに打ち抜かれ――

『《カウンター……アブソープション》！』

　ネメシスの展開した光の壁かべが、ギリギリで俺と【ガルドランダ】の拳の間に挟まり、そのダメージを軽減する。

　何度も咄とつ嗟さの発動をした経験があったためか、ネメシスの反応が早かった。不幸中の幸いだ。

『此こ奴やつ、あのムカデ以上のパワーがあるぞ……！』

「【デミドラグワームあれ】を上回る、か」

【大瘴鬼　ガルドランダ】……肩書きと名前を持つモンスター。

　こんな類たぐいの名前のモンスターは今まで見たことがない……いや、昨日ネメシスの見ていた賞金首リストにこんな名前の奴がいたか？

「レイさん、ルークくん、気をつけてください！」

　そんなことを考えていると、戦せん闘とう範はん囲いの外にいたマリーが何事かを叫んでいる。




「そいつは〈ＵＢユニーク・ボスＭ・モンスター〉です!!」




　マリーの警告に、俺はwikiに載のっていたある情報を思い出した。

〈ＵＢＭ〉。

　それは唯一ユニークの言葉が示すように、世界に一体しか存在しないボスモンスターの通つう称しようだ。

　ボスモンスターであっても通常は【デミドラグワーム】のように同種が複数体存在する。

　しかし、〈ＵＢＭ〉は違う。この世界に一体しか存在しないし、後にも先にも同種はいない。

　そして例外なく、特異の固有能力や高い戦闘力を有している。

　ある意味では、モンスター側の〈マスター〉と言ってもいい存在。

　ゆえに同レベルのボスと比較してすら数段上の戦闘力を持つと言われている。




「何でまた、そんな奴が……」

　先刻の小鬼と比べても、ここにいていい格のモンスターではない。

　いや待て、小鬼？

『なるほどのぅ……。この大鬼があの小鬼共の首魁か。手下が全滅したので出てきたわけだの』

　そうなると、俺達に対しては怒り心頭だろう。

　だが、俺にも言いたいことはある。

「…………」

　視線を動かすと、そこには一人分の遺体があった。

　俺と同時に攻撃を受けた馬車隊の護衛の人のものだ。

　先刻、俺が言葉を交わした人だ。

　彼かれの遺体は、大鬼に踏み潰されたそれは、どこか作り物めいて見える。

　そう思うのはきっと、俺自身が損そん壊かいした遺体を、作り物でしか見たことがないからだ。

　けれど、極めて現実に近いこの世界では実感がある。

　消えた命の実感が。

　俺は、アンデッドとは戦っていたし、あの夕暮れの森では〈超級殺し〉に殺されたプレイヤーが雲散霧消するのも脇目に見ていた。

　さっきだって俺達が乱入する前に小鬼に殺された護衛の人もいただろう。

　だが、目の前で人に死なれたのは初めてだ。

「…………」

　この人の名前は知らないし、どんな人だったかも分からない。

　顔だっておぼろげだ。

　けれど……俺はさっきまでこの人と言葉を交わしていた。

　しかし彼はもうどうにもならない。

　この世界にも巻き戻りはない。

　死んでいる。

「後味が悪いんだよ……」

　苛いら立だちを言葉にすると共に、大鬼の巨躯を見上げる。

　見上げた【大鬼】の頭部には血管が浮き出て脈動している。

　それどころか、両肩の口の周囲までも大きく脈打ち……、

「ブレスが来ます！　退いてください!!」

　マリーの叫びが早いか、遅おそいか。

【ガルドランダ】は三つの口こう腔こう全てから黒紫の煙を猛烈な勢いで噴ふん出しゆつした。

「……ッ!?」

　連想したのは、殺虫剤だ。

　羽音を響かせながら飛ぶ鬱うつ陶とうしい害虫を一吹きで殺す殺虫剤。俺も当然使ったことがある。

　しかし、使われる側に回ったことはなかった。

　猛毒のブレスは俺と、ルークとバビ、護衛とマリリンの三方に対し同時に浴びせかけられた。

　その黒と紫の毒々しい瘴気を浴びたとき、ダメージはなかった。

　だが、直後に猛烈な目眩が襲い、膝ひざから頽くずおれた。

　ステータスウィンドウを見れば、【猛毒】、【酩めい酊てい】、【衰弱】と三種の状態異常に罹かかっている。

【猛毒】の影えい響きようでＨＰはジリジリと減少し、【酩酊】により立ち上がることすらおぼつかず、【衰弱】によって半分以下に低下したステータスは装備品にすら重みを感じる。

　視線を移せば、護衛や商人達も同様に倒れている。

　ルークは……、頭上にいた。どうやらバビに抱かかえられて空中へと逃れたらしい。

『V,VAMOOOOOOOO……！』

　聞き覚えのある咆ほう哮こうが、しかし前より弱く聞こえた。

　マリリンだ。

　マリリンもやはり先刻の瘴気で状態異常に罹っている。

　しかしその巨きよ体たいを震わせ、大地を踏ふみ締しめながら【ガルドランダ】へと突撃する。

　小鬼ならば十匹、低レベルならばボスモンスターであろうと一いち撃げきで粉砕するその突進は果たして、

『GoAAAAAAAAAAAAA!!』

【ガルドランダ】によって――止められた。

　奴は丸太の如き両の腕うでを伸ばし、マリリンの三本の角の外側の二本を掴つかみ取とっていた。

　そして、数メートルは後退したが、そこで完全に、亜竜であるマリリンの突進を止めたのだ。

【ガルドランダ】は更に力を込め、

『GeeeeeYYYAAAAAAA――!!』

　マリリンを、宙へと放ほうり投げた。

　数トンはあろうかというマリリンの巨体が弧を描きながら一○メートルも空を飛び、衝しよう撃げき音と共に地面に叩きつけられた。

「マリリン……！」

　ルークの狼狽する声が聞こえた。

『Va,vamo,mo……』

　マリリンは弱々しく鳴いている。

　今の落下のダメージ、そしてその身を苛さいなむ状態異常により最も早はや限界のようだ。

「《送還リ・コール》！」

　ルークの言葉と共にマリリンはルークの【ジュエル】に格納された。

　内部の生物の時間は停止するので、あれならばマリリンはまだ大丈夫だろう。

「むぅぅぅ！　効かなーーい！」

　バビは先刻から【ガルドランダ】に《誘惑》を試みているようだが、相手のレベルやＭＰ、ＳＰが高すぎて【魅了】に掛からないようだ。

「向き不向き、か」

　ルーク達のスキルはボス戦には適していない。

　適しているのは……。

『マスター！』

　ネメシスの声に、俺は意識を眼前の【ガルドランダ】に戻す。

　状態異常で動けない俺に向かって【ガルドランダ】はその右掌を、まるでハエでも潰つぶすように振り下ろしてくる。

「――舐なめるんじゃねえ！」

　重くなった体を動かし、大剣のネメシスを斬きり上げて【ガルドランダ】の掌へと叩きつける。

「《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》!!」

　接せつ触しよくと同時にスキルを発動させる。

　無効化した拳撃のダメージ、現在も猛毒で減少しているＨＰ、それらの合計の倍のダメージが【ガルドランダ】の右掌で炸裂する。

　その一撃で奴の掌はズタズタに裂け、指が三本吹ふっ飛とんだ。

『GuuuooooAAAAAAA!?』

【ガルドランダ】が苦く悶もんの叫びを上げる。

　だが、ダメージは軽い。

【ガルドランダ】から受けたダメージの蓄積量が少ないために、威い力りよくがさほど出ていない。

　それに、受けた分は今の一撃で叩き返してしまった。

　二発目の《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を放つにはまたダメージを蓄積しなおす必要がある。

「シィッ！」

　追撃としてネメシスを振るい、《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》ではない通常攻撃を行う。

　しかしその一撃は先刻より格段に弱く、普ふ段だんよりも数段精彩を欠いた。

　原因は歴然としている。現在進行形でこの身を苛む状態異常だ。

　この【大瘴鬼　ガルドランダ】はマリリンを投げ飛ばす身体能力に加え、三重の状態異常で弱体化させる特性を持つようだ。

【猛毒】によるＨＰ減少は、それと知ってＨＰゲージに気を配れば掛かったままでもどうにかなる。

　しかし、【酩酊】による三半規管の麻ま痺ひ……即すなわちプレイヤー自身の身体操作能力の低下と【衰弱】による五割強のステータス減少が戦せん闘とう行こう為い自体を困難にしている。

「不ま味ずいな……」

　ただでさえ地力じゃ分が悪すぎるっていうのに。

「レイさん！」

　そのとき、後方からマリーの声が聞こえた。

　今度は何の警告だと思って振り向くと……顔面にガラス瓶が直ちよく撃げきして割れた。

「カハッ……」

『マスター!?』

　ガラス瓶びんの破片と中身が降りかかりながら俺は仰のけ反ぞる。

　痛覚遮しや断だん設定なので痛くはない、痛くはないが、なんでだ。

　マリーが投球後のピッチャーみたいな姿勢だったので、どうも彼かの女じよがブン投げたらしいと推測はできる。

　戦せん闘とう中ちゆうに一体何を……そう言おうとして俺は気づいた。

「ＨＰと状態異常が回復している？」

　ＨＰは最大値まで回復し、状態異常は三つ全てがステータスウィンドウから消えている。

　これは……。

「とっておきの【快癒万能霊薬エリクシル】です！　これであと一八〇秒は病毒系の状態異常には罹りません！　でも、二本目はないので頑張ってください！」

【快癒万能霊薬】とは今のガラス瓶か。中身は相当効果の高い回復薬であったらしい。

　しかし、これで……。

「少なくとも、こっちは万ばん全ぜんか……」

『うむ。状態異常が無ければ、此奴は糞ムカデに毛が生えたようなものだ』

　なら、今の俺のＨＰと防ぼう御ぎよ力りよくで耐たえられるし、耐えられるならば勝機はある。

「毒の分とマリリンの分、そして死んだ人の分……きっちり叩き返してやるぜ、糞くそ鬼おに」

　俺はネメシスを構え、【ガルドランダ】へと突撃した。




【快癒万能霊薬】の効果時間は残り一五四秒。

　この時間を過ぎれば、再び【ガルドランダ】の瘴気の餌食となり、三重状態異常でまともな戦闘が出来なくなる。

　だからその前に、ケリをつけなければならない。

「ルァァァアア嗚呼ッ!!」

　上段に振り被かぶった大剣を【ガルドランダ】の膝へと振り下ろす。

　大剣は奴の皮膚を裂き、血ち飛沫しぶきを飛ばすが、浅い。

　皮を裂いたに止まり、筋肉は抜けず、その先の骨にはまるで達していない。

　やはりステータスが全快しても通常手段では攻こう撃げき力りよくが足りない。

　俺自身のＳＴＲがさほど高くはないし、ネメシスの装備攻撃力はレベル１の頃ころならばともかくレベル20に達した今となってはむしろ弱い部類だろう。

　まともにやっていては一五〇秒どころか一五〇〇秒掛けてもこいつは倒せない。

　だが、

『GuuuOOOOOAAAAAA!!』

　俺は反撃する【ガルドランダ】の蹴けりを、敢あえて受けた。

「グッ……！」

　激しい衝撃と体が痺しびれる感覚はあるが、七メートルほど吹っ飛ばされた先で着地は出来た。

　派手に飛ばされはしたが、ダメージとしてはさほどでもない。

　今の攻撃で受けたダメージはおおよそ６００。

　俺の今のＨＰの四分の一程度だ。

　レベル20になった俺の現在のＨＰはレベルアップ時の職業補正、〈エンブリオ〉の補正、また装備スキル《ＨＰ上じよう昇しよう》の複合により２５００に達している。

《聖せい騎き士しの加護》によりダメージは減り、装備も【デミドラグワーム】とやりあった頃よりずっと良いものだ。

　ゆえに、デミドラグワームより多少強いくらいのパワーなら即死はありえない。

　そして即死しないならば、俺にやりようはある。

「《ファーストヒール》」

　俺は自身に回復魔法を掛けながら走り、さらに手持ちの【ヒールポーション】も使用する。

　それで俺のＨＰはほぼ全快だ。

「シャアアアアッ！」

　あとは繰り返しだ。

　攻撃する。反撃される。回復する。

　その繰り返しを一五〇秒続けるだけでいい。

　それで、勝てる。

　一回のセットが凡およそ二〇秒で６００ダメージ、〈聖騎士の加護〉の減少分を足して約６６０。

　時間内に七回で合計４６２０ダメージ。

　それを《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》が二倍にして……推定９２４０ダメージ。

　そいつを頭部に直接喰らって……生きていられるか、糞鬼。

『それしか手はな、……マスター!!』

　俺が残り時間とダメージ量を頭で計算していると、ネメシスの声が聞こえた。

　それはもう聞きなれた、警告の声。

『上だ！』

　その声に空を見上げる。

　そこには【ガルドランダ】の放つ瘴気で煙けぶる空と、




『KIIIIIAAAAAAAAAAAAAA!!』

　鉤爪を鳴らし、天空から超高速急降下する〝巨きよ大だいな紅い猛禽類〟の姿があった。




「！」

　咄嗟に横に跳とんだ真横を、紅い突風が過ぎ去る。

　俺を掴み損ねた猛禽類は口くち惜おしそうに一度羽ばたいた後、空へと急上昇する。

　飛び去る一いつ瞬しゆんの間に見えた猛禽類の頭上には、【クリムズン・ロックバード――騎き獣じゆう：【大瘴鬼　ガルドランダ】】というネームが表示されていた。

「騎獣、だと……!?」

　その表記で、俺はようやく気づいた。

【ガルドランダ】がこの場に下りてきたとき、奴はここに飛び降りてきた。

　だが奴やつ自身には飛行能力や跳ちよう躍やく能力は無く、この平原には飛び降りるような高所はない。

　なら話は簡単……【ガルドランダ】を乗せて飛んできた奴がいたってことだ。

　そして奴は、戦闘開始時からずっと上空に待機していたのだろう。

「……まずいな」

　これでは【ガルドランダ】に集中できない。

　あの速度や体躯で分かる、奴は相当強力なモンスターだ。恐おそらくはこちらも【デミドラグワーム】級かそれ以上。

　最悪あの鉤爪に掴まれて上空へと持ち去られ、高空から落とされるだろう。

　またしても、危険な相手。

　だが、このまま手をこまねいていても【快癒万能霊薬】の効果時間が切れて詰む。

「どうすれば……」

「レイさん！」

　新たな敵への対処に悩んでいたそのとき、

「【ロックバード】の相手は僕ぼく達たちがします！」

「飛べるバビにおまかせー！」

　ルークとバビの……俺のパーティメンバーの声が聞こえた。

「レイさんは、【ガルドランダ】に集中してください！」

「だが、」

　ルークとバビの二人では、あの強力なモンスターに太た刀ち打うちできない。

　恐らく【魅了】も通じない。そう言おうとした俺の言葉を……ルークが制した。

「レイさんが【ガルドランダ】を倒すまで、僕達がいくらでも時間を稼ぎます！」

「だから安心してー！」

　そう言ってバビと、バビに掴まったルークは飛ひ翔しようし【ロックバード】の迎げい撃げきに向かった。

「…………」

『マスターよ。二人の思いを無む駄だにするわけにはいくまい？』

「……ああ、勿もち論ろんだ」

　俺はネメシスを構え、再び【ガルドランダ】へと走る。

　俺が今こうして戦えるのはマリーが【快癒万能霊薬】を使ったからだ。

　俺が【ガルドランダ】との戦いに集中できるのは、ルークとバビが【ロックバード】を押さえてくれているお陰かげだ。

　今の俺は、ネメシスと二人だけで戦っていない。

〈超級殺し〉に殺されたときとは違ちがう。

　今の俺は、俺たちは……パーティで戦っているんだ。

「残り時間、五七秒……回復を最小限にして三、出来れば四セットだ」

『応！』




　俺とネメシスは走って、斬って、攻撃されて、立ち上がり、また走る。

　仲間達が作ってくれたこのチャンスを無む駄だにしないために。

　俺おれ達たちの勝利への確率を引き上げるために。

　どれだけボロボロになっても構いはしない。

　そして、残り一〇秒。




「ネメシィィィィィスッ!!」

『ダメージ蓄積４９７３！　いけるぞ。マスター!!』

　奴からの最後の反撃を受けたところで整った。

　俺のＨＰは半分以下だが、まだ動く。

　あとは《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を叩き込むのみ。

　俺は【ガルドランダ】に必殺の一撃を打ち込むために最後の突とつ撃げきを仕し掛かけた。

　残り時間あと七秒。

　六秒、

　五秒、

　四秒、

『Guuuu――GAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA!!』

　奴を射程距きよ離りに捉とらえるまであと数歩。

　そのタイミングで奴は頭部の口を大きく開き、真っ赤な火炎を吐き出した。

　瘴気ではない。

　純粋なダメージを与あたえる攻撃のためのブレス。

　今まで温存していた奴の必殺であり、直撃すれば俺のＨＰではひとたまりもなく死ぬ。

　だが、

「まとめて、食らいやがれッ!!」

『《カウンターアブソープション》!!』

　光の壁が煉れん獄ごくの炎を遮ってダメージを吸収し、




「《復讐するはヴエンジエンス……我にありイズ・マイン》!!」




　奴の炎の分も倍化させて放たれた一撃が――【ガルドランダ】の頭部を粉ふん砕さいし、絶命させた




　――かに見えた。




『――――』

　首をなくした【ガルドランダ】は――何でもないように動き続けて俺を攻こう撃げきした。




「!?」

　首を消し飛ばされ、脳を喪失したのに、奴はものともせずに俺へとその左ひだり腕うでを振ふるう。

　防ぼう御ぎよの手段を使い切り、渾こん身しんの一撃を放ったばかりの俺は、その攻撃を回かい避ひできなかった。

「……ッ！」

　直撃し、後方に弾はじき飛ばされ、地面と背中で摩ま擦さつを起こしながら一○メートルは滑っていく。

　だが、頭部を無くしたことが奴の能力にも少しは影響があったのか、ダメージは先ほどよりは軽く、致ち命めいには至らなかった。

「《ファースト……ヒール》……」

　身を起こしながら回復魔法を自分に掛かける。

　しかしそれで時間切れだった。

　一八〇秒……【快癒万能霊薬】の効果が切れる。

　周囲にはまだ【ガルドランダ】の瘴気が充満しており、俺は再び三重の状態異常に陥った。

「クッ、ソ……」

　この状態ではまともに戦えないというのに、奴はまだ健在だ。

　頭部を失くした影響で俺を見失っているのが救い……否。

「どれだけ化け物ぶる気だ……」

　奴の両りよう肩かたの口のすぐ上に切れ目が生じ、両肩で一対ついの生々しい球体……眼球が生成される。

　今はまだ見えていないようだが、すぐに視力を回復して俺を殺しに来るだろう。

『どうなっておるのだ！　我らは確かに奴を砕いたはずだ！』

《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》によって奴は頭部を中心に爆砕されている。

　直撃した頭部は跡形もなく、胸部も半円形に抉えぐれている。

　あれでは心臓だってなくなって…………、

「……心臓？」

　自分が思考したその言葉に、引っ掛かりを感じた。

　そうして――思い出した。

【酩酊】で震ふるえる手を何とか制し、メニューウィンドウからメモウィンドウを表示する。




『「鬼おにの心臓は腹の中」byチェシャ』と俺おれが書いたメモがそこにはあった。




「……そういう、ことか」

『マスター？』

　チェシャの言葉と現状が物語っている。

　きっとチェシャは俺がギデオンに向かうと言った時点でこいつと遭遇することを想定し、この言葉を教えてくれたのだ。

　恐らく【ガルドランダ】の心臓……生命機能をつかさどるコアは頭部や胸部にはなく、腹部に収まっている。

　そして、【ガルドランダ】はそこを潰さない限り死なない。

　こいつにとっては、頭部すら攻撃器官の一つに過ぎない。

　中ちゆ枢うすうを、腹部のコアを破壊しない限り、残る両肩の顔を潰そうと奴は動く。

　俺はさっきの一撃で頭ではなく、腹を狙うべきだった。

　だが、今それがわかったところでもう余力は…………。

「……違う」

　余力がない？

　関係がない。

　今もまだルークとバビは【ロックバード】を押さえてくれている。

　なら、【ガルドランダ】を倒す役目の俺が、一人で勝手に諦あきらめられるものかよ。

「まだだ……」

　諦めない。

　たとえ状態異常で体が動かなくとも、ステータスが低下しようとも、諦めない。

　限界まで耐えて、腹部にもう一撃を叩き込む。

　それが出来るか出来ないかじゃない。

　仲間に任された。

　託された。

　なら、俺は俺の役目を限界まで……限界を超こえてもやってみせる。




　――勝利の可能性を掴んでみせる。




「そのくらいできなけりゃ、〈超級殺し〉へのリベンジも出来やしないしな……！」

　俺達はまだ、敗北の瀬せ戸と際ぎわで踏ん張れる。

『マスター！』

「ネメシス、これから相当分が悪いが、まだ終わりじゃない。付き合ってくれ」

『ああ、それは無論だ。しかしマスター、私が言いたいのはそうではない』

　何？

『これは、何だと思う？』

　俺が展開したウィンドウの片隅に、見知らぬ赤いウィンドウがあった。




【同調者マスター生命危機感知】

【同調者生存意思感知】

【〈エンブリオ〉ＴＹＰＥ：メイデン【復ふく讐しゆう乙お女とめ　ネメシス】の蓄積経験値――グリーン】

【■■■実行可能】

【■■■起動準備中】

【停止する場合はあと二〇秒以内に停止操作を行ってください】

【停止しますか？　Ｙ／Ｎ】




　何だ、これは？

「ネメシス」

『私にも分からぬ。これは、一体……？』

　まるで警告するような赤いウィンドウ。

　文面からネメシスに関係した何かであることはわかる。

　だが、肝かん心じんの部分が、まるで文字化け……いや、頭の中に言語として入ってこない。

　これは……何だ？

「…………」

　二〇秒から刻々と減る数字。

　俺は不安に思い、もう一〇秒を切ったカウントを停止させようと指を伸ばそうとして……。

『『CuuuuaaaaaaaaaaaaaAAAAAA!!』』

　両肩の目が見えるようになったらしい【ガルドランダ】の突撃に遮られた。

「こんなときに……！」

　迫り来る【ガルドランダ】、目の前の赤いウィンドウ。

　俺は赤いウィンドウを無視して【ガルドランダ】に相対した。

　しかし【衰弱】でステータスは弱体化し、【酩酊】で動くこともままならない現状ではネメシスの大たい剣けんを構えることしかできない。

　ここは防御と回復に徹して、何とかもう一度《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を撃つ機会を……。




【カウント終しゆう了りよう】

【■■■による緊急進化プロセス実行の意思を認めます】

【現状蓄積経験より採りうる一七二パターンより現状最適解を算出】

【対象〈エンブリオ〉：【復讐乙女　ネメシス】に対して■■■による緊急進化を実行します】

【負荷軽減のため次回進化までの蓄積期間を延長します】




　そのアナウンスが表示されたのを横目で見たとき、手の中のネメシスが粒りゆう子しになって解けた。

「え……？」

　それは普段、ネメシスが人から大剣へと変身するときと同じ光景だった。

　しかし今は人に戻もどらず、大剣にもならず、俺の周囲を渦巻いている。

『『CQAAAAAAAAAAAAAAAAA!!』』

　状じよう況きようについていけない俺に躊ちゆう躇ちよしない【ガルドランダ】が迫り、




【■■■――完かん了りようしました】




　理解する間もなくウィンドウに新たな文字列は表示され、




【――Form2　【The Flag Halberd】】




　俺の周囲を漂っていたネメシスの粒子が掌しよう中ちゆうに収束する。

　光の粒子になって解けたネメシスは――全く異なる形となって再び俺の手に舞まい戻った。

『跳べ！　マスター』

　ネメシスの声。

　俺はその声に応じ、地を蹴って【ガルドランダ】から距きよ離りを取ろうとして――【ガルドランダ】を彼方かなたに置き去りにした。

「!?」

　気づけば、俺は二○メートル以上も跳んでいた。

　驚きは自身のありえない跳躍に対してであり、掌中のネメシスの姿に対してのものだった。




　今のネメシスは人ではなかった。

　大剣でもなかった。

　それは〝槍やり〟。

　それも、柄の先に斧の刃はがついている〝斧槍ハルバード〟と呼ばれる武器だ。

　斧の刃の反対側からは黒い光が流れるように溢れ出し、見ようによっては軍旗にも見える。

　装備ウィンドウには黒旗斧槍フラツグハルバードと新たな銘が表示されていた。




「ネメシス、お前、どうした？」

『どうした、と言われてものぅ。私も気づいたらこうなっていた』

　粒子になっている間は意識がなかったのだろうか？

『だが、一つ分かることがある』

「それは？」







[image: ]







『私は第二形態に進化したらしい。先刻より強い力を私の中に感じるぞ』

　進化。

〈エンブリオ〉の最大の特とく徴ちようであり、無限のパターンの力を与えるもの。

　あの赤いウィンドウにも、たしかに緊急進化がどうのと書かれていた。

　あれはそのためのものだったのか？

　けど、ルークのときはそんなもの出ているようには……。

「……まぁ、それは今考えることでもない、か」

　今は一つだけ考えればいい。

『『CoaaaaaaaAAAAA!!』』

　俺という獲え物ものを見失い、そして再度発見した【ガルドランダ】は両肩で吼える。

「ところでネメシス」

『何かの、マスター』

「強い力と言うが……どの程度だ？」

　そう尋たずねた瞬しゆん間かん俺はネメシスが不敵に笑う姿を幻視した。

『あの糞鬼に勝てる可能性がある』

「上等だ」

　可能性がある。

「勝てる」と断言しないその物言いに、初めて会ったときを思い出した。

　けど、それでいい。

　奴に勝てる可能性があるなら。

　ルークとバビ、マリーのために、命の危機にあるティアンの人達たちのために、俺が成すべき役目を果たせる可能性があるのなら。

　あとはそれに賭けて全力を尽つくすのみ。

「じゃあやろうぜ、【ガルドランダ】」

　小鬼との乱戦に始まり、お前にやられ、頭を潰し、追い詰められ、今再び勝ち目を得た。

　もうお前のカラクリは分かっている。

　これで最後だ。

　俺は黒旗斧槍を大上段に構え、首なしの大鬼に吼える。




「最終ラウンドの――始まりだ」





◇






　黒旗斧槍を一回しして、俺は【ガルドランダ】に斬りかかった。

【衰弱】によりステータスダウンしているはずだが、疾走する速度は万全だった時より遥はるかに速い。

【酩酊】によってフラつくはずの視界も、いつもより多くのものを捉えている気さえした。

【ガルドランダ】の指が欠けた右みぎ腕うでは振るわれるが俺はそれを紙一重で擦り抜け、過ぎる瞬しゆん間かんに手首を斧の刃で切り裂いた。

　皮を裂き、肉を切り裂き、骨まで達した。

　断裂した腕の血管から赤黒い血が噴出する。

「えらく調子が良いな」

　進化してネメシスの武器としての性能や補正も上がったのだろうが、それにしたってさっきまでと違いすぎる。

　これなら何とかなるか……っと、危ない。

　俺は【猛毒】に罹ったままだ。

　油断したらＨＰは削れるばかり、……？

「……調子、良すぎだろ」

【猛毒】によって減少するはずの俺のＨＰは、今は逆に回復し続けている。

　身体能力の上昇、冴さえる感覚、ＨＰの継続回復。

　まるで、状態異常が逆転したかのようだ。

「なるほどな、つまりこれが……」

『然り。これが私の新たなスキル――《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラッグ》』

　ネメシスによって開かれたウィンドウには《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラッグ》の名と共に、そのスキルの力が記されていた。




　それは、敵対者から受けた状態異常・デバフ効果を逆転させるスキル。

【猛毒】で継続式ＨＰダメージを受ける代わりに継続式ＨＰ回復を行う。

【衰弱】でステータス減少を受ける代わりにステータスを上昇させる。

【酩酊】で感覚器官を麻痺させられる代わりに感覚を冴えさせる。

《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラッグ》は身に降りかかる艱かん難なん辛しん苦くを逆転させる身体強化のスキルだ。




『随ずい分ぶんと御おあ誂つらえ向き。御都合のよいスキルではあるがのぅ』

「……そうだな。だが」

　あのウィンドウのメッセージによれば、ネメシスが成りえる可能性から最適解を呼び出したと書いてあった。

　けれど、あれはあくまでも起きたことを伝えただけなのだろう。

　この結果を呼んだのはあくまでも俺の意思だと、なぜか実感できる。

　そして、このスキルはこの状況を打開できる可能性だ。

　ネメシスと出会ったあのときと同じように。

　なら……。

「今は……この可能性に全すべてを賭かける！」

『それは私も同感だな！』

　俺を叩き潰そうとする【ガルドランダ】の両りよう腕うでをかいくぐり更さらに切りつけながら俺は吼える。

【ガルドランダ】の三重状態異常は最悪だった。

　だが今はそれが俺の力を引き上げ、俺と【ガルドランダ】の間にある力の差を埋うめる。

　ＨＰ回復、感覚強化、身体強化の三重強化を受けた俺と、頭部を失い瘴気という特性すら消失したも同然の【ガルドランダ】。

　今ここに両者の戦力は拮きつ抗こう……否いな、逆転した。

『『CUUUAOAAAAAAA!!』』

　優勢と劣勢の逆転に激怒した【ガルドランダ】が闇やみ雲くもに瘴気を吐き続ける。

　しかしその瘴気も、今の俺とネメシスにとってはただの煙幕でしかない。

「疾ちッ！」

　息を吐き出すと同時に【ガルドランダ】の腹を突く。黒旗斧槍の穂先が奴の肉を穿うがち、筋肉の先の急所――コアに触ふれる。

『『CEEEEAAAAAAAA……!!』』

【ガルドランダ】が苦悶の声を上げる。やはり、弱点は腹にある。

　だが、

「再生している……！」

　今しがた刺したばかりの傷が黒紫の煙とともに消失した。

『ハッ、急所にだけは再生機能がついておるらしいのぅ』

「ちまちま攻撃しても永遠に倒たおせないってわけだ」

『いずれにせよ、長期戦は出来ぬがな』

　ネメシスの言っている意味は俺も理解している。

　現在、俺のＨＰは《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラッグ》の効果で継続回復している。しかし逆にＳＰは現在進行形で減り続けている。それはこのスキルの維い持じコストだ。

　ＨＰと比べて俺のＳＰはさほど多くない。長続きはしないだろう。

　この状況で勝つために、何をすべきか。

　再生する心臓と限られた戦闘時間、そして俺とネメシスの力。

　答えは一つだ。

「避よけずに、奴の攻撃を受け続ける」

『しかあるまいな』

　奴からのダメージを蓄積し、もう一度《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を叩き込む。

　今度こそ、急所である腹の中の心臓に。

『一つ注意事項がある』

「何だ？」

『この形態、《カウンターアブソープション》と《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》が使えぬ』

「《アブソープション》はどの道使い切っているだろう」

『いや。進化したお陰かストック数が三になり、残数も一は残っている。だが、《逆転リバース》が黒旗斧槍でしか使えぬように、あれらも大剣でしか使えぬらしい』

　つまり、《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を放つには、黒旗斧槍から大剣に持ち換える必要がある。

《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラッグ》の効果もなくなるということだ。

　状態異常に罹った状態で確実に必殺の一いち撃げきを叩き込むには……機動力を奪う！

「ネメシス、奴の足を潰つぶすぞ！」

『心得た！』

　俺は黒旗斧槍を振るい、【ガルドランダ】の足首を二重三重に切りつける。

【ガルドランダ】も反撃で腕うでを振るうがそれは受ける。

　ダメージにＨＰを削られるが、【猛毒】が逆転した継続ＨＰ回復ですぐに治る。

【快癒万能霊薬エリクシル】が効いていたときのセットとほぼ同じ流れ。

　しかし継続回復のお陰で、より淀みなく攻撃、被ひ弾だん、回復の流れを繰くり返かえすことが出来る。

『…………３２５０、…………３７８４』

　ネメシスが積み上げるダメージカウントを聞くと同時に、視界の片隅のステータスウィンドウでＳＰをチェックする。

　ＳＰ残量……53、52……《逆転リバース》の持続可能時間が既すでに一分を切っている。

『……４２６５、マスター！』

　勝負を、仕掛ける！

「ズァァッ!!」

　俺は煙幕代わりの瘴気を突つき抜ぬけて、【ガルドランダ】の足元に飛び込み、裂れつ帛ぱくの気合を込めて黒旗斧槍を薙ぎ払った。

　旋回する斧刃がこれまでの攻撃で損傷していた【ガルドランダ】の両足の腱けんを断ち切る。

『『CuqEEEEEEEE!?』』

　地響きを立てながら、奴は地面に両りよう膝ひざをつく。

「今だッ！　ネメシス！」

『Form Shift ――【Black Blade】！』

　手の中で黒旗斧槍が粒子に解け、すぐさま黒い大剣の形に収束する。

　同時に、三重状態異常が俺の身に降りかかる。

　だが、もう構わない。

　あとは、最後の一撃を叩き込むだけだ。

【酩酊】で足元を揺ゆらしながらも俺は駆かける。

　跪ひざまずいた姿勢の【ガルドランダ】に向けて大剣を振り上げ、

『！』

　気づく。

　黒紫の煙幕瘴気が立ち込めて視界が悪い。

　だが、それでもわかるほど奴の両肩に〝赤い輝かがやき〟があることを。

『CUUUGGAAAAAAAAAA!!』

　必殺の火炎。

　頭部だけでなく両肩からも吐けたらしい。

　しかしそれでも、俺は歩みを止めない。

『《カウンターアブソープション》！』

　ネメシスの展開した三度目、進化で獲かく得とくした追加ストック分の《カウンターアブソープション》が奴の火炎を遮り、ダメージを吸収する。

　このダメージがダメ押おしとなり、蓄積したダメージ量はこれまでの最大値に達する。

　これなら、やれる！

『マスター！　今だ！』

　火炎が過ぎ去り、光の壁かべが消失する。

　俺は今度こそ奴の腹部に向けて大剣を振るい、




『CUUQAAAAAAAAAAAAAAA!!』

　――火炎を吐く直前の、左肩の顎あごを見上げた。




『な……！』

「……ッ！」

　こいつ、学習しやがった……！

【ガルドランダ】は必殺の火炎を、右と左で二度に分けた。

　ネメシスの《カウンターアブソープション》を破るために。

　やたらと吐いていた瘴気も、視界を潰して撃うち分けを気づかせないための布石だった……！

『マスター……！』

　俺の両腕は既に大剣を振っている。

　奴の腹部に《復讐するはヴエンジエンス我にあり・イズ・マイン》を叩きつける軌き道どうにある。

　状態異常にあるこの身でも三秒あれば当てられる。

　だが、それよりも奴が火炎を吐く方が、早い。

　死に瀕するが如く、スローモーションで世界が見えた。

　左肩の大顎が開口し、最大の火炎が放たれる――




『ギャギギギギギギッ!!』

　――直前、瘴気を突き破って飛来した弾丸に似た何かが【ガルドランダ】の左肩に直ちよく撃げきした。




　見覚えのあるソレが爆ばく裂れつし、火炎を放つ直前だった【ガルドランダ】の左肩が誘爆した。

　熱波が俺の頬ほおを撫でたとき、




「『《復讐するはヴエンジエンス！　我にイズ！　ありマイン!!》』」




　俺とネメシスの一撃が【ガルドランダ】の腹部……コアを粉砕した。







エピローグ







【ガルドランダ】の体は上下に分かたれ、地に音を立てて倒れたときには他のモンスターの末路と同じように光の粒子になって消しよう滅めつした。

【ガルドランダ】が消えると、立ち込めていた瘴気もまた失せる。

　瘴気の濃霧が、そうあるのが自然とばかりに陽光の中に消えていく。




【〈ＵＢＭ〉【大瘴鬼　ガルドランダ】が討とう伐ばつされました】

【ＭＶＰを選出します】

【【レイ・スターリング】がＭＶＰに選出されました】

【【レイ・スターリング】にＭＶＰ特典【瘴しよう焔えん手てつ甲こう　ガルドランダ】を贈ぞう与よします】




　瘴気の消失と今のメッセージが俺に戦せん闘とうの終了を告げている。

　俺はアナウンスするウィンドウを、地面に倒れこんだまま見ていた。

『勝った、か』

「まだだ……！」

　まだルークが上空で【クリムズン・ロックバード】と戦っている。

　早く、救援に行かないと……。

『しかしマスター！　御お主ぬしはまだ状態異常が……』

　簡易ステータスを見れば瘴気こそ消えたが三重状態異常は残っている。

【猛毒】でＨＰが削れていくし、ＭＰとＳＰも既すでに枯こ渇かつしている。

　だが、まだ戦いは終わっていない。

　上空の【ロックバード】に加え、【ガルドランダ】を撃破する直前のあの攻撃。

　あれは間ま違ちがいなく……。

「レイさーん！　大だい丈じよう夫ぶですかー！」

　声に振り向くと、俺に【快癒万能霊薬】を渡わたした後は姿が見えなかったマリーが駆け寄ってきていた。

　瘴気が消えたから近づいてきたのだろう。

「状態異常表示ひどいですね。ちょっと待っていてください」

　マリーはそう言ってアイテムボックス――俺のカバン型やチェシャの使っていたポケット型とは違ちがうリストバンド型――の中から薬くすり瓶びんを何本か取り出した。

　俺が使ったのと同じＨＰ回復ポーション。加えてＭＰ、ＳＰとラベルの貼はってある薬瓶だ。

「ひとまず応急処置です。状態異常も治せればいいんですけど、【酩酊】や【衰弱】用の薬は元々持っていませんでしたし【解毒薬】も今しがた使い切ってしまったもので。……」

　言葉と共にマリーが見たのは、俺同様に瘴気を食らった馬車の人達だ。

　護衛も含ふくめて全員が【酩酊】と【衰弱】のため倒れているようだが、【猛毒】で死んだ人はいないようだ。

　言葉から察すると、マリーが手当てしていたらしい。

「結構持っていたんですけどねー。合わせて十二人もいるものだから使い切っちゃいましたよ」

　薬を飲ませて回るのは【薬剤師フアーマシスト】になった気分でしたよー、とマリーは笑う。

　マリーはずっと馬車の人々……ティアンが死なないように尽力していたらしい。

「…………」

「何です？　ニマニマしちゃって」

　ニマニマ……そんな風に笑った覚えないぞ。

「いや、優しいんだな、と思って」

「優しいとかじゃないですよ。だって嫌いやじゃないですか」

「嫌？」

「プレイヤーは殺してもデスペナだけなのでＯＫですけど、ティアンは生き返りませんからねー。永久ロストはちょっと嫌なのでＮＧです」

「……そうだな」

　俺が後味の悪さを感じるのと同じか。

　しかしプレイヤーは殺してもＯＫね、つい最近殺されたばかりの俺としては……あ。

「そうだ、マリー。さっきこの辺りにアイツ……〈超ちよう級きゆう殺し〉がいなかったか？」

「ああ、そうです！　それもありました！」

　マリーはポンと手を打ち合わせる。

「ボク見たんですよ！　〈ノズ森林〉で見たのと同じ、〈超級殺し〉の男が【ガルドランダ】の左肩に〈エンブリオ〉を撃つのを！　……そのあとすぐ立ち去ってしまいましたけど」

　やっぱりあれは〈超級殺し〉の〈エンブリオ〉だったか……。

　しかしなぜあいつは左肩だけ撃ったのか。〈ＵＢＭ〉である【ガルドランダ】を倒すのが目的なら、あのときのようにもっと撃っているはず。

　これではまるで、俺の助すけ太だ刀ちをしたかのようだ。

「〈超級殺し〉ですが、去った方向からすると彼かれもギデオンに向かっているみたいですね」

「そうか……」

　なら、また遭遇することになるかもしれないな。

「あ、回復しました？」

「ああ」

　話す間も回復は行っていた。ＨＰは【猛毒】で減少中だが、ＭＰとＳＰは戻った。

　ネメシスが黒旗斧槍に変形する。

　しかし先刻と違い、《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラツグ》が発動しない。

　状態異常の元凶である【ガルドランダ】を倒したからだろうか。

「まぁ、仕方ない。《逆転は翻るリバース・ア旗の如くズ・フラツグ》は抜きでも、やってみるさ」

『うむ。……ところでマスター』

「何だ？」

　ネメシスは斧槍の穂先をツイッと上に向けて。




『どうやって空中戦に乱入する気かのぅ？』




　そんな、完全に失念していたことを思い出させた。

「…………」

『…………』

「…………」

　これではさすがにやってやれない。

　考えてなかった。

　助けに行くどころか手も足も出ないじゃねーか。

「えーっと、石でも投げます？」

「さすがにあんな高さまでは届かない……」

　巨きよ大だいな翼を持つ【ロックバード】さえも点に見えるほどの高さだ。

　ルークとバビは点でも見えない……あ。

「降りてきましたね」

　点のようだった【ロックバード】が下降してくる。

　が、様子がおかしい。

　俺おれを襲撃したときの高速急降下ではなく、ゆったりと高度を下げている。

　やがて【ロックバード】の様子が細かに見えるようになったときに気づいた。

　その背中に、戦っていたはずのルークが乗っている。

【ロックバード】はゆっくりと着地し、ルークを地面に下ろした。

「レイさん！　マリーさん！　大丈夫でしたか!?」

「ああ、こっちは大丈夫だが……ルークの方は？　バビが見当たらないけど」

「バビは戦闘で疲れてしまって僕ぼくの中に戻ってます」

　ルークはそう言って左手の紋もん章しようを見せる。

「そうか。……で、そいつは？」

「オードリーです！」

『KIIIEAAA!』

　大鳥？

　ああ、オードリーか。

『名前をつけているということはもしや……』

「はい！　魅了したらテイム出来ました！」

　そういやルークの《雄性のメールテンプ誘惑テーシヨン》の効果に低確率テイムもあったか。

　……ってことは、こいつも♀なのか。

「いや、ちょっと待て……この鳥、【ガルドランダ】の騎き獣じゆうだったはずだが」

「最初は魅了も効きづらかったんですけど、瘴しよう気きが晴れた頃ころに急に効くようになりました」

　瘴気が晴れた頃とは、イコールで俺が【ガルドランダ】を倒したタイミングだ。

　主が死んで騎獣でなくなり、魅了とテイムの難易度が下がった、ということか。

　見ればオードリーはルークの背に翼を擦りつけている……求愛行動か何かだろうか？

　何にしろルークによく懐なついているようだ。

　オードリーという名前もマリリンよりは似合っている気がする。オードリー・ヘップバーンが草葉の陰かげからどう思うかは知らん。

「瘴気が濃過ぎてレイさん達の様子がわからないから心配してました」

「ああ、勝ったよ。ルークとマリーのお陰だ」

『そして私のお陰だ！』

「知ってるよ。ありがとな、ネメシス」

『……う、うん。知っておるなら、いいがの……』

　ん？

　何か妙みような反応だな。

「これで全部片付いたってことですねー」

「そうだな」

〈超級殺し〉の事は気がかりだったが、もうこの場にいない以上はどうしようもない。

　ひとまずは棚に置くことにした。




　俺の回復魔ま法ほうやマリーの薬でＨＰを回復させながら、俺おれ達たちは状態異常が抜けるのを待った。

　元凶である瘴気が消失していたためか、一○分もすると状態異常はすべて消え、そのころには馬車隊の人々も回復していた。

　彼らのリーダーである商人――アレハンドロさんというらしい――はとても感謝していた。

「貴方あなた達たちがいなければ私も家族も死んでいた」、「命の恩人だ」、「感謝してもしきれない」と涙なみだながらにお礼を言われ、俺もルークも照れてしまった。

　アレハンドロさん達は引き続きギデオンに向かうらしいので、俺達も同道することにした。

　先の戦闘で護衛を減らし、残っている人も万ばん全ぜんではないため心配だったのもある。

　アレハンドロさんは俺達の提案を是ぜ非ひにと快かい諾だくしてくれた。




　出発するために馬車を引き起こしていると、生き残った人達が、死んだ人達の懐ふところから何かを取り出していた。

　見ると、それは箱型のアイテムボックスのようだった。

　彼らはそれに、死んだ人達の遺体を収納していた。

　各おの々おのの遺体が所持していたアイテムボックスに、一つずつだ。

　マリーに尋ねると、あれは街々を行き来するティアンの人達の〝棺かん桶おけ〟であるらしい。

　モンスターもいる危険な道行きであるから、死の危険は常にある。

　だが、命を落としたときに生き残った仲間がいれば、ああして遺体を〝棺桶〟に入れて、腐敗することなく家族や故郷に送り届けられるのだという。

　だから、自分が入るためのアイテムボックスを持っている。

　それは、死の危険が身近にあるティアンの人達の死生観をわずかに感じさせた。

「…………棺桶、か」

　他のゲームでＮＰＣが死んでも特別に思ったことはないが、今は違った。

　少しだけ、息がつまる。

　ここがゲームだと分かっていても、俺はこっちで人が死ぬのには慣れそうもない。

　それは〈Infinite Dendrogram〉があまりにもリアルだからかもしれない。

　あるいは……。

「まぁ……今は、いいか」

　俺はその思考を中断して、馬車を起こす作業に戻もどった。





◇






　再出発して半日ほどマリリンの竜りゆう車しやに揺られていると、強めの眠気を覚えた。【ガルドランダ】との戦いで気を張りすぎた反動かもしれない。

　マリーから「少し仮眠したほうがいいんじゃないですか？　何かあったら起こしますよ」と言われたので、その言葉に甘えることにした。ログアウトして眠ると置いていかれるので、宿屋でそうしたようにログインしたまま仮眠をとることにする。

　背を竜車の荷台に預け、座ったまま目を閉じる。

　しかし五分もしないうちに誰だれかが俺の隣となりに座すわり、体重を預けてきた。

　誰だろうかと目を開ければ、ネメシスが俺の二の腕に頭を乗せて眠ねむっていた。どうやらネメシスも疲れて眠くなっていたらしい。

「……それにしてもまぁ、寝つき良いな。ネメシス」

　ネメシスを見習い、俺も再び目ま蓋ぶたを閉じて眠りにつこうとする。

　ただ、一度目をあけてしまったせいか中々寝付けず、頭は考え事を始めてしまう。

　具体的には、〈Infinite Dendrogram〉で起きた様々な出来事を思い出しはじめていた。

　リアルでは三日かそこらなのに、随分と密度の濃い時間を過ごしていたと感じられる。

　その中で最も強い記き憶おくが何かといえば、【ガルドランダ】との戦いだ。

　危機の度合いで言えば、〈超級殺し〉が勝るかもしれない。

　しかし、ＰＫされたことへの後こう悔かいの念は、ネメシスとのお互たがいの気持ちを打ち明けたためかデスペナルティ直後ほど強くはなく、薄れている。

　今は、【ガルドランダ】や小鬼ゴブリンに殺されたティアンの人達の姿と、胸を痛ませる何かが心に残っている。

　彼らは、〈Infinite Dendrogram〉というゲームのキャラクターだ。

　しかし、俺の心は現実に人が死んだように悼いたんでいる。

　俺自身も、その想いは誤りではないと感じている。

「…………」

　ふと、目蓋を開けてネメシスの……俺の〈エンブリオ〉の顔を見る。

　ネメシスは俺の〈エンブリオ〉であり、相棒であり、〈Infinite Dendrogram〉というゲームの中の存在だ。

　しかしこうして見る彼かの女じよの寝ね顔がおは、生きている少女の寝顔にしか見えない。

　生きている。そう生きているとしか思えない。

「人と同程度の知能を持つＡＩ……か」

　ティアン……この〈Infinite Dendrogram〉の人々はそう評されていると兄は言った。

「…………けれど」

　一度失うせたはずの眠気が戻ってきて少しずつ脳が睡すい魔まに浸っていく。

　けれど、曖昧になった思考の中では、初日の夜の宴うたげで考えていたことが再び浮うかんでくる。

　リリアーナやミリアーヌ達……ティアン。

【デミドラグワーム】や【ガルドランダ】……モンスター。

　そして……。

「ネメシス……」

　彼女をはじめとした〈エンブリオ〉。

　彼かの女じよ達たちはあまりにも……生きていると感じられた。

「……本当に……」




　本当にゲームなのか？




　その言葉を形にするよりも先に、俺の思考はまどろみの中に落ちていった……。





◇◆◇






　□■？？？




【極星熊　ポーラースター】討伐

　最終到とう達たつレベル：83

　討伐ＭＶＰ：【神獣狩ゴツドハント】カルル・ルールルー　Ｌｖ２６３（合計レベル：７６３）

　〈エンブリオ〉：【不壊不朽　ネメアレオン】

　ＭＶＰ特典：古代伝説級【Ｑ極きぐるみしりーず　ぽーらーすたー】




【鉱竜王　ドラグニウム】討伐

　最終到達レベル：64

　討伐ＭＶＰ：【大教ギガ・プロ授フエツサー】Mr.フランクリン　Ｌｖ１９８（合計レベル：６９８）

　〈エンブリオ〉：【魔獣工場　パンデモニウム】

　ＭＶＰ特典：古代伝説級【鉱竜王完全遺骸　ドラグニウム】




【軍港雷魚　ポートーピード】討伐

　最終到達レベル：42

　討伐ＭＶＰ：【大提督グレイトアドミラル】醤油抗菌　Ｌｖ２２９（合計レベル７２９）

　〈エンブリオ〉：【大炎醸　アブラスマシ】

　ＭＶＰ特典：逸話級【来来魚雷　ポートーピード】




【狐視炭々　エンリョウ】

　最終到達レベル：56

　討伐ＭＶＰ：【薙神ザ・グレイブ】北玄院碧乃　Ｌｖ３３５（合計レベル８３５）

　〈エンブリオ〉：なし

　ＭＶＰ特典：伝説級【焼却狐眼　エンリョウ】




【大瘴鬼　ガルドランダ】

　最終到達レベル：24

　討伐ＭＶＰ：【聖騎士パラデイン】レイ・スターリング　Ｌｖ20（合計レベル：20）

　〈エンブリオ〉：【復ふく讐しゆう乙お女とめ　ネメシス】

　ＭＶＰ特典：伝説級【瘴焔手甲　ガルドランダ】




「ムゥ？」

　闇の中、定められた作業と記録を行いながらソレは首を傾げた。

　平時には無言で作業を行い続けるソレにとって珍しいことだ。

「不可思議な。〈ＵＢＭ〉より低いレベルで打倒しうるとは。珍しいケースだ」

　ソレの疑問は無理からぬことだった。

〈ＵＢＭ〉とは格別にして隔絶の存在。

　同レベルのボスモンスターと比ひ較かくしても数倍する戦せん闘とう力りよくを有する。

　上級の〈マスター〉でも苦戦は免まぬがれない。

　ゆえに〈ＵＢＭ〉を相手により低いレベルで倒すなどそうあることではない。

　数多くの低レベルプレイヤーが集まって打倒し、偶然この人物がＭＶＰになりでもしたのか、とソレは戦闘のログを呼び出した。

　しかして現実は想像を超こえていた。

　その人物――レイは単独で〈ＵＢＭ〉である【ガルドランダ】を撃破していた。

「ホゥ？」

　ジャイアントキリングに適した能力であること。

　戦闘中の■■■による進化が状じよう況きように完全にメタした能力であったこと。

　本人の挫くじけぬ意思。

　勝因はいくつかあったが、ソレが気にかかったことはひとつだけだ。

「第一頭部を潰した時点で、気づいているな。早過ぎる」

　ソレが〈ＵＢＭ〉に認定した【大瘴鬼　ガルドランダ】は罠わなの塊であった。

　まずこれ見よがしに瘴気と焔ほのおを吐く頭部がある。

　これを弱点と見込み破は壊かいすれば、今度は両りよう肩かたに新たな顔が出来る。

　この三つの顔面全すべてが罠である。

　潰したところで【ガルドランダ】は衰おとろえず、より強化されていく。

　仮に全ての頭部を破壊した場合――更さらなる変へん貌ぼうを遂げ、戦闘力は更に上がる。

　そして腹部のコアを破壊しない限り、不滅。

　これらの性質から、【ガルドランダ】は相当に成長する個体だと見込んでいた。

　いずれは〈ＵＢＭ〉の頂点であり、モンスターの限界点である１００レベルを超えた例外――〈ＳＵスペリオル・ユＢニーク・ボスＭ・モンスター〉に加わってもおかしくないと考えていた。

　だが、実際には下級の〈マスター〉の奇き跡せきの如き戦いによって成長過程で打破された。

「まあいい。今回のようなケースもある。参考になった」

　戦闘の分ぶん析せきを終しゆう了りようし、ソレは戦闘ログウィンドウを閉じる。

　しかしふと思考から言葉が漏もれてまた独り言を口にした。

「何にしても、喜ばしい。既存の〈超級スペリオル〉が強まるだけでは意味がない。新たな力が伸のびなければ、百の〈超級〉は揃わず……〈〝無限インフイニツト〟〉にも届かないからな」

　そしてソレは独りでコクコクと頷うなずいた後、もう一度レイの記録に視線を戻して言葉を紡つむぐ。

「さて、彼は……【ガルドランダ】を扱あつかいきれるかな？」

　ソレは未来を想像して、わずかに口元を緩ゆるめる。

「何にしても、楽しみながら強くなればいい。この世界ワールドは君達にとっては最初から最後まで、遊戯ゲームだからな」

　そしてソレ――〈ＵＢＭ〉を担当する管理ＡＩ四号ジャバウォックは己おのれの職務へと戻ったのだった。
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